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〈読どく者しゃのみんなへ〉

お話はなしのなかに「＊」が付ついているところには、説せつ明めいがあります。このマーク「＊」を選えらんで、説せつ明めいを読よんでください。




〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










一いっ歩ぽ、踏ふみ込こんでみよう！




　７冊さつ目めの『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』である。僕ぼくは子こどもの頃ころ、ウルトラセブンが大だい好すきだったので、このシリーズを⑦まで出だせたのは、「デュワッ！」と叫さけびたいほど嬉うれしい。でも、エイトマンもサイボーグ０ゼロ０ゼロ９ナインも好すきなので、⑧も⑨もどんどん出だしていけたらいいなあ。

　書かいてもいない本ほんの話はなしなどしていないで、この本ほんのお話はなしをしよう。本ほん書しょ『ジュニ空くう⑦』の原げん稿こうは、「一いっ歩ぽ踏ふみ込こんで考かんがえよう」と思おもいながら書かいた。

　マンガやアニメやゲームや昔むかし話ばなしの世せ界かいでは、現げん実じつには起おこらない不ふ思し議ぎなことや、スケールの大おおきなことが頻ひん繁ぱんに起おこる。それを素す直なおに受うけ入いれるだけでも、もちろん楽たのしいけれど、ちょっと足あしを止とめて「これは、どういうことだろう？」「本ほん当とうにやったら、どうなるのだろう？」と踏ふみ込こんで考かんがえると、もっと楽たのしい世せ界かいが開ひらける。たとえば、こんな感かんじだ。

　星ほしのカービィは、星ほしの形かたちをした星ほし・ポップスターに住すんでいる。「カービィらしくて、かわいいなあ」と思おもうけど、踏ふみ込こんで考かんがえれば、それはどんな星ほし!?

　ふしぎの国くにのアリスは、小こ瓶びんの薬くすりを飲のんで小ちいさくなったり、ケーキを食たべて大おおきくなったりした。不ふ思し議ぎで面おも白しろいお話はなしだけど、踏ふみ込こんで考かんがえれば、そんなことになって体からだは大だい丈じょう夫ぶ!?

　格かく闘とう技ぎのマンガなどでは、殴なぐられた人ひとが何なんｍも飛とんでいくことがある。「すごいパンチだなあ」と圧あっ倒とうされるけど、踏ふみ込こんで考かんがえれば、そんなことができるヤツはどんだけ強つよいんだ!?

　これは、旅たびの楽たのしさに似にていると思おもう。富ふ士じ山さんは雄ゆう大だいだし、金きん閣かく寺じはきれいだ。でも自じ分ぶんの足あしで登のぼったり、いろんな角かく度どから観かん察さつしたり、家いえに帰かえってから調しらべてみたりすると、観かん光こうガイド本ぼんには書かいていない新あたらしい何なにかが見みつかる。そういう経けい験けんをすると、絵え葉は書がきのなかの富ふ士じ山さんや金きん閣かく寺じが、自じ分ぶんだけの富ふ士じ山さんや金きん閣かく寺じになる。

　今日きょうもテレビにはいろいろなアニメが映うつっている。本ほん屋やさんにはたくさんのマンガが並ならんでいる。それらはそのまま味あじわってもとても面おも白しろいけど、一いっ歩ぽ踏ふみ込こんで考かんがえると、作さく品ひんの世せ界かいはさらに広ひろがっていく。自じ分ぶんなりの楽たのしみ方かたができる、自じ分ぶんだけの作さく品ひんになる。

　踏ふみ込こみ方かたには、いろいろあるだろう。僕ぼくの場ば合あいは「科か学がく」だが、これだけが正せい解かいというわけではない。たくさんある踏ふみ込こみ方かたの一ひとつだ。ある人ひとは、色いろづかいの意い味みを探さぐろうとするかもしれないし、別べつの人ひとは作さく品ひんの主しゅ題だい歌かをピアノで弾ひいてみたりするかもしれない。でも、足あしで弾ひこうとする人ひとは、ちょっといないかな（『とっても気きになるドラマの疑ぎ問もん』参さん照しょう〔＊〕）。

　マンガやアニメに、自じ分ぶんなりの踏ふみ込こみ方かたをしてみよう。きっと、新あたらしい世せ界かいが開ひらける。もちろん、この『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』にも、どんどん自じ由ゆうに踏ふみ込こんでください。
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　２０１５年ねんの秋あきに始はじまって、あれよあれよと大だいブームになったアニメ『おそ松まつさん』。原げん作さくは、50年ねんほど前まえに赤あか塚つか不ふ二じ夫お先せん生せいが描かかれたマンガ『おそ松まつくん』で、当とう時じ「主しゅ人じん公こうは、まったく同おなじ顔かおをした６つ子ご」という設せっ定ていがウケて、大だいヒットした。

　原げん作さくは「くん」、今こん回かいのアニメは「さん」とタイトルが少すこし違ちがうのは、なぜ？　それは、原げん作さくでは小しょう学がく生せいだった６つ子ごが、アニメでは20代だいのオトナになっているからだ。だけど、おそ松まつもカラ松まつもチョロ松まつも一いち松まつも十じゅう四し松まつもトド松まつも、全ぜん員いんニート。まったく働はたらく気きがない！

　もうひとつ、今こん回かいのアニメが原げん作さくと違ちがうのは、６つ子ごの性せい格かくがそれぞれハッキリしていることだ。赤あか塚つか先せん生せいのマンガでは、６つ子ごは性せい格かくも似にていてキャラの区く別べつが難むずかしく、脇わき役やくのチビ太たやイヤミのほうが目め立だっていた。ところが、今こん回かいは６つ子ごの個こ性せいが明めい確かく。たとえば、カラ松まつは自じ分ぶんに酔ようタイプ、一いち松まつは気き力りょくに乏とぼしく、十じゅう四し松まつはズバ抜ぬけて明あかるい野や球きゅう好ずき……という具ぐ合あいだ。

　半はん世せい紀きも経たって、原げん作さくを発はっ展てんさせたアニメが作つくられるって、すごいなあ。『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』も50年ねん後ごに誰だれかが話はなしを広ひろげてアニメ化かしてくれないかなあ。

　ムシのいい妄もう想そうに浸ひたるのはやめて、本ほん論ろんに入はいろう。ここで考かんがえたいのは、野や球きゅう好ずきな十じゅう四し松まつのエピソードである。彼かれは、第だい９話わ「恋こいする十じゅう四し松まつ」で、なんと一いち松まつをバットに括くくりつけて素す振ぶりをしていたのだ！

　いくら野や球きゅう好ずきだからといって、簡かん単たんにできることではないし、そもそも人ひととして、そんなコトやっていいの!?　あまりに危き険けんでは!?

　しかも十じゅう四し松まつは「１２８５！　１２８６！　１２８７！　よっしゃ～、まだまだ～！」と言いっていたから、たぶん１３００回かい以い上じょう振ふるつもりらしい。また数すう日じつ後ごに、バットを自みずから体からだに括くくりつけた一いち松まつが「今日きょうはやらないの？」と言いっていたところを見みると、日にっ課かになっているのかも。

　これは驚おどろくべき話はなしである。人にん間げんをバットに括くくりつけた素す振ぶりなんて、実じっ際さいにやれるコトだろうか？




◆普ふ通つうの素す振ぶりなら25万まん回かい！

　アニメの描びょう写しゃを見みると、一いち松まつは、頭あたまを上うえに、足あしを下したにして、バットに背せ中なかを向むけて括くくりつけられていた。一いち松まつの体たい重じゅうを20代だい男だん性せい平へい均きんの65㎏と仮か定ていすると、バットと合あわせた重じゅう量りょうは66㎏ということになる。

　現げん実じつの野や球きゅうでも、通つう常じょうより重おもいマスコットバットを振ふる練れん習しゅうが行おこなわれるが、その重おもさは１・２㎏ほど。通つう常じょうのバットは９００ｇぐらいだから、せいぜい１・３倍ばいくらいの増ぞう量りょうだ。それに比くらべると、十じゅう四し松まつの人にん間げんバットは73倍ばいものスーパー大だい増ぞう量りょう！

　これほど重おもいバットを振ふるのは至し難なんのワザだ。科か学がく的てきに考かんがえると、重おもさは通つう常じょうの73倍ばいだが、振ふるための力ちからは、73倍ばいでは足たりない。十じゅう四し松まつのバットを観かん察さつすると、人にん間げんを括くくりつけられるだけあって、通つう常じょうのバットより長ながいうえに、一いち松まつの頭あたまがバットの先せん端たんからはみ出だしているからだ。

　バットのような棒ぼうの形かたちをした物ぶっ体たいは、長ながければ長ながいほど、振ふるのに大おおきな力ちからが必ひつ要ようになる。アニメの画が面めんで測はかると、バットの握にぎる側がわの端はしから一いち松まつの頭あたままで１・６ｍ。普ふ通つうのバットは85㎝ほどだから、２倍ばい近ちかくも長ながく、これで重おもさが66㎏だったら、普ふ通つうのバットと同おなじ速そく度どで振ふるために必ひつ要ような力ちからは１９０倍ばい！　ものすごい！

　十じゅう四し松まつは、こんなスイングを少すくなくとも１２８７回かい続つづけていたのだ。これは、普ふ通つうの素す振ぶりを25万まん回かいもやるくらいの体たい力りょくを消しょう耗もうする。それでも平へい気きなのだから、ますますすごい！

　ここまで野や球きゅう一ひと筋すじに打うち込こむニートは、世せ界かいでもこのヒトだけでしょうなあ。




◆生いきているのが不ふ思し議ぎ

　十じゅう四し松まつがすごいのはわかったが、心しん配ぱいなのは一いち松まつである。

　バットに括くくりつけられてブンブン振ふり回まわされた一いち松まつは、顔かお色いろが見みるからに危き険けんな紫むらさき色いろになって「し……死しぬ」と呻うめいていた。脳のうに猛もう烈れつな遠えん心しん力りょくがかかっただろうから、当とう然ぜんの反はん応のうだ。

　具ぐ体たい的てきに算さん出しゅつしてみよう。遠えん心しん力りょくの強つよさは、先せん端たんが回かい転てんする速はやさと、回かい転てんの半はん径けいで決きまる。十じゅう四し松まつは、一いち松まつの姿すがたが見みえなくなるほどのスピードでバットを振ふっていたから、先せん端たんの速はやさはプロ野や球きゅう選せん手しゅなみの時じ速そく１５０㎞ほどはあっただろう。また、前ぜん述じゅつのとおり一いち松まつの頭あたまはバットの端はしから１・６ｍ離はなれているから、回かい転てん半はん径けいは１・６ｍになる。この場ば合あい、一いち松まつの脳のうにかかる遠えん心しん力りょくを計けい算さんすると……、ぎょぎょっ。なんと重じゅう力りょくの１１３倍ばい、すなわち１１３Ｇジー！

　人にん間げんは10Ｇジー以い上じょうの遠えん心しん力りょくを受うけると失しっ神しんするといわれるが、そんな限げん界かいはとっくに超こえている。脳のうの血けっ管かんが破は裂れつしても不ふ思し議ぎはなく、「し……死しぬ」と呻うめけるだけでも超ちょう人じんだ。

　ぜひともバットに人にん間げんを括くくりつけて振ふり回まわすのはやめていただきたいが、どうしても続つづけたいなら、せめて一いち松まつの向むきを反はん対たいにしたらどうだろう。頭あたまが下した、足あしが上うえという向むきにすれば、脳のうが回かい転てんの中ちゅう心しんに近ちかづくから、遠えん心しん力りょくも小ちいさくできるはずだ。

　現げん状じょうの「頭あたまが上うえ、足あしが下した」という体たい勢せいでは、脳のうの回かい転てん半はん径けいは１・６ｍ。これを「頭あたまが下した、足あしが上うえ」と逆ぎゃく転てんさせれば、頭あたまは回かい転てんの中ちゅう心しんから40㎝ぐらいの位い置ちにくるだろう。回かい転てん半はん径けいが４分ぶんの１になれば、先せん端たんを同おなじスピードで振ふり回まわしても、遠えん心しん力りょくは４分ぶんの１となり、28Ｇジーに。あ、これでもやっぱり失しっ神しんは避さけられないか～。

　しかし、ここまですごいコトをやれているのだから、十じゅう四し松まつも一いち松まつも、それぞれの能のう力りょくを活いかしてほしいと筆ひっ者しゃは思おもう。

　たとえば、十じゅう四し松まつが野や球きゅうの試し合あいに出でて、普ふ通つうのバットを振ふれば、そのスイングの速そく度どは２１００㎞に達たっする。ボールをジャストミートすると当とう然ぜんホームランとなり、打だ球きゅうの飛ひ距きょ離りはぬゎんと５８０ｍ！　東とう京きょうにある神じん宮ぐう球きゅう場じょうからレフト方ほう向こうに打うったとしたら、隣となりの神じん宮ぐう第だい二球きゅう場じょうを越こえて、その向むこうにある国こく立りつ競きょう技ぎ場じょうに飛とび込こむだろう。ただちにプロ野や球きゅう、いや、メジャーリーグに行いってもらいたい！

　また、１１３Ｇジーに１２８７回かい以い上じょうも耐たえられる一いち松まつも、宇う宙ちゅう飛ひ行こう士しへの道みちが開ひらけている……かもしれません。

　でも、２人ふたりとも働はたらく気きは全ぜん然ぜんなさそうだからなあ。いくら才さい能のうがあって、努ど力りょくを重かさねていても、その気きがなければどうにもならない。う～ん、もったいないな。
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『スプラトゥーン』に関かんする質しつ問もん、たくさんいただくようになりました。

　このゲームで興きょう味み深ぶかいのは、オシャレな若わか者ものに見みえる登とう場じょう人じん物ぶつたちの正しょう体たいが、イカであること！　彼かれらは「インクリング」という名なで、人にん間げんの姿すがたになって床ゆかや壁かべにインクを塗ぬりまくり、ときどきイカの姿すがたに戻もどっては、塗ぬったインクのなかを高こう速そくで泳およぐ。

　そんなことをイカがやるのは、イカがなものか!?　イカの体からだは「外がい套とう膜まく」という筋きん肉にくが内ない臓ぞうを包つつんでいて、外がい套とう膜まくと頭あたまとの境さかい目めには隙すき間まがある。内ない臓ぞうの入はいっている空くう間かんは、まわりの海かい水すいとつながっているのだ。そんな構こう造ぞうの体からだでインクに潜もぐったりすると、内ない臓ぞうがインクまみれになり……。

　え？　気きになるのは、この問もん題だいじゃない？　インク？

　うーむ、そうなのだ。『スプラトゥーン』に関かんする質しつ問もんは、「なぜインクが混まざらない？」とか「どれだけ大たい量りょうのインクを使つかってるの？」とか「あのインク、どっから持もってくるの？」など、インクに関かんすることばかり。なぜみんな、イカがあんなことをしているのを気きにしないの!?

　まあ、言いわれてみれば、まったく混まざらないインクというのは、イカにも不ふ思し議ぎ。イカ問もん題だいは「まあ、イーカ」と思おもうことにして、ここではインクの謎なぞを検けん証しょうしてみよう。




◆どんなインクなのか？

『スプラトゥーン』の世せ界かいでは、塗ぬったばかりのインクの上うえをドカドカ走はしり回まわるという、現げん実じつ世せ界かいでやったらモノスゴク叱しかられそうなことが平へい然ぜんと行おこなわれている。そんなことしたら、塗ぬりたてのインクの上うえに足あし跡あとがついて大たい変へんなことになりそうだが、そういうことは一いっ切さいない。また相あい手てが塗ぬったばかりのインクの上うえに、自じ分ぶんのインクを塗ぬっても混まざらない。ふむ。驚おどろくほど速はやくインクが乾かわくのだろうか？

　だが、ゲームの画が面めんをよく見みると、走はしり回まわるインクリングたちの足あし元もとから、インクのシブキが上あがっている。インクは乾かわいていないのだ！　こうなってくると「なぜ靴くつや服ふくがインクで汚よごれないの？」とか「なぜ塗ぬり重かさねたインクが混まざらない？」といったインクの疑ぎ問もんが増ふえてくる。

　本ほん当とうに不ふ思し議ぎだ。彼かれらが使つかっているインクは、いったいどんなインクなのだろう？

　インクには、水すい性せいインクと、油ゆ性せいインクがある。

　油ゆ性せいインクは、色いろのもとになる物ぶっ質しつが、有ゆう機き溶よう剤ざいという液えき体たいに混まざっている。有ゆう機き溶よう剤ざいは水みずより蒸じょう発はつしやすいから、油ゆ性せいインクは乾かわくのが速はやい。ただし、有ゆう機き溶よう剤ざいには強つよい匂においがあり、蒸じょう発はつしたものを吸すい込こみすぎると、頭あたまがクラクラするうえに、体からだに害がいがある。

　一いっ方ぽう、純じゅん粋すいな水すい性せいインクは、水すい彩さい絵えの具ぐと同おなじように、乾かわいた後あとも水みずがかかると溶とけてしまう。最さい近きんでは、プラスチックの細こまかい粒つぶを交まぜることで、水みずに強つよい水すい性せいインクが作つくられている。

　ここから考かんがえると、『スプラトゥーン』で使つかわれているのは、プラスチック入いりの水すい性せいインクではないだろうか。有ゆう機き溶よう剤ざいを使し用ようした油ゆ性せいインクを大たい量りょうにぶちまけて、その上うえを走はしり回まわったりしたら、もう意い識しきが朦もう朧ろうとなって、ゲームどころではない。

　ただし、普ふ通つうの水すい性せいインクを使つかったのでは、走はしり回まわる端はしからペタペタ足あし跡あとがついて大たい変へんだ。だからといって、乾かわくのを待まったらどうなるか？　筆ひっ者しゃは近きん所じょのスーパーで水すい性せい塗と料りょうを購こう入にゅうし、インクを発はっ射しゃする「シューター」の塗ぬり方かたをイメージして、塗と料りょうをスプーンですくって金きん属ぞく板ばんの上うえに落おとしてみたのだが、インクが指ゆびにくっつかなくなるまで９時じ間かん30分ぷんもかかった！　こ、これはゲームにならん。こんなインクを発はっ射しゃしたら、その場ばで９時じ間かん半はんも待たい機きすることになり、これを３回かい繰くり返かえしたら、もう日ひ付づけが変かわっている！

　う～む、わからん。インクリングたちは、本ほん当とうに不ふ思し議ぎなインクを使つかっているのだなあ。




◆インク代だいがめっちゃ高たかい！

　もう一ひとつ気きになるのは、３分ぷん間かんの戦たたかいで、どれくらいのインクを使つかうのかということだ。

　ゲームの画が面めんと攻こう略りゃく本ぼんの図ずを見み比くらべると、『スプラトゥーン』の試し合あい場じょうは、サッカーコートと同おなじぐらいの面めん積せきがありそうだ。ゲームでは、塗ぬったり塗ぬり返かえされたりの攻こう防ぼうが繰くり返かえされるから、一回かいのゲームで、一いっ方ぽうのチームだけでサッカーコートぐらいの面めん積せきを塗ぬると考かんがえよう。これには、どのぐらいのインクが必ひつ要ようなのだろう？

　計けい量りょうスプーンで２・５[image: ]ミリリットルの塗と料りょうを金きん属ぞく板ばんに落おとしてみると、直ちょっ径けい４・５㎝の円えん形けいに広ひろがった。シューターなどで発はっ射しゃしたインクも、同おなじ量りょうあたり同おなじぐらいの面めん積せきに広ひろがると考かんがえていいだろう。その場ば合あい、サッカーコートの全ぜん面めんを塗ぬり潰つぶすのに必ひつ要ようなインクの量りょうは１万まん１２００Ｌリットル。家か庭てい用ようの浴よく槽そう56杯ぱい分ぶんである。すげー。

　これは、費ひ用ようもかなりの高こう額がくになるはずだ。ネットで見みつけたもっとも安やすい水すい性せい塗と料りょうは、10Ｌリットルで１万まん２１００円えん。『スプラトゥーン』のインクが同おなじ値ね段だんで買かえたとしても、一試し合あいにかかるインク代だいは、なんと１チームあたり１３５８万まん円えん！　これ、田舎いなかだったら、家いえが建たつ金きん額がくだよ。

　たった３分ぷん間かんでこれほど消しょう費ひしてしまうとは、彼かれらはオシャレでポップなうえに、リッチなのだろうなあ。イカなのに。
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◆ゲームが済すんだらお片かたづけ

　こうして豪ごう儀ぎに遊あそんだインクリングたちにも、残のこされた仕し事ごとがあるはずだ。それは世せ界かい共きょう通つうのお約やく束そく「遊あそび終おわったら、お片かたづけ」ですね。

『スプラトゥーン』の試し合あいは「デカライン高こう架か下した」や「ハコフグ倉そう庫こ」などで行おこなわれる。試し合あいが始はじまる前まえ、それらの床ゆかや壁かべは、鉄てっ板ぱんやコンクリートなどの灰はい色いろをしているから、インクリングたちも、試し合あいが終おわったらインクをきれいに落おとして帰かえるのだと思おもわれる。

　塗ぬった水すい性せいインクはどうすれば落おちるのか。調しらべてみると、水すい性せい塗と料りょうは完かん全ぜんに乾かわくのに時じ間かんがかかるので、塗ぬった翌よく日じつぐらいまでなら、水みずをかけてブラシでこすれば落おちるらしい。なるほど、落おとすときは、水すい性せいインクの乾かわきにくさがプラスに働はたらくわけですな。

　しかし、サッカーコートと同おなじ面めん積せきになると、かなりの時じ間かんがかかるだろう。仮かりに１㎡あたり１分ぷんで洗あらい落おとせたとしても、サッカーコートと同おなじ７１４０㎡を落おとすには、敵てき味み方かた４人にんずつの８人にんがかりでも、不ふ眠みん不ふ休きゅうで14時じ間かん53分ぷん！

　たった３分ぷん遊あそんだあとのお片かたづけが15時じ間かん近ちかくもかかるとは、あまりに過か酷こく。う～む、やっぱりインクをまき散ちらしながら走はしり回まわるのは、大たい変へんなことじゃなイカな。
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　世せ界かい中じゅうで読よまれている、サン＝テグジュペリの『星ほしの王おう子じさま』。つばさ文ぶん庫この読どく者しゃにも、知しっている人ひとが多おおいだろう。

　主しゅ人じん公こうは飛ひ行こう家かの「ぼく」。６年ねん前まえにサハラ砂さ漠ばくに不ふ時じ着ちゃくし、王おう子じさまに出で会あった。「心こころで見みなくちゃ、ものごとはよく見みえないってことさ。かんじんなことは、目めに見みえないんだよ」など、心こころに残のこる言こと葉ばも多おおい。不ふ朽きゅうの名めい作さくですなあ。

　……と、わかったようなことを言いいつつ、筆ひっ者しゃが気きになるのは、王おう子じさまが暮くらしていた星ほしだ。王おう子じさまは「やっと家いえぐらいの大おおきさ」の星ほしから来きたらしい！

　宇う宙ちゅうに散ちらばる星ほしの大おおきさはさまざまで、家いえぐらいのものも、小こ石いしぐらいのものもある。でも、それらの多おおくは岩いわや氷こおりの塊かたまりだし、重じゅう力りょくも小ちいさく、空くう気きを留とどめておくこともできない。生せい物ぶつなどまったく住すめない天てん体たいになってしまうのだ。

　ところが王おう子じさまの星ほしでは、バオバブの若わか木ぎが次つぎ々つぎに生はえてきて、王おう子じさまはそれを抜ぬくのに追おわれていたという！　座すわっている椅い子すを動うごかして、日ひの入いりを一いち日にちに44度ども見みたことがあるという！　きれいだけど高こう慢まんな花はなが生はえていて、あれこれ世せ話わをさせられたという！　２つの活かつ火か山ざんと１つの休きゅう火か山ざんがあり、爆ばく発はつしないようにすす払はらいをしていたという！

　あまりに興きょう味み深ぶかい星ほしである。そんなに小ちいさな星ほしに住すんで、無ぶ事じに暮くらせるのだろうか？




◆故こ郷きょうの広ひろさは５畳じょうくらい

　王おう子じさまは、自じ分ぶんの星ほしを「とってもちっぽけ」と言いっていたが、本ほん当とうに小ちいさいようだ。世せ界かいに知しられた表ひょう紙しの絵え（著ちょ者しゃサン＝テグジュペリ自じ身しんが描かいたらしい）で測はかると、直ちょっ径けいが王おう子じさまの身しん長ちょうの２・５倍ばいしかない。王おう子じさまの身しん長ちょうを日にっ本ぽん人じんの10歳さい男だん児じの平へい均きんに近ちかい１４０㎝と仮か定ていすると、星ほしの直ちょっ径けいは３・５ｍ。うーむ、確たしかに家いえぐらいの大おおきさということだ。

　これほど小ちいさいと、星ほしの一いっ周しゅうはわずか11ｍ。王おう子じさまが、50㎝の歩ほ幅はばで１秒びょうに１歩ぽというきわめてゆっくりした速そく度どで歩あるいても、たった22秒びょうで一いっ周しゅうできてしまう。

　表ひょう面めん積せきは38㎡。正せい方ほう形けいに置おき換かえると一いっ辺ぺん６・２ｍという狭せまさだ。多おおくの学がっ校こうの教きょう室しつは一いっ辺ぺん７・５ｍぐらいだから、それより狭せまい。

　しかも王おう子じさまの目めには、星ほしはそれよりはるかに小ちいさく感かんじられたと思おもわれる。なぜなら、王おう子じさまが立たっているとき、星ほしの丸まるみに沿そって１・７ｍより遠とおくは、地ち平へい線せんの向むこうに隠かくれて見みえないからだ。立たっている王おう子じさまから見みえる範はん囲いは、わずか８・２㎡＝５畳じょう！　「僕ぼくの星ほしは６畳じょう一ひと間まより狭せまいけど、裏うら側がわや側そく面めんも使つかえる」。それが王おう子じさまの故こ郷きょう観かんということになる。

　この星ほしでは、王おう子じさまが言いっていたように、夕ゆう日ひを何なん度ども見みることも簡かん単たんだ。太たい陽ようが沈しずんだあとに、椅い子すを西にしへ動うごかして、その太たい陽ようが見みえる位い置ちに行いけば、再ふたたび沈しずむのを見みられる。星ほしの太たい陽ようが、われわれの太たい陽ようと同おなじ大おおきさで、一いち日にちも24時じ間かん、太たい陽ようからの距きょ離りも地ち球きゅうと同おなじだとすると、夕ゆう日ひが地ち平へい線せんに触ふれてから完かん全ぜんに沈しずむまで２分ふん８秒びょうかかる。これは地ち球きゅうでも同おなじだ。ただし地ち球きゅうでは、沈しずんだ太たい陽ようが見みえる位い置ちへ行いくには、赤せき道どう付ふ近きんでは２分ふん８秒びょう以い内ないに西にしへ60㎞進すすまねばならない。これには時じ速そく１７００㎞が必ひつ要ようで、ジェット旅りょ客かっ機きに乗のっても無む理りということになる。

　だが、王おう子じさまの場ば合あい、日にち没ぼつを繰くり返かえし見みるために動うごかねばならない距きょ離りは１・６㎝！　なるほど、座すわっていた椅い子すをちょっと動うごかすだけでいいわけだ！　これはちょっとうらやましい。




◆水みずやりに４時じ間かんかかる

　これほど星ほしが小ちいさいと、重じゅう力りょくも弱よわいだろう。この星ほしが小しょう惑わく星せいの平へい均きんと同おなじ１[image: ]あたり３ｇの密みつ度どを持もっていたとすると、表ひょう面めんの重じゅう力りょくは地ち球きゅうの６７０万まん分ぶんの１ということになる！

　王おう子じさまは、花はなにジョウロで水みずをあげていたが、そんな微び弱じゃくな重じゅう力りょくのもとでは、これも大たい変へんな作さ業ぎょうになる。高たかさ30㎝から水みずをかけたとき、滴しずくが落おちていって花はなにかかるまで、なんと12分ふん10秒びょう！　この星ほしでは、短たん気きな性せい格かくの人ひとは、花はなに水みずをあげることができません。

　そもそも、水みずがジョウロから出でてくること自じ体たい、重じゅう力りょくのおかげだ。地ち球きゅう上じょうで花はなに水みずをやるのにジョウロを５秒びょう傾かたむけるとしたら、王おう子じさまの星ほしでは、ジョウロを抱かかえて立たち尽つくすこと４時じ間かん12分ふん！　これが最さい大だいの重じゅう労ろう働どうだったのではないかなあ。

　ここまで重じゅう力りょくの小ちいさな星ほしで暮くらすには、注ちゅう意いしたほうがいいことがある。

　たとえば、地ち球きゅうの重じゅう力りょくを振ふり切きるには秒びょう速そく11・２㎞の速そく度どが必ひつ要ようだ。だからロケットは高こう速そくで飛とんでいくわけだが、この「脱だっ出しゅつ速そく度ど」が王おう子じさまの星ほしでは秒びょう速そく２・３㎜！　前ぜん述じゅつしたような星ほし一いっ周しゅうの散さん歩ぽなどしようものなら、それだけで宇う宙ちゅうに飛とび出だしてしまう。いや、それどころか、ちょっと身み動うごきしたり、寝ね返がえりを打うったりしただけで宇う宙ちゅうに！　オソロしゅうて、夜よるもオチオチ寝ねてられません。
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◆重じゅう力りょくが地ち球きゅうと同おなじなら？

　だが、王おう子じさまが、自じ分ぶんの星ほしで重じゅう力りょくの弱よわさに四し苦く八はっ苦くしていた気け配はいはないし、地ち球きゅうに来きたとき、故こ郷きょうの星ほしの６７０万まん倍ばいもの重じゅう力りょくに悶もん絶ぜつしていた様よう子すもない。ひょっとして、王おう子じさまの星ほしには、地ち球きゅうと同おなじぐらいの重じゅう力りょくが働はたらいていたのではないだろうか。

　王おう子じさまの星ほしの密みつ度どが、小しょう惑わく星せいの平へい均きんの６７０万まん倍ばいであれば、それも起おこり得える。ただし、それは１[image: ]あたり20ｔという途と方ほうもない密みつ度どだ。すると、さっきとは違ちがう意い味みで大たい変へんな話はなしになる。

　星ほしの密みつ度どが６７０万まん倍ばいということは、そこにある岩がん石せきの密みつ度ども６７０万まん倍ばいも大おおきいはず。その辺へんの石いしころを拾ひろったとき、地ち球きゅうのものなら１㎏ぐらいの石いしころが、この星ほしでは６７０万まん㎏＝６７００ｔということになる。

　これほど重おもい石いしを持もち上あげることはできないだろうが、がんばって持もち上あげたとしたら、奇き妙みょうなことが起おこる。星ほしの重じゅう力りょくは、星ほしの中ちゅう心しんからの「距きょ離り×距きょ離り」に反はん比ぴ例れいする。持もち上あげると中ちゅう心しんからの距きょ離りが遠とおくなるから、重じゅう力りょくは弱よわくなる。すなわち石いしは軽かるくなるわけだ。６７００ｔの石いしが、１ｍ持もち上あげると２７００ｔに、２ｍ持もち上あげると１５００ｔに。通つう常じょう、荷に物もつというものは高たかく持もち上あげるほど大たい変へんだが、この星ほしではまったく逆ぎゃく。慣なれればどうってことないかもしれないが、われわれ地ち球きゅう人じんが経けい験けんすると、ビックリするだろうなあ。

　その星ほしの重じゅう力りょくが地ち球きゅうと同おなじであろうとなかろうと、極きょく度どに小ちいさな星ほしで生いきるというのは大たい変へんなことなのだ。筆ひっ者しゃもぜひとも「ぼく」と同おなじように、星ほしの王おう子じさまと知しり合あいたい。忘わすれてしまった子こどもの心こころも取とり戻もどしたい。でもその前まえに「きみの星ほしではどんな現げん象しょうが起おこるの!?」と根ね掘ほり葉は掘ほり聞ききたいのだ。
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　皆みなさん、今こ年としのバレンタインデーはいかがお過すごしでしたか？

　あれは……ホントに何なんなのだろうなあ。年ねんに一いち度どの、愛あいを告こく白はくされるかもしれない日ひ。まことに思おもわせぶりなイベントだ。そして、誰だれからもチョコレートをもらえないまま夕ゆう方がたになると「ああ、オレは愛あいされていないのだなあ」と思おもい知しらされる。よけいなお世せ話わだと思おもうんだケド。

　筆ひっ者しゃは高こう校こう２年ねんまで、１個こたりともチョコレートをもらえなかった。いまでは仕し事ごと関かん係けいの方かた々がたから義ぎ理りチョコをいただくようになったが、それでも２月がつ14日かが近ちかづくと「今こ年としは誰だれからかもらえるだろうか？」「１個こも来こなかったらどうしよう」などと、期き待たいと不ふ安あんにおののいてしまうのだ。筆ひっ者しゃのような気き持もちでこの時じ期きを過すごす人ひと、世よの中なかにはいっぱいいるのではなかろうか。

　そこで、若わかき日ひの自じ分ぶんと世よのオトコたちのために研けん究きゅうしよう。科か学がく的てきに考かんがえると、バレンタインデーでチョコレートがもらえる確かく率りつというのは、いったいどれほどなのだろうか。




◆３人にんに一人ひとりはもらえない！

　３世せい紀きのローマでは、兵へい士したちの結けっ婚こんが禁きんじられていた。家か族ぞくや恋こい人びとを思おもい出だして戦たたかう気き持もちをなくしてしまうのを防ふせぐためだ。気きの毒どくに思おもったバレンタイン司し祭さいが、ひそかに兵へい士したちを結けっ婚こんさせていたところ、皇こう帝ていにバレて、処しょ刑けいされてしまった。そんな彼かれの功こう績せきをたたえるのがバレンタインデーの起き源げん……という説せつがあるらしい。

　それがどこでどう変かわったのか、現げん在ざいの日にっ本ぽんでは「女じょ性せいから男だん性せいに愛あいを告こく白はくする日ひで、その証あかしとしてチョコレートを贈おくる」ということになっている。義ぎ理りチョコが増ふえてきた昨さっ今こんでも、ある程てい度どの愛あい情じょうや義ぎ理りを感かんじている男だん性せいに渡わたすのであって、適てき当とうにバラまくものではない（と思おもう）。

　愛あいや義ぎ理りは科か学がくでは計はかりづらいから、確かく率りつで考かんがえよう。まずは目め安やすを出だすという意い味みで、１００人にんの女じょ性せいが１００人にんの男だん性せいに、１個こずつのチョコレートを無む作さく為いに（誰だれと決きめずに）配はい布ふすると仮か定ていする。この場ば合あい、一人ひとりの男だん性せいが１個こももらえない確かく率りつはどのくらいなのか？

　一人ひとりの女じょ性せいからもらえる確かく率りつは１００分ぶんの１＝１％である。逆ぎゃくに、もらえない確かく率りつは99％。１００人にん全ぜん員いんから１個こももらえないのは、確かく率りつ99％の現げん象しょうが１００回かい連れん続ぞくして起おこった場ば合あいだから、０・９９×０・９９×……×０・９９と「０・９９」を１００個こかけ算ざんした０・３６６＝36・６％となる。

　恐おそるべきことである。女じょ性せいたちが無む作さく為いにチョコレートを配くばると、１００人にんのうち37人にんもの男だん性せいが、暗くらい２月がつ14日かを過すごすことになる！

　男だん女じょの人にん数ずうが増ふえれば、もらえる確かく率りつが増ふえるのではないか。そこで男だん女じょ１千せん人にんずつとして計けい算さんし直なおすと、もらえない確かく率りつは36・７７％。ぎょぎょっ、わずかだが、もらえない確かく率りつのほうが増ふえてしまった。

　この確かく率りつは、人にん数ずうが増ふえれば増ふえるほど少すこしずつ増ふえて、36・７８７９４４１２……％という数すう字じに近ちかづいていく。逆ぎゃくに男だん女じょが10人にんずつだとすれば、わずかに減へって34・８７％。

　要ようするに、男だん女じょの人にん数ずうが変かわっても、もらえない人ひとの人にん数ずうは、ほとんど変へん動どうしないのだ。バレンタインデーというのは、集しゅう団だんの大だい小しょうにかかわらず、３分ぶんの１以い上じょうの男だん性せいが悲かなしい運うん命めいをたどる仕し組くみになっているのである。なんと非ひ情じょうな……。

　え？　無む作さく為いに配くばるという設せっ定ていが非ひ現げん実じつ的てき？　しかし、相あい手てを選えらんで配くばることをＯオーＫケーにしたら、チョコレートはモテモテ男おとこに独どく占せんされてしまい、獲かく得とく数すう０の層そうが拡かく大だいするのではないか。37％とは、モテない男おとこたちにとって、もっとも有ゆう利りな仮か定ていにおける確かく率りつなのだ（と信しんじている私わたし）。




◆６個こ以い上じょう配くばってください

　むしろ不ふ自し然ぜんなのは、一人ひとりの女じょ性せいがチョコレートを１個こしか用よう意いしないという仮か定ていのほうかもしれない。デパートのチョコ売うり場ばなどを見みていると、女じょ性せいたちは一人ひとりで何なん個こも買かっていくではないか。

　では、仮かりに一人ひとりが２個こずつ配くばるとしたらどうなるのか？

　男だん女じょ１００人にんずつの場ば合あい、一人ひとりの女じょ性せいからもらえる確かく率りつは２％にハネ上あがる。全ぜん員いんから１個こももらえない確かく率りつは、「０・９８」を１００個こかけて、13・２６％。おおっ、１個こだけのときの３分ぶんの１近ちかくまで激げき減げんした。これはスバラシイ。筆ひっ者しゃは10代だいの頃ころ「チョコレートを２個こも３個こも配くばるような女おんなは信しん用ようできん！」などと乱らん暴ぼうな発はつ言げんをしていたが、そんなこと言いってたから寂さみしい思おもいをしたのだなあ。

　それはともかく、13・２６％では、まだまだ安あん心しんできない。自じ分ぶんがそのなかに入はいってしまうかもしれないキケンな数すう字じである。女じょ性せい一人ひとりが配くばる個こ数すうをもっと増ふやしてみよう。

　３個こずつ配くばってもらえれば、１個こももらえない確かく率りつは４・７６％、４個こずつなら１・６９％、５個こずつでようやく０・５９％。全ぜん体たい集しゅう合ごうが１００人にんという仮か定ていだから、これで１個こももらえない人ひとは消しょう滅めつする。いやいや、四し捨しゃ五ご入にゅうすれば一人ひとりになるから、６個こずつ配くばってもらわなければキケンだ。
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◆格かく差さ社しゃ会かいの縮しゅく図ずであった！

　しかし、１００人にんの男だん性せい全ぜん員いんに行いき渡わたらせるのに、総そう数すう６００個こものチョコレートが必ひつ要ようとはオドロキである。残のこりの５００個こはどこへ行いくのだろうか？

　計けい算さんすると、２個こもらえるヤツが４人にんもいる。３個こ獲かく得とくが９人にん、４個こ13人にん、５個こ16人にん、６個こ17人にん、７個こ14人にん、８個こ以い上じょうが実じつに56人にん……！

　なんとうらやましい、いや許ゆるし難がたい連れん中ちゅうであるか。では、１個こしかもらえない人ひとは……、ややっ、わずかに一人ひとり。ああ、この広ひろい空そらの下したで、１個こしかもらえないのはオレだけ……。最さい初しょに求もとめた36・６％の人ひと々びとよりはるかに寂さみしいことになってしまった！

　配くばる個こ数すうが増ふえれば増ふえるほど、１個こももらえない人ひとの数かずは減へっていく。それはいいのだが、同どう時じにたくさんもらえるヤカラの数かずも増ふえていくのだ。つまり、社しゃ会かい全ぜん体たいが豊ゆたかになれば貧ひん富ぷの差さが広ひろがるという、経けい済ざい学がく的てき真しん実じつがここでもハッキリ現あらわれる。

　う～ん、１個こももらえないことを37％の仲なか間まとともに悲かなしむのがいいのか、１個こだけもらった喜よろこびを、たった一人ひとりで噛かみしめるのがいいのか……。どっちを選せん択たくしたところで、バレンタインデーというのは切せつないですなあ。やっぱりこういうイベントは、可か及きゅう的てき速すみやかに廃はい止ししたほうがいいと思おもうんだけど、どうでしょう。
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　よく使つかうけど、もともとの意い味みが忘わすれられている言こと葉ばというものがある。

　たとえば「超ちょうド級きゅう」。いまでも「超ちょうド級きゅうの新しん人じん登とう場じょう」などと使つかうけど、この「ド」というのは、昔むかしのイギリスの戦せん艦かんドレッドノートのこと。軍ぐん艦かんの歴れき史しを変かえる画かっ期き的てきなフネだった。このため世せ界かい中じゅうで、ドレッドノートを超こえようとする戦せん艦かんが続ぞく々ぞくと作つくられるようになった。それらを「超ちょうド級きゅう」と呼よんだわけで、つまり「画かっ期き的てきなものより、さらにすごい」というのが本ほん来らいの意い味みなのだ。おお、たまには科か学がく以い外がいの話はなしも紹しょう介かいできるんですなあ、ワタシ。

　ボロが出でないうちに科か学がくっぽい話はなしにすると、同おなじような言こと葉ばに「メガトンパンチ」がある。これを最さい初しょに使つかったのが誰だれかは知しらないけど、筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころにも「怒いかりのメガトンパンチ！」とか言いって、アリをいじめているトホホなヤツがいたから、それなりの歴れき史しがあるのだろう。

　メガトンパンチは、マンガやアニメでもさまざまに使つかわれてきたし、特とくにゲームにはよく出でてくる。『ポケットモンスター』では、ミュウやエビワラーがメガトンパンチを出だすし、『ストリートファイター』や『はじめの一いっ歩ぽ』にも、メガトンパンチの使つかい手てが登とう場じょうする。『星ほしのカービィ』にも「かちわりメガトンパンチ」というサブゲームがある。

　メガトンは「重おもさ」と「エネルギー」の単たん位いだ。すると、科か学がく的てきに考かんがえた場ば合あい「メガトンパンチ」とはどんな威い力りょくなのだろうか。




◆１メガトン恐おそるべし！

　メガトンの「メガ」とは「１００万まん倍ばい」という意い味みだ。キロメートルやキログラムの「キロ」が「１千せん倍ばい」を表あらわすのと同おなじで、このような言こと葉ばを「単たん位いの接せっ頭とう辞じ」という。ミリメートルの「ミリ」や、デシリットルの「デシ」など、単たん位いの接せっ頭とう辞じにはいろいろありますね。

　さて、「メガ」＝「１００万まん倍ばい」だから、１メガトンは１００万まんｔということになる。つまり、１００万まんｔパンチ。ただ、前ぜん述じゅつのとおりメガトンは重おもさとエネルギーの単たん位いだから、どちらの単たん位いかによって威い力りょくも違ちがってくる。

　まず、重おもさの単たん位いだとしたら？　重おもさ10㎏の荷に物もつを持もち上あげるには、10㎏の力ちからが必ひつ要ようなように、重おもさと力ちからは、科か学がくでは同おなじものだ。するとメガトンパンチは、１００万まんｔの衝しょう撃げき力りょくを持もつと考かんがえられる。史し上じょう最さい強きょうのボクサーといわれたマイク・タイソンは、パンチの衝しょう撃げき力りょくが６００㎏だったという。すると、ミュウのメガトンパンチは、タイソンの１７０万まん倍ばい!?

　こんなパンチをミュウが放はなったら、どうなるか？　体たい重じゅう１００㎏のポケモンが、時じ速そく１９００㎞＝マッハ１・６でぶっ飛とぶ！　飛とんでいく距きょ離りは30㎞。東とう京きょうの新しん宿じゅくで殴なぐったら、落らっ下か地ち点てんは横よこ浜はま！　う～ん、そこまでの威い力りょくがあるのかなあ。

　だったら、エネルギーの単たん位い？　これは、もっとすごいことになる。エネルギーの単たん位いとしてのメガトンは「同おなじ重おもさのＴティーＮエヌＴティー爆ばく薬やくと同おなじエネルギーを持もつ」という意い味みで、核かく兵へい器きの威い力りょくを表あらわすのに使つかわれる。すると、ミュウのパンチは核かく兵へい器きクラス!?

　これを食くらった体たい重じゅう１００㎏の相あい手ては、時じ速そく３３００万まん㎞＝マッハ２万まん７千せんでカッ飛とぶ！　落らっ下か地ち点てんは……ありません。地ち球きゅうの重じゅう力りょくを楽らく々らくと振ふり切きって、宇う宙ちゅうへ飛とんでっちゃうからね。ゲームでそんなワザを繰くり出だしたら、すべてそこでゲームオーバーになると思おもいます。

　数すう値ち化かすると、メガトンパンチはすごいことがわかる。アリに放はなってはいけませんなあ。




◆ガロン、リットル、さて弟おとうとは？

　恐おそるべき「メガトン」だが、これを純じゅん粋すいに重おもさの単たん位いとして使つかっている怪かい獣じゅうがいる。『ウルトラマン』に登とう場じょうしたメガトン怪かい獣じゅうスカイドンだ。

　スカイドンはある日ひ、宇う宙ちゅうから落おちてきた。別べつに暴あばれるわけでもなく、ただ眠ねむっているだけなのだが、ウルトラマンも科か学がく特とく捜そう隊たいも放ほうっておくわけにはいかず、何なんとか宇う宙ちゅうへ帰かえそうとする。ところが体たい重じゅうが重おもすぎて、どうにもならない。持もち上あげようとしたウルトラマンも、下した敷じきになってヘタばっていた。筆ひっ者しゃが大だい好すきなエピソードだ。

　ところが、このメガトン怪かい獣じゅうの体たい重じゅうが「20万まんｔ」という設せっ定ていなのである。充じゅう分ぶんに重おもいけれど、メガトンで表ひょう記きすると、たったの「０・２メガトン」！　とても大おおきな単たん位いを持もち出だして、数すう字じが小しょう数すうって、どういうコト!?

　他ほかにも、単たん位いを名な前まえにしている怪かい獣じゅうがいる。たとえば、『ウルトラマンＡエース』に出でてきたマッハ超ちょう獣じゅうマッハレス。

「マッハ」とは速はやさの単たん位いで、マッハ１＝秒びょう速そく３４０ｍ＝時じ速そく１２２４㎞だ。しかし、超ちょう獣じゅうマッハレスは空そらは飛とべないし、それどころか別べつ名めいは「鈍どん足そく超ちょう獣じゅう」。速はやい物ぶっ体たいが出だす音おとを嫌きらって新しん幹かん線せんなどを襲おそっていたから、ここは「マッハ」に「レス」がついてることに注ちゅう目もくすべきでしょうなあ。「レス」とは、「～がない」という意い味みの英えい語ごで、「エンドレス（終おわりがない）」などと使つかう。すると、これも大おおきな単たん位いを出だしてきて、今こん度どは全ぜん否ひ定ていかい!?

　また『ウルトラマンレオ』には、兄あにガロンと弟おとうとリットルの兄きょう弟だい怪かい獣じゅうが登とう場じょうした。

　リットルは、おなじみ体たい積せきの単たん位い。ガロンも体たい積せきの単たん位いで、１ガロンは３・７９リットルだ。兄きょう弟だいの名な前まえを体たい積せきの単たん位いで統とう一いつし、兄あにのほうが大おおきな単たん位いとは、２匹ひきの両りょう親しんもよく考かんがえたものである。だが体たい積せきの単たん位いだと考かんがえれば、ひょっとして２匹ひきには弟おとうとたちがいるのではないか。名な前まえはおそらく「シーシー」と「ミリリットル」と「リッポウセンチメートル」。どれもリットルの１千せん分ぶんの１だから、たぶん小ちいさな３つ子ごということか。……って、怪かい獣じゅうの名な前まえっぽくないね。




◆すごいのか、１京けいダイン？

　単たん位いを使つかったネーミングで印いん象しょう深ぶかいのは、１９７６年ねんに放ほう送そうされた『宇う宙ちゅう鉄てつ人じんキョーダイン』だ。主しゅ人じん公こうは兄きょう弟だいのロボットで、必ひつ要ようがあれば、兄あにスカイゼルがジェット機きに、弟おとうとグランゼルがレーシングカーに変へん身しんする。世せ界かい的てきなロボット工こう学がく者しゃの葉は山やま博はか士せが建けん造ぞうした。

　このキョーダインの力ちからがものすごい。なんと１京けいダイン！　「ダイン」とは確たしかに力ちからの単たん位い。「京けい」は、数かずとしては「きょう」ではなく「けい」と読よみ、「兆ちょう」の１万まん倍ばい。兄きょう弟だいで力ちからが１京けいダインだから、名な前まえもキョーダイン。すばらしいなあ、葉は山やま博はか士せのネーミングセンス。

　では、１京けいダインとはどれほどの力ちからか？　数すう字じで書かくと１００００００００００００００００ダイン。ものすごく強つよそうに見みえるが、問もん題だいはダインという単たん位いだ。１ｇの物ぶっ体たいを１秒びょう間かんに秒びょう速そく１㎝ずつ加か速そくさせる力ちからが１ダイン。地ち上じょうで物ものを落おとすと、速そく度どは１秒びょう間かんに10ｍずつ速はやくなるから、１ｇの物ぶっ体たいには１千せんダインの重じゅう力りょくが働はたらく。

　逆ぎゃくに、１ダインとは１千せん分ぶんの１ｇ、つまり１㎎の物ものを持もち上あげる力ちからということだ。蚊かの体たい重じゅうは３㎎程てい度どだから、腕うでに蚊かが止とまっているとき、僕ぼくらは３ダインの力ちからを出だしている！　刺さされでもしない限かぎり、まず気きづきませんな。１ダインとは人にん間げんには感かん知ちできないほど微び弱じゃくな力ちからなのだ。

　だが、ここまで小ちいさなダインという単たん位いにも、１京けいがつくと、すごいことになる。１京けいダイン＝１京けい㎎＝10兆ちょうｇ＝１００億おく㎏＝１千せん万まんｔ。おお、これほどの力ちからがあれば地ち球きゅうも安あん心しんだ。

　でも、だったら初はじめから「１千せん万まんｔ」と言いってくれんかな。宇う宙ちゅう鉄てつ人じんイッセンマントン。まあ、番ばん組ぐみタイトルとしてはカッコよさに欠かけるけど。

　それにしても、このように非ひ常じょうに小ちいさな単たん位いと、とてつもなく大おおきな数すう字じを組くみ合あわせるというのは、どうなのだろう？

　たとえば、富ふ士じ山さんの高たかさを㎜の単たん位いでいうと、３７７万まん６千せん㎜。どんな山やまなんだ？　日にっ本ぽんの面めん積せきは37京けい８千せん兆ちょう[image: ]。われらがまほろばは、どーゆー国くになの？　宇う宙ちゅうが生うまれたのが43京けい５千せん兆ちょう秒びょう前まえなら、宇う宙ちゅうの直ちょっ径けいは26穣じょう１千せん秭し㎜、宇う宙ちゅうの質しつ量りょうは13那な由ゆ他た４千せん阿あ僧そう祇ぎ㎎。何なにが何なにやらサッパリわからん！

　メガトン怪かい獣じゅうやキョーダインからわかるのは、物もの事ごとにはそれぞれふさわしい単たん位いがあるってことではないだろうか。単たん位いは正ただしく使つかいましょう。
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『キャプテン翼つばさ』は、多おおくのサッカー選せん手しゅが子こどもの頃ころに愛あい読どくしたといわれるすごいマンガだ。この作さく品ひんでサッカーの面おも白しろさに魅みせられ、プロの道みちを目め指ざした人ひとが世せ界かい中じゅうにいると聞きく。

　すると、にわかに心しん配ぱいになってくるのが「スカイラブ・ハリケーン」である。『キャプ翼つば』の世せ界かいには、ボールがゴールネットを突つき破やぶったり、コンクリートの壁かべを破は壊かいしたりするなど、すごいプレーが続ぞく出しゅつするけど、スカイラブ・ハリケーンはそういう「人にん間げんの体たい力りょくをはるかに超こえたプレー」とは違ちがって「サッカーの試し合あいでやっていいの、そんなこと!?」と聞ききたくなるような技わざなのだ。

　スカイラブ・ハリケーンを編あみ出だしたのは、立たち花ばな和かず夫おと立たち花ばな政まさ夫おの双ふた子ごの兄きょう弟だい。ともにフォワードで、花はな輪わサッカー少しょう年ねん団だん、花はな輪わ中ちゅう学がく、秋あき田た商しょう工こう、ジェフユナイテッド市いち原はらと、サッカーキャリアのすべてを同おなじチームで駆かけ抜ぬけた。そんな彼かれらがこの恐おそるべき技わざを編あみ出だしたのは、中ちゅう学がく生せいのときだ。

　政まさ夫おが仰あお向むけになり、足あしの裏うらを上うえに向むけて深ふかく曲まげる。和かず夫おがその足あしの裏うらに跳とび乗のり、両りょう足あしをぴったり合あわせた状じょう態たいから、互たがいの足あしを蹴けり合あう。すると、政まさ夫おは肩かたから下したが地じ面めんから離はなれるほど伸のび上あがり、和かず夫おは高たか々だかと跳とび上あがる！　マンガだから誇こ張ちょうが含ふくまれるかもしれないが、なんか10ｍほども跳とび上あがっていたような気きも……。

　兄きょう弟だいは役やく割わりを入いれ替かえることもできるし、低てい空くうに蹴けりだすなど、打うち出だす角かく度ども自じ由ゆう自じ在ざい。シュートはもちろん、相あい手てのパスをカットするなど、守しゅ備びにも用もちいて、いろいろな場ば面めんで試し合あいの流ながれを変かえていた。

　すごいとは思おもうが、とてもサッカーをやっているとは思おもえない技わざである。世せ界かいに影えい響きょうを与あたえたこの作さく品ひんのなかでも、読どく者しゃに与あたえたインパクトはひときわ大おおきいのではないかと思おもう。いまのところ筆ひっ者しゃは、スカイラブ・ハリケーンを実じっ践せんした選せん手しゅを知しらないが、ひょっとしたら地ち球きゅうの裏うら側がわあたりでは盛さかんに行おこなわれているとか……？

　しかし、こんな技わざが人にん間げんに実じつ現げん可か能のうなのだろうか!?　本ほん稿こうでは、この問もん題だいを考かんがえてみよう。




◆何なにが増ぞう強きょうされるのか

　スカイラブ・ハリケーン最さい大だいの特とく色しょくは、その跳ちょう躍やくの高たかさである。

　一いっ瞬しゅん「２人ふたり分ぶんの脚きゃく力りょくで一人ひとりが跳とぶのだから、２倍ばい高たかく跳とべるのか!?」とも思おもったが、よく考かんがえるとそうではない。たとえば、１００㎏の重おもさに耐たえられる踏ふみ台だいが２つあったとしよう。これを上じょう下げに重かさねれば２００㎏に耐たえられるだろうか？　もちろんそんなことはなく、１００㎏を少すこし超こえただけで踏ふみ台だいは壊こわれる。踏ふみ台だい２つで２倍ばいの重おもさに耐たえるのは、横よこに並ならべたときだ。

　上じょう下げに並ならんだ立たち花ばな兄きょう弟だいも、脚きゃく力りょくが足たし算ざんされることはない。では、なぜ高たかく跳とべるのか。ここでは、政まさ夫おが土ど台だいとなって和かず夫おを蹴けり上あげる場ば合あいについて考かんがえてみよう。

　スカイラブ・ハリケーンの利り点てんは、科か学がく的てきには「距きょ離りが稼かせげる」ことだ。ボールを投なげ上あげるとき、大おおきな動どう作さで投なげたほうが高たかく投なげられるように、スカイラブ・ハリケーンも、政まさ夫おが蹴けり上あげることによって和かず夫おが大おおきく動うごくから、高たかく跳とべるのだ。

　２人ふたりの動うごきがよくわかるコマで確かく認にんすると、和かず夫おは政まさ夫おの足あしの上うえで、カカトがお尻しりにつきそうなほど膝ひざを深ふかく曲まげている。公こう式しき設せっ定ていによれば、中ちゅう学がく時じ代だいの２人ふたりの身しん長ちょうは１６３㎝だから、和かず夫おがこの体たい勢せいからジャンプすると、離り陸りくするまでに体からだの重じゅう心しんは50㎝ほど動うごくだろう。

　一いっ方ぽう、寝ね転ころんだ政まさ夫おも、膝ひざが胸むねにつくほど深ふかく曲まげている。ここから体からだを伸のばすと、和かず夫おが乗のった足あしは１ｍぐらい動うごくと考かんがえられる。

　つまりスカイラブ・ハリケーンでは、和かず夫おの体からだは、自じ分ぶんで動うごかす50㎝＋政まさ夫おが持もち上あげてくれる１ｍ＝１ｍ50㎝も動うごくことになる。

　これは自じ分ぶんで体からだを動うごかす距きょ離りの３倍ばいである。すると、ジャンプ高こう度どの増ぞう大だい率りつは、２倍ばいどころではなく３倍ばいだ！　うひょ～っ。

　それだけではない。和かず夫おは、肩かたを地じ面めんにつけて真ま上うえに伸のばした政まさ夫おの足あしという高たかい地ち点てんから跳とぶことになる。筆ひっ者しゃが自じ分ぶんの体からだで測そく定ていした結けっ果かをもとに計けい算さんすると、身しん長ちょう１６３㎝の政まさ夫おの場ば合あい、その高たかさは１ｍ40㎝になるはずだ。

　結けつ論ろん。スカイラブ・ハリケーンは「３倍ばいの距きょ離りを動うごく」と「高たかいところから跳とぶ」という２つの利り点てんが合がっ体たいした技わざということだ。この結けっ果か、跳とべる高たかさは「地ち上じょうでジャンプできる高たかさの３倍ばい＋１ｍ40㎝」になる。

　では、和かず夫おは具ぐ体たい的てきにどんな高たかさまで跳とべるのか？

　立たち花ばな兄きょう弟だいは、小しょう学がく生せいの頃ころからゴールポストを蹴けって高たかく跳とぶ空くう中ちゅうサッカーを得とく意いとしており、スカイラブ・ハリケーンを見みせた試し合あいでも、１ｍ50㎝ほど跳とんでいた。

　すると、１ｍ50㎝×３＋１ｍ40㎝＝５ｍ90㎝！　クロスバーの高たかさは２ｍ44㎝だから、その２倍ばい以い上じょうも高たかい。や～、スゴイ技わざですな～！




◆どうしても３秒びょう半はんかかる！

　実じっ際さいにこの技わざを試し合あいで使つかうと、どうなるだろう。

　もちろん、２人ふたりが蹴けるタイミングや角かく度どをぴったり合あわせなければ、実じつ現げんは難むずかしい。では、タイミングや角かく度どの問もん題だいがクリアされたら、スカイラブ・ハリケーンは実じっ戦せんで使つかえるのか。

　筆ひっ者しゃが思おもうに、最さい大だいの心しん配ぱいは、技わざの発はつ動どうに時じ間かんがかかりそうなことだ。

　まず、政まさ夫おが仰あお向むけになって足あしを深ふかく曲まげる。これを自じ分ぶんでやってみると、何なん度どやっても１・４秒びょうより短みじかくできない。

　続つづいて、和かず夫おが政まさ夫おの足あしに跳とび乗のる。和かず夫おはここではそれほど高たかく跳とぶ必ひつ要ようはないが、１ｍジャンプしたとしても、これに０・８秒びょうかかる。そこから政まさ夫おが体からだを伸のばし、和かず夫おが踏ふみ切きって、ジャンプするまで０・２３秒びょう。そして、和かず夫おが高こう度ど５ｍ90㎝に達たっするまで、さらに０・９６秒びょう。結けっ局きょく、合ごう計けい３・３９秒びょうもかかることになる。

　一いっ瞬しゅんごとに局きょく面めんの変かわるサッカーで、こんなに時じ間かんのかかる技わざが使つかえるのだろうか!?　３・３９秒びょうといえば、１００ｍを12秒びょうで走はしる選せん手しゅが28ｍも走はしれる時じ間かんだ。和かず夫おがシュートする頃ころには、ゴール前まえは相あい手て選せん手しゅで埋うまっているのかも……。

　うーむ。『キャプ翼つば』に影えい響きょうを受うけてプロの道みちに進すすんだ選せん手しゅたちも、この技わざだけは封ふう印いんするしかないだろうなあ。地ち球きゅうの裏うら側がわでも行おこなわれていないだろうと思おもいます。
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　タイトルの「真さな田だ幸ゆき村むら」の名な前まえを見みて「あっ、ＮエヌＨエイチＫケーの大たい河がドラマ『真さな田だ丸まる』の人にん気きにあやかろうとしているな」と思おもった人ひと、手てを挙あげて！　……うーむ、ほとんど全ぜん員いんか。

　バレバレの便びん乗じょうゴコロで研けん究きゅうしてみた『戦せん国ごくＢＡバＳＡサＲＡラ』の真さな田だ幸ゆき村むらだったが、筆ひっ者しゃの空くう想そう科か学がくゴコロはいたく刺し激げきされましたぞ。

　実じつ在ざいした武ぶ将しょうたちが天てん下かの覇は権けんをめぐって戦たたかう『ＢＡバＳＡサＲＡラ』において、幸ゆき村むらは大だい人にん気きのキャラクターだ。１５６７年ねんに信しな濃の（現げん在ざいの長なが野の県けん）で生うまれ、滅ほろびゆく豊とよ臣とみ方がたに最さい後ごまで忠ちゅう義ぎを尽つくし、大おお坂さか冬ふゆの陣じんでは、全ぜん軍ぐん総そう崩くずれのなか獅し子し奮ふん迅じんの働はたらきをした。そのとき47歳さい。武ぶ勇ゆうの一いっ方ぽう、人ひと柄がらは柔にゅう和わで物もの静しずか、口くち数かずも少すくなく……あ。いかん、これは現げん実じつの歴れき史し上じょうの真さな田だ幸ゆき村むらだ。

『ＢＡバＳＡサＲＡラ』の幸ゆき村むらは、47歳さいどころか20歳さいぐらいのイケメンである。いつも先せん陣じんを切きって攻せめ込こみ、どんな敵てきにも真ま正しょう面めんから立たち向むかう。その武ぶ器きは、先せん端たんが３つに分わかれた２本ほんの槍やり。人ひと呼よんで、天てん覇ぱ絶ぜっ槍そう！

　この幸ゆき村むらが、槍やりを振ふるうとき、オドロキの現げん象しょうが起おきる。穂ほ先さき（槍やりの先せん端たん部ぶ分ぶん）からオレンジ色いろの炎ほのおが上あがるのだ！　これは科か学がく的てきにどういうことだろうか？




◆なぜ槍やりが燃もえるんだろう？

　冷れい静せいに考かんがえれば、槍やりから炎ほのおが上あがるのは、幸ゆき村むらが高こう速そくで槍やりを振ふるうことを示しめす誇こ張ちょう表ひょう現げんではないかとも思おもえる。だが、これが『ＢＡバＳＡサＲＡラ』で起おきていることを忘わすれてはいけない。

　この世せ界かいでは、武ぶ将しょうたちが数すう十じゅうｍもジャンプする！　刀かたなをひと薙なぎすれば、兵へい士したちが噴ふん水すいのようにバラバラと宙ちゅうを舞まう！　あんたら本ほん当とうに実じつ在ざいしたヒトタチなの!?と疑うたがいたくなるほどだ。こうした現げん象しょう群ぐんが平へい然ぜんと現げん出しゅつする世せ界かいなのだから、槍やりも劇げき中ちゅうの事じ実じつとして炎ほのおを上あげていると考かんがえるべきだろう。

　しかし、なぜ槍やりが燃もえるのだろう？　槍やりの穂ほ先さきは鋼こう鉄てつ製せいで、鉄てつも酸さん素そがたくさんあるところでは火ひ花ばなを散ちらして燃もえる。だが、炎ほのおを上あげることはない。

　炎ほのおが上あがるのは、気き体たいが燃もえるときだけだ。木きや紙かみやロウソクが炎ほのおを上あげるのは、これらを作つくる物ぶっ質しつが熱ねつで気き体たいになり、それが燃もえているからである。

　ここから考かんがえると、鋼こう鉄てつ製せいの穂ほ先さきが炎ほのおを上あげるのは、あまりのスピードのために、空くう気きとの衝しょう突とつで大たい量りょうの熱ねつが発はっ生せいし、穂ほ先さきが赤せき熱ねつしている……ということではないだろうか。

　流ながれ星ぼしも、隕いん石せきが空くう気きとの衝しょう突とつで数すう千せん℃に加か熱ねつされ、まばゆい光ひかりを放はなつ現げん象しょうだ。流ながれ星ぼしが長ながい尾おを引ひくのは残ざん像ぞうのためだが、赤せき熱ねつした穂ほ先さきも猛もうスピードで動うごけば、残ざん像ぞうで炎ほのおのように見みえるのではないかなあ。




◆その槍やり、弾だん丸がんより速はやい！

　その場ば合あい、幸ゆき村むらはどれほどのスピードで槍やりを振ふるっているのだろう？

　ヒントは、槍やりから上あがる炎ほのおがオレンジ色いろをしていることだ。『理り科か年ねん表ぴょう』（国こく立りつ天てん文もん台だい編へん／丸まる善ぜん）によれば、鉄てつが鮮あざやかなオレンジ色いろの光ひかりを放はなつ温おん度どは１２００℃。幸ゆき村むらの槍やりもこの温おん度どに達たっしているのだろう。熱あつい男おとこが振ふるう槍やりは、やはり熱あついですな。

　これほどの高こう温おんにまで熱ねっされるには、とてつもない速そく度どが必ひつ要ようである。気き温おんが20℃のとき、空くう気きとの衝しょう突とつで１２００℃に達たっする速そく度どとは、時じ速そく５５００㎞＝マッハ４・５！

　ライフル弾だんでさえマッハ３だから、幸ゆき村むらの槍やりはその１・５倍ばいも速はやい。槍やりの届とどく距きょ離りから、ライフル弾だんより速はやい攻こう撃げきを受うけたら、敵てきは避よけることも、刀かたなで受うけ止とめることもできないだろう。突つかれ、切きられて、ジュウッと焼やけ焦こげる。ひえ～、まさに天てん覇ぱ絶ぜっ槍そう！
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◆槍やりが溶とけちゃうよ！

　幸ゆき村むらはこの槍やりでさらに壮そう絶ぜつな攻こう撃げきを見みせる。アニメ第だい１話わの小お田だ原わら城じょう攻ぜめで、馬うまに乗のってどばーんと城じょう門もんにぶつかり、直ちょっ径けい３ｍほどの穴あなを開あけて、そのまま内ない部ぶに入はいったのだ！

　城じょう内ないを駆かけながら、幸ゆき村むらは大だい音おん声じょうを上あげる。「かような城じょう門もんに、わが槍やりは阻はばめぬ！」。う～ん、シビレますなあ。

　だが、城じょう門もんはかなりの厚あつさがあり、見みるからに堅けん固ごそうだった。どんなスピードでぶつかれば、これを打うち破やぶれるのか。

　よし、実じっ験けんしてみよう。模も型けい飛ひ行こう機きなどの材ざい料りょうになる「バルサ」という柔やわらかい木もく材ざいがある。その板いたに、おもりをつけた直ちょっ径けい２・５㎜の金きん属ぞく棒ぼうを落おとし、どんな高たかさから落おとせば突つき抜ぬけるかを測そく定ていするのだ。

　バルサの厚あつさは４㎜、おもりと金きん属ぞく棒ぼうは合あわせて１６０ｇ。バルサを２本ほんの角かく材ざいに載のせて、落おとす高たかさを５㎝、６㎝……と１㎝刻きざみで増ふやしていくと、10㎝でパキッと貫かん通つうした。

　一いっ方ぽう、城じょう門もんが頑がん丈じょうなカシの木きでできており、厚あつさを４寸すん＝12㎝と仮か定ていしよう。実じっ験けんの結けっ果かにバルサとカシの強きょう度どの違ちがいも加くわえて計けい算さんすると、これに直ちょっ径けい３ｍの穴あなを開あけて突つき抜ぬけるには、右みぎの実じっ験けんの５億おく３千ぜん万まん倍ばいのエネルギーが必ひつ要ようとなる。

　このエネルギーを出だすために、幸ゆき村むらと馬うまに要よう求きゅうされるスピードは、重じゅう量りょうによって違ちがってくる。戦せん国ごく時じ代だい、人ひと々びとの平へい均きん身しん長ちょうは１５０㎝で、馬うまもポニーぐらいの大おおきさしかなかったといわれるが、『ＢＡバＳＡサＲＡラ』の幸ゆき村むらはどう見みても１７０㎝を超こえるイメージだし、馬うまも現げん在ざいのサラブレッドぐらいはありそうだ。すると馬うまの体たい重じゅうは５００㎏になる。幸ゆき村むらと武ぶ具ぐ・馬ば具ぐを合あわせれば６００㎏ほどになるだろう。

　その場ば合あい、幸ゆき村むらと馬うまが門もんにぶつかった速そく度どは時じ速そく１９００㎞＝マッハ１・５。うひょ～っ、スゴイ！　って、馬うまがスゴイんですな、これ。

　だが、この城じょう門もん打うち破やぶりは、幸ゆき村むらにとっても危き険けんだったと思おもう。

　マッハ１・５で走はしりながら、槍やりをマッハ４・５で振ふると、槍やりは空くう気きにマッハ６でぶつかる。これによって、槍やりの温おん度どは２１５０℃に達たっする。鉄てつは１５３６℃で溶とけるから、大だい事じな槍やりが溶とけてしまう。城じょう門もんを破やぶって、いざ戦たたかおうとすると、「あっ、穂ほ先さきがない！」なんてことになるかも……。自じ分ぶんと馬うまの能のう力りょくが高たかすぎるゆえの悲ひ劇げきである。

　幸ゆき村むらは、スピードの出だしすぎに気きをつけて、戦せん国ごくの世よを駆かけ抜ぬけていただきたい。念ねんのために言いっとくと、大たい河がドラマ『真さな田だ丸まる』での幸ゆき村むらは、たぶん槍やりから炎ほのおは出ださないと思おもいます。
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　昔むかし話ばなしに不ふ思し議ぎはつきものだけど、なかでもこれは突とっ出しゅつして不ふ思し議ぎ。灰はいをまいたら、枯かれ木きに花はなが咲さいたとは、いったいどういうことだろう？　誰だれもが知しってる話はなしだとは思おもうけど、念ねんのために『花はな咲さかじいさん』の物もの語がたりを整せい理りすると、それはこういう流ながれである。


①正しょう直じきじいさんが、愛あい犬けんシロの鳴ないた場ば所しょを掘ほると、大おお判ばん小こ判ばんがザックザク

②意い地じ悪わるじいさんが、シロを借かりて同おなじことをすると、ガラクタがゴ～ロゴロ

③怒おこった意い地じ悪わるじいさんは、シロを殺さつ害がいする

④正しょう直じきじいさんはシロの墓はかに松まつを植うえ、大おおきくなったので松まつを切きって臼うすを作つくる

⑤正しょう直じきじいさんがその臼うすで餅もちを搗つくと、大おお判ばん小こ判ばんがザックザク

⑥意い地じ悪わるじいさんが、臼うすを借かりて同おなじことをすると、ガラクタがゴ～ロゴロ

⑦怒おこった意い地じ悪わるじいさんは、臼うすを叩たたき割わって燃もやす

⑧正しょう直じきじいさんが臼うすの灰はいを持もち帰かえると、風かぜに飛とばされた灰はいが枯かれ木きにかかり、花はなが咲さく

⑨正しょう直じきじいさんが殿とのさまの前まえで灰はいをまくと、枯かれ木きに花はなが咲さき、褒ほう美びに大おお判ばん小こ判ばんをもらう

⑩意い地じ悪わるじいさんが灰はいをもらって同おなじことをすると、殿とのさまの目めに灰はいが入はいって、牢ろう屋や行いき



　うーむ、こうして要よう素そを書かき出だすと、正しょう直じきじいさんは３度ども「大おお判ばん小こ判ばんゲット」を成なし遂とげているのだなあ。こんな果か報ほう者ものは、昔むかし話ばなし界かいでも珍めずらしい。それでも彼かれが「大おお判ばん小こ判ばんじいさん」ではなく、「花はな咲さかじいさん」として名なを残のこしたのは、「灰はいをまいて、枯かれ木きに花はなを咲さかせた」という行こう為いのほうが、インパクトが強つよかったからだろう。だが、どんな原げん理りなら、そんな奇き跡せきが起おきるのか？




◆なぜ大たい切せつな松まつの木きを切きる？

　灰はいをまくと、枯かれ木きに花はなが咲さく。まさか正しょう直じきじいさんに超ちょう能のう力りょくがあったとは思おもえないから、この不ふ思し議ぎな現げん象しょうは、灰はいが起おこしたのだろう。その灰はいの元もとをたどれば、正しょう直じきじいさんがシロのお墓はかに植うえた松まつ。すると、まず考かんがえるべきは「なぜ正しょう直じきじいさんはシロの墓はかに松まつを植うえたのか」である。

　それは『花はな咲さか爺じい』（講こう談だん社しゃ）という絵え本ほんが、明めい確かくに述のべている。

「ふたりは、まつの木きを、しろのかわりだと思おもって、たいせつにそだてました」

　そうか、愛あい犬けんの代かわりだったのか。ああ、正しょう直じきご夫ふ妻さいの寂さびしい気き持もちが胸むねに迫せまってくる……。

　そして、さらに不ふ思し議ぎなことが起おきる。その松まつはずんずん大おおきくなり、あっという間まに村むらの人ひとも驚おどろくような大たい木ぼくになったのだ。その松まつを見み上あげながら、おじいさんは言いう。

「これは、しろの形かた見みにちがいないよ。たちまち、こんなに大おおきくなったんだもの」

　なるほど、おじいさんとおばあさんの愛あい情じょうに、シロも応こたえてくれたということか。だけど、だったらなぜ、その大たい切せつな松まつを切きってしまったのか？　『花はな咲さか爺じい』にはこうある。

「『このまつの木きで、うすをこしらえて、しろのすきだったおだんごをつくってやりましょうよ』。おばあさんがそういうと、おじいさんも、『それは、いい思おもいつきだ』とよろこびました」

　えっ、松まつはシロの代かわりだったのでは!?　その松まつを切きり倒たおして、団だん子ごを作つくる!?　なんだかとっても変へんな気きがする。その団だん子ごができたとき、どこにお供そなえすればいいんだっ!?




◆どんな木きにも桜さくらの花はなが!?

　謎なぞが謎なぞを呼よぶ『花はな咲さかじいさん』だが、細こまかい点てんを気きにしていたら、話はなしが進すすまない。ここで、重じゅう要ようなテーマである「灰はいはどのようにして花はなを咲さかせたのか」を考かんがえよう。筆ひっ者しゃの手て元もとにある『花はな咲さかじいさん』の本ほんは、次つぎのように語かたっている。

　前ぜん掲けいの『花はな咲さか爺じい』は「はいは、ちかくのさくらの木きにふりかかります。すると、どうしたことでしょう。かれ枝えだに、きれいな花はながさいたのです」。

『桃もも太た郎ろう・舌したきり雀すずめ・花はなさか爺じい』（関せき敬けい吾ご編へん／岩いわ波なみ文ぶん庫こ）では「灰はいをまくと、美うつくしい桜さくらの花はなから、梅うめの花はなからなったとい」。

　ふ～む、灰はいは、枯かれた桜さくらや梅うめの枝えだをよみがえらせたということか。だが、『昔むかしばなし１００話わ』（主しゅ婦ふと生せい活かつ社しゃ）には、もっと恐おそろしいことが書かいてある。

「すると、はいがかかった草くさやかれ木きに、ぱっと花はながさいたのです。（中ちゅう略りゃく）ふしぎふしぎ、春はるでもないのに、あたりいちめんさくらの花はなでいっぱいになりました」。

　なんと、草くさや枯かれ木きに!?　桜さくらの枯かれ木きに桜さくらの花はなが咲さいたのではなく、他た種しゅの樹じゅ木もくの枯かれ木きや、ススキの葉はっぱにまで桜さくらが咲さいたということ!?　確たしかに、花はな咲さかじいさんの花はなというと桜さくらのイメージだけど、植しょく物ぶつの種しゅ類るいに関かん係けいなく、桜さくらが咲さいたというのは、あまりにびっくりだ。

　生いき物ものの姿すがたや性せい質しつは、親おやから受うけ継ついだ遺い伝でん子しで決きまる。花はな咲さかじいさんの灰はいは、たとえば枯かれた柿かきをよみがえらせ、その遺い伝でん子しを桜さくらの遺い伝でん子しに変かえたのだろうか。一万まん歩ぽ譲ゆずって、仮かりにそうだとしても、おじいさんがまいた灰はいは、そもそも松まつのものだろっ！

　松まつは、植しょく物ぶつ界かい裸ら子し植しょく物ぶつ門もんマツ綱こうマツ目もくマツ科か。桜さくらは、植しょく物ぶつ界かい被ひ子し植しょく物ぶつ門もん双そう子し葉よう植しょく物ぶつ綱こうバラ目もくバラ科か。中ちゅう学がく理り科かではともに「種しゅ子し植しょく物ぶつ」に分ぶん類るいされるが、植しょく物ぶつ学がくの分ぶん類るい体たい系けいでは「植しょく物ぶつ界かい」という最さい大だいの括くくりで共きょう通つうなだけ。動どう物ぶつに置おき換かえれば、動どう物ぶつ界かい脊せき索さく動どう物ぶつ門もん哺ほ乳にゅう綱こうサル目もくヒト科かの人にん間げんと、動どう物ぶつ界かい刺し胞ほう動どう物ぶつ門もん花か虫ちゅう綱こうイソギンチャク目もくウメボシイソギンチャク科かのフトウデイソギンチャクぐらい違ちがう。松まつが、これだけ縁えん遠どおい桜さくらの遺い伝でん子しをどうこうできたとは、あまりに不ふ思し議ぎ。まあ、物もの語がたり自じ身しんも「ふしぎふしぎ」と言いっているし、筆ひっ者しゃが今いまさら騒さわぎ立たてなくてもいいが……。




◆さあ、枯かれ木きを探さがそう

　こうして、正しょう直じきじいさんは、現げん在ざいにまで名なを残のこす花はな咲さかじいさんとなった。ぜひ、盛せい大だいに花はなを咲さかせていただきたい。

　と、前まえ向むきな話はなしで締しめ括くくる前まえに、筆ひっ者しゃは気きになることがある。枯かれ木きというのは、そうどこにでもあるのだろうか。

　人ひとの住すむ場ば所しょに枯かれ木きが立たっていると、とても危き険けんだ。強きょう風ふうで枝えだが折おれて飛とんでくることもあるし、知しらずに寄よりかかって倒たおれることもある。これを防ふせぐため、昔むかしから日にっ本ぽんでは大たい木ぼくが枯かれたら、切きり倒たおしてきた。現げん在ざいでも公こう園えんなどの木きが枯かれかけると、「樹じゅ医い」という木きのお医い者しゃさんが生いき返かえらせることを試こころみ、望のぞみがなければ切きり倒たおす。古こ今こん、枯かれ木きは切きり倒たおすのが常じょう識しきなのだ。

　花はな咲さかじいさんは、あちこちの枯かれ木きに花はなを咲さかせたというが、このヒト、どんだけ枯かれ木きの多おおいところに住すんでたんだっ。

　最さい後ごに出でてくる殿とのさまも、花はなを咲さかせただけでご褒ほう美びをくれる心こころの豊ゆたかな人ひとのようだが、その前まえに、領りょう内ないの枯かれ木きを放ほう置ちしないでほしいと思おもいます。
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　マンガやアニメや特とく撮さつ映えい画がなど、ありとあらゆる「空くう想そう科か学がく」の世せ界かいのなかで、いちばん強つよいのは誰だれか？　筆ひっ者しゃの講こう演えん会かいなどでもよく質しつ問もんされるけど、確たしかに気きになりますなあ、これ。

　ケンシロウの北ほく斗と神しん拳けんもすごいし、石いし川かわ五ごェ門もんの斬ざん鉄てつ剣けんもすごいし、宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトの波は動どう砲ほうもすごいし、ウルトラマンのスペシウム光こう線せんもすごいし、そのウルトラマンを倒たおした怪かい獣じゅうゼットンの「１兆ちょう℃の火ひの玉たま」もすごい！　どれも本ほん当とうにものすごく強つよい人ひとであり、武ぶ器きである。

　しかし、それらをはるかに上うわ回まわる強つわ者ものがいる。そのヒトの名なは、ステカセキング！

　……といっても、知しらない人ひとはまったく知しらないだろうなあ。ステカセキングとは、１９８０年ねん代だいに大だいヒットしたマンガ『キン肉にくマン』に登とう場じょうしたキャラクターの一人ひとりだが、そう目め立だった活かつ躍やくもしなかった脇わき役やく中ちゅうの脇わき役やくなのだ。




◆ステカセキングとは何なに者ものか？

　そんな端は役やくのステカセキングがなぜ最さい強きょうなのか？　これには、少しょう々しょう説せつ明めいが必ひつ要ようだろう。

　ステカセキングは、ベルギー出しゅっ身しんの21歳さいで、身しん長ちょう２１４㎝、体たい重じゅう７００㎏の悪あく魔ま超ちょう人じん。その必ひっ殺さつ技わざは、ヘッドホンになった両りょう足あしを対たい戦せん相あい手ての耳みみに押おしつけ、無む理りやり１００万まんホーンの音おん楽がくを聞きかせる「悪あく魔まのシンフォニー」だ。これによって、相あい手ては鼓こ膜まくと脳のうを破は壊かいされてしまうという。

　ここまで「ステカセって何なに？」と思おもいながら読よんできた人ひとも多おおいと思おもうけど、80年ねん代だいに「ステレオカセット」という録ろく音おん＆再さい生せい機き材ざいがあった。それを略りゃくして「ステカセ」なんですな、たぶん。

　さて、主しゅ人じん公こう・キン肉にくマンはこのステカセキングと対たい戦せんする。キン肉にくマンのマスクには防ぼう音おん効こう果かがあったものの、10万まんホーンにしか耐たえられなかったため大だい苦く戦せん。しかし、ステカセキングが東とう京きょうタワーから受じゅ信しんして、キン肉にくマンに無む理りやり聞きかせていたラジオ番ばん組ぐみが、音おん楽がくから落らく語ごに替かわってしまう。これを聞きいて元げん気き倍ばい増ぞうしたキン肉にくマンは、あっさり逆ぎゃく転てん勝がちを収おさめるのだった。

　この結けっ果かを受うけて、悪あく魔ま超ちょう人じんのリーダー・バッファローマンは「ステカセキングは、われら７人にんの中なかじゃ、実じつ力りょく的てきには一いち番ばん最さい低てい」とコメントした。マヌケな負まけ方かたをしたとはいえ、どうやら最さい初しょから期き待たいされていなかった様よう子すである。

　だが、科か学がく的てきに考かんがえると、バッファローマンの認にん識しきは激はげしく間ま違ちがっている！　ステカセキングの「１００万まんホーン」こそ、空くう想そう科か学がくの世せ界かいで最さい強きょうと断だん言げんできる必ひっ殺さつ技わざなのだ！




◆１００万まんホーンはすごい！

　音おとの大おおきさを表あらわす単たん位いには「ホーン」と「デシベル」の２つがある。ホーンは人にん間げんの感かん覚かくをもとにしたもので、人にん間げんの耳みみには、音おとのエネルギーが同おなじでも、高たかさによって違ちがう大おおきさに聞きこえる。このため、ホーンの値あたいだけでは、音おとのエネルギーを求もとめることはできない。

　これに対たいして、デシベルは「１秒びょう間かんに放はなつエネルギー」で定てい義ぎされるので、デシベルがわかればエネルギーも求もとめられる。音おとの高たかさが１千せんヘルツのとき、デシベルとホーンの数すう値ちは同おなじになるので、ここではステカセキングの１００万まんホーンを１００万まんデシベルに置おき換かえて考かんがえよう。

　デシベルという単たん位いは変かわっていて、エネルギーが10倍ばいになったときに10増ふえるシステムになっている。人にん間げんが普ふ通つうに会かい話わするときの音おとの大おおきさは60デシベルだ。70デシベルはその10倍ばい、80デシベルは１００倍ばい、90デシベルは１千せん倍ばいのエネルギーということだ。

　すると１００万まんデシベルとは、どれほどのエネルギーなのか？

「１秒びょう間かんに放はなつエネルギー」の単たん位いは、電でん力りょくにも使つかわれる「Ｗワット」だ。ジェット機きのエンジン音おんはものすごくうるさいが、これが音おとの大おおきさでは１２０デシベル、１秒びょう間かんのエネルギーでは、なんと１Ｗワット！　人にん間げんが１３０デシベルの音おとを聞きくと失しっ神しんするといわれるが、これが10Ｗワット！　ＬエルＥイーＤディーライトの消しょう費ひ電でん力りょくが20Ｗワットぐらいだから、音おとというものは、エネルギーは小ちいさくても、人にん間げんに多た大だいなダメージを与あたえるということだ。

　１００万まんデシベルとなると、エネルギーもすごい。１２０デシベル＝１Ｗワットをもとに考かんがえよう。

　１００万まんデシベルは、１２０デシベルより99万まん９８８０デシベル大おおきい。そして、デシベルが10増ふえると、エネルギーは10倍ばいになるから、１００万まんデシベルの音おとが放はなつエネルギーとは、１Ｗワットに「×10」を９万まん９９８８回かい繰くり返かえしたもの。Ｗワットの１千せん倍ばいの[image: ]キロワットを使つかうなら、１０００００００００００００００……（０が９万まん９９８５個こ）[image: ]キロワット！

　０の数かずを正せい確かくに書かいたら、この『つばさ文ぶん庫こ』がほぼ丸まるごと１冊さつ、０で埋うまります。




◆新あらたな宇う宙ちゅうがいっぱい生うまれる

　ケタが多おおすぎて、何なにがなんだかわからない。そこで『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』シリーズで見みてきたすごいエネルギーの放ほう出しゅつ者しゃ２名めいと比くらべてみよう。

　第だい３巻かんで検けん証しょうしたのが『ウルトラマン』の最さい終しゅう回かいに登とう場じょうしたゼットンだ。この怪かい獣じゅうが吐はく「１兆ちょう℃の火ひの玉たま」は、あまりに高こう温おんのため、半はん径けい90光こう年ねん以い内ないの生せい物ぶつを全ぜん滅めつさせる光ひかりを放はなつ。そのエネルギーを計けい算さんすると、１８０００００００００００００００００００００００００００００００００００００（０が37個こ）[image: ]キロワット。悪あく魔まのシンフォニーは、これより９万まん９９４７ケタ強つよい！

　また、第だい５巻かんで考かんがえたのが『ポケットモンスター』のランターン。このポケモンが深しん海かい５千せんｍで放はなつ光ひかりは海かい面めんからも見みえるというのだが、そのエネルギーを計けい算さんしたところ、３４００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００（０が94個こ）[image: ]キロワット。悪あく魔まのシンフォニーは、これを９万まん９８９０ケタ上うわ回まわる！

　こんなエネルギーが放はなたれたら、どうなってしまうのか？　この宇う宙ちゅうが始はじまったビッグバンでさえ、エネルギーは５００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００（０が72個こ）Ｊジュールだった。「Ｊジュール」とはエネルギーの単たん位いで、「Ｗワット」に「秒びょう」をかけたものだ。ステカセキングが１００万まんホーンのシンフォニーを１秒びょう奏かなでただけで、ビッグバンの９万まん９９１６ケタ上うえをいくエネルギーが放はなたれる。つまり、いまある宇う宙ちゅうを吹ふき飛とばし、１０００００００００００００００００……（０が９万まん９８１６）個この新あらたな宇う宙ちゅうが誕たん生じょうしてしまう！

　筆ひっ者しゃがこれまで20年ねん間かん、空くう想そう科か学がくの研けん究きゅうをしてきた限かぎり、これを上うわ回まわるエネルギーを放はなつキャラは現あらわれていない。いったいどれほど強つよいのか、数かずがデカすぎてわからないけど、こいつが最さい強きょうということだけは確たしかなんじゃないかなあ。
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　白しろウサギが、チョッキのポケットから懐かい中ちゅう時ど計けいを取とり出だして「ああたいへんだ、たいへんだ、おくれてしまうぞ！」と言いいながら走はしっていく。それに驚おどろいたアリスがウサギを追おいかけて穴あなに飛とび込こむと、ゆっくりとどこまでも落おちていき……。

　ご存ぞんじ『ふしぎの国くにのアリス』は、そのタイトルどおり、本ほん当とうに不ふ思し議ぎな物もの語がたりだ。数すう学がく教きょう授じゅルイス・キャロルが、同どう僚りょうの娘むすめのアリス・リデルという10歳さいの少しょう女じょに語かたってあげたお話はなしをもとにした小しょう説せつで、初はじめて出しゅっ版ぱんされてからもう１５０年ねんになるという。

　何なにより印いん象しょう深ぶかいのは、穴あなに落おちたアリスの体からだが大おおきくなったり、小ちいさくなったりを延えん々えんと繰くり返かえすことだ。「わたしをお飲のみ」と書かかれている瓶びんの薬くすりを飲のんで25㎝ほどに縮ちぢんだかと思おもえば、「わたしをおたべ」と書かかれているケーキを食たべて３ｍほどに巨きょ大だい化かする。なかなか元もとのサイズに戻もどれず、そのたびに泣ないたり騒さわいだりするのだが、「あのウサギの穴あなを降おりてこなければよかったと思おもいたいくらいだわ」と一いっ瞬しゅん後こう悔かいした後あとに、「──でも──それでも──ちょっと風ふう変がわりじゃなくって、こんなふうに暮くらすのは！」と、するりと自じ分ぶんの境きょう遇ぐうを受うけ入いれる。わあ、いいなあ、アリスのこの姿し勢せい！　しかも、作さく品ひん中ちゅうのアリスは、このとき７歳さいだという！

　もう人じん生せいの師しと呼よばせていただきたいが、繰くり返かえされる体たい格かくの激げき変へんは、科か学がく的てきにもまことに興きょう味み深ぶかい現げん象しょうである。ここでは、『ふしぎの国くにのアリス』（生しょう野の幸こう吉きち訳やく／福ふく音いん館かん書しょ店てん）をもとにして、この問もん題だいを考かんがえてみたい。




◆めまぐるしく大おおきさが変かわる！

　アリスの小ちいさくなったり大おおきくなったり……は、イモムシに教おしえてもらったキノコで体からだの大おおきさを調ちょう整せいできるようになるまで、５回かいも繰くり返かえされた。並ならべると、次つぎのような具ぐ合あいである。


①「わたしをお飲のみ」と書かかれた薬くすりを飲のんで、身しん長ちょう25㎝になる

②「わたしをおたべ」と干ほしブドウで書かかれたケーキを食たべて、３ｍほどに巨きょ大だい化かする

③扇せん子すであおぎながら一人ひとりでお喋しゃべりするうちに、ネズミぐらいに小ちいさくなる

④小こ瓶びんの中なか身みを飲のんで、部へ屋やいっぱいに大おおきくなり、片かた腕うでが窓まどからハミ出だす

⑤小ちいさなお菓か子しを食たべて、７・５㎝に縮ちぢむ



　ただでさえ、アリスは穴あなの底そこの見み知しらぬ世せ界かいにいるのだ。そこでめまぐるしく体からだの大おおきさが変かわってしまったら、さぞかし不ふ安あんであろう。

　たとえば、①の「身しん長ちょう25㎝」とは、この角かど川かわつばさ文ぶん庫こ（縦たて17・４㎝）の１・５倍ばいだ。人にん間げんの女おんなの子こがそのままの形かたちでこの大おおきさになると、体たい重じゅうはたった２１０ｇになってしまう。本ほん書しょ『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑦』が１冊さつ１８０ｇほどだから、あなたがいま手てに感かんじている重おもさより少すこし重おもいだけ！

　また②は、本ほんでは「九フィートを越こすくらい」という表ひょう現げんであり、具ぐ体たい的てきな大おおきさまでは書かかれていない。１フィートはおよそ30㎝で、９フィートだと２ｍ70㎝。それを超こえるのだから、ここでは３ｍと考かんがえると、体たい重じゅうは３５０㎏という計けい算さんになる。お相撲すもうさん２人ふたり分ぶんほどにも重おもくなったわけで、これは女じょ子しとして抵てい抗こうあったでしょうなあ。

　実じっ際さい、このときアリスは泣なき続つづけ、「何なんガロンもの涙なみだをこぼしたので、とうとうまわりには大おおきな池いけができ、それは四インチほどの深ふかさで、広ひろ間まの半はん分ぶんくらいまで水みずびたしになりました」という事じ態たいになった。深ふかさの４インチというのは、およそ10㎝だ。

　悲かなしいのはよくわかるけど、科か学がく的てきに考かんがえるなら、泣なきすぎである。広ひろ間まの幅はばを一いっ般ぱん的てきな学がっ校こうの教きょう室しつと同おなじ７・５ｍとしよう。アリスがいたのは「細ほそ長ながい広ひろ間ま」ということなので、長ながさをその倍ばいと仮か定ていすれば、面めん積せきは１１３㎡。その半はん分ぶんに深ふかさ10㎝の池いけができたということは、アリスは５６５０Ｌリットルの涙なみだを流ながしたことになる。家か庭てい用ようの浴よく槽そう28杯ぱい分ぶんであり、いくら３ｍのヒトでも、こんなにいっぱい泣なけません。その６％の涙なみだを流ながした段だん階かいで、涙なみだの総そう量りょうが体たい重じゅう３５０㎏を上うわ回まわってしまい、計けい算さん上じょうではアリスは消しょう滅めつしてしまいます～。




◆寒さむかったり、暑あつかったり！

　科か学がく的てきに考かんがえた場ば合あい、これら一いち連れんの現げん象しょうを見みていると、アリスの健けん康こうが心しん配ぱいになる。もし生せい物ぶつの大おおきさが急きゅう激げきに変かわったら、それだけで命いのちがキケンにさらされるはずなのだ。

　北ほっ極きよく圏けんに棲すむホッキョクグマのオスは、体たい長ちょう２・５ｍ、体たい重じゅう８００㎏。これに対たいして、熱ねっ帯たいに暮くらすマレーグマは１・４ｍ、65㎏。同おなじクマでも、生せい息そくする環かん境きょうによって、体からだの大おおきさがかなり違ちがう。系けい統とうの近ちかい動どう物ぶつを比くらべると、寒さむいところに棲すむものほど体からだが大おおきい傾けい向こうにあるのだ。これは、体からだのなかで生うまれる熱ねつと、体からだから逃にげる熱ねつのバランスによって起おきる現げん象しょうである。

　生いき物ものは、体たい内ないで作つくり出だした熱ねつを、体からだの表ひょう面めんから逃にがすことによって、適てき切せつな体たい温おんを保たもっている。作つくり出だす熱ねつの量りょうは「体たい重じゅう」に比ひ例れいし、逃にげていく熱ねつの量りょうは「体からだの表ひょう面めん積せき」に比ひ例れいする。このため、体からだの大おおきさが変かわると、作つくる熱ねつと逃にげる熱ねつのバランスも変かわることになる。

　身しん長ちょう25㎝に小ちいさくなってしまったアリスは、どうなるのだろうか？　アリスのもともとの身しん長ちょうを日にっ本ぽん人じんの７歳さい女じょ子しの平へい均きんに近ちかい１ｍ25㎝としよう。25㎝という身しん長ちょうは、その５分ぶんの１だ。

　その場ば合あい、体たい重じゅうは「身しん長ちょう×身しん長ちょう×身しん長ちょう」に比ひ例れいするから、１２５分ぶんの１になる。体からだのなかで作つくられる熱ねつも１２５分ぶんの１だ。また、体からだの表ひょう面めん積せきは「身しん長ちょう×身しん長ちょう」に比ひ例れいするから25分ぶんの１になり、逃にげる熱ねつの量りょうも25分ぶんの１になる。つまり、作つくられる熱ねつが大おおきく減へるのに対たいして、逃にげる熱ねつはそれほどまでには減へらない。この結けっ果か、熱ねつがドンドン逃にげていき、寒さむくてたまらない！

　実じっ際さいにアリスは、どれほど寒さむさを感かんじるのだろうか。「25分ぶんの１」は「１２５分ぶんの１」の５倍ばいだから、熱ねつはこれまでの５倍ばいの勢いきおいで逃にげていく。これは、体たい温おんと気き温おんの差さが５倍ばいに広ひろがったのと同おなじだ。アリスの体たい温おんを36℃、気き温おんを20℃とすると、その差さは16℃だが、これが５倍ばいになると80℃。つまりアリスには、まわりの気き温おんが体たい温おんより80℃低ひくいマイナス44℃に感かんじられるはず。ひゃ～っ、寒さむい！

　大おおきくなったら、もちろん逆ぎゃくのことが起おこる。身しん長ちょう３ｍとは、１ｍ25㎝の２・４倍ばい。このとき、アリスに感かんじられる気き温おんは29・３℃。春はるから急きゅうに夏なつになったようなもので、むわ～っと暑あつい！

　とくに危き険けんなのは、小ちいさくなったときだ。初はじめから小ちいさな動どう物ぶつは、体からだから熱ねつが逃にげていくのに対たい応おうする仕し組くみが体からだに備そなわっているが、いきなり小ちいさくなったアリスは、その影えい響きょうをモロに受うけてしまうだろう。
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◆歩あるくだけでも大たい変へん！

　身しん長ちょうが急きゅう激げきに変かわると、もう一ひとつ心しん配ぱいな事じ態たいが発はっ生せいする。

　たとえば、歩あるくという行こう為いは「足あしを踏ふみ出だすことによって、体からだを前まえに傾かたむけ、倒たおれる前まえに踏ふみ出だした足あしを地じ面めんにつける」ことを繰くり返かえす動どう作さだ。

　物もの干ほし竿ざおと、鉛えん筆ぴつをまっすぐ立たてたシーンを想そう像ぞうしてもらいたい。この２つを同どう時じに倒たおすと、物もの干ほし竿ざおはゆっくりと倒たおれるが、鉛えん筆ぴつはパタッとすぐに倒たおれる。このように、長ながいものほど、倒たおれるまでの時じ間かんは長ながくなる。体からだの大おおきさが急きゅうに変かわると、この事じ実じつが歩あるく動どう作さにも影えい響きょうを与あたえることになる。

　細こまかい説せつ明めいは省はぶくけれど（中ちゅう３の数すう学がくの内ない容ようなので）、身しん長ちょう25㎝になったアリスは、踏ふみ出だした足あしが地じ面めんにつくまでの時じ間かんが、普ふ段だんの２・２分ぶんの１に短みじかくなる。これは、いつもの２・２倍ばいのペースでチャカチャカ歩あるかなければ、転ころんでしまうということだ！

　反はん対たいに、身しん長ちょう３ｍになったら、足あしが地じ面めんにつくまでの時じ間かんは１・６倍ばい。ゆっくり歩あるかないと、これも危あぶない。わ～、アリスが心しん配ぱいだよ～。

　しかし『ふしぎの国くにのアリス』において、アリスがそんなことに困こまっていた様よう子すはない。仮かりに少しょう々しょう困こまったとしても、アリスなら逞たくましく、その場ばの環かん境きょうに順じゅん応のうしていくのだろう。「──でも──それでも──ちょっと風ふう変がわりじゃなくって、こんなふうに暮くらすのは！」と。
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　ウルトラマンの必ひっ殺さつ技わざといえば「スペシウム光こう線せん」が有ゆう名めいだが、あのヒトの得とく意い技わざはそれだけではありませんぞ。『ウルトラマン』の第だい13話わと第だい23話わで披ひ露ろうした「ウルトラ水すい流りゅう」を忘わすれてはならないっ。

　この技わざは「手てから水みずを出だす」という、極きわめてシンプルなもので、第だい13話わ「オイルＳエスＯオーＳエス」では、油ゆ獣じゅうペスターが起おこした石せき油ゆコンビナート火か災さいを鎮ちん火かした。ペスター自じ身しんは、自じ分ぶんが起おこした火か事じの炎ほのおにまかれて、コンビナートの真まん中なかでバッタリ倒たおれてしまったから、この話はなしでウルトラマンがやったのは火ひを消けすことだけ！　消しょう防ぼう士しさんとまったく同おなじ働はたらきをしたわけである。

　そうかと思おもえば、第だい23話わ「故こ郷きょうは地ち球きゅう」では、水みずが苦にが手てな怪かい獣じゅうジャミラにウルトラ水すい流りゅうを浴あびせて、悶もん絶ぜつ死しさせた。ジャミラは、水みずのない星ほしに置おき去ざりにされた宇う宙ちゅう飛ひ行こう士しが姿すがたを変かえてしまった怪かい獣じゅうだったから、これはちょっとカワイソウだった気きも……。

　そんな使つかい方かたをしたせいなのか、地じ味みなのにインパクトは強つよいウルトラ水すい流りゅう。だが、科か学がく的てきに考かんがえると、これはスペシウム光こう線せんなんか足あし元もとにも及およばないすごいワザなのだ。




◆威い力りょくがありすぎだ！

　ウルトラ水すい流りゅうの威い力りょくはどの程てい度どなのだろう？

　第だい13話わで、ペスターに襲おそわれたコンビナートは神か奈な川がわ県けんにあり、その所しょ長ちょうは「管かん内ないの消しょう防ぼう車しゃをすべて出しゅつ動どうさせろ。東とう京きょうからも応おう援えんを呼よべ！」と叫さけんでいた。すると神か奈な川がわ県けんと東とう京きょう都との消しょう防ぼう局きょくが全ぜん力りょくで消しょう火か活かつ動どうにあたったのだろうが、劇げき中ちゅうの人ひと々びとは「まるで効こう果かがない」と嘆なげいていた。

　２０１５年ねん現げん在ざい、東とう京きょう消しょう防ぼう庁ちょうが保ほ有ゆうしている消しょう防ぼう車しゃ輌りょうは１９５１台だいで、そのうちポンプ車しゃは４８９台だい。劇げき中ちゅうのコンビナート火か災さいは、それらがフル出しゅつ動どうしても歯はが立たたない規き模ぼだったのだろう。ウルトラ水すい流りゅうは、それほどの大だい火か災さいをアッという間まに鎮ちん火かさせたのだ。

　ここから考かんがえると、ウルトラ水すい流りゅうの放ほう水すい力りょくはポンプ車しゃの１千せん台だい分ぶん、いや１万まん台だい分ぶんはあったのではないだろうか。一いっ般ぱん的てきなポンプ車しゃの放ほう水すい量りょうは１秒びょう間かんに35Ｌリットル程てい度どだから、１万まん台だい分ぶんと仮か定ていすれば、１秒びょう間かんに３５０ｔの放ほう水すい力りょくということになる。

　これは25ｍプールを１秒びょうあまりでいっぱいにする放ほう水すい量りょうだ。また、劇げき中ちゅうのウルトラマンのポーズから、放はなたれる水みずの断だん面めん積せきを推すい測そくすると０・１㎡ぐらい。この面めん積せきから毎まい秒びょう３５０ｔを放ほう水すいすると、水すい流りゅうの速そく度どはマッハ10・５になる。これは、ライフル弾だんの３倍ばいを超こえるスピードだ。

　水みずもすごいスピードで放はなつと威い力りょくはものすごく、水すい流りゅうがマッハ３になると、水すい圧あつでコンクリートが切きれるという。ウルトラ水すい流りゅうの速そく度どはその３・５倍ばいだ。破は壊かい力りょくは「速そく度ど×速そく度ど」に比ひ例れいするから、つまりコンクリートを破は壊かいする水すい流りゅうの10倍ばいを超こえる威い力りょくを持もっていることになる。

　こんなもん浴あびせかけられたら、火か事じは消きえるかもしれないが、石せき油ゆコンビナート施し設せつが粉ふん砕さいされてしまって、２度どと使つかいものにはならないような気きがするなあ。




◆本ほん人にんも無ぶ事じでは済すまない

　毎まい秒びょう３５０ｔもの水みずをマッハ10・５などというスピードでぶっ放ぱなすと、ウルトラマン自じ身しんも大たい変へんなことになる。作さ用よう・反はん作さ用ようの法ほう則そくで、体からだが13万まんｔの力ちからで後うしろに押おされてしまうのだ。これは、自じ分ぶんの体たい重じゅうの３・６倍ばいの力ちから。

　ウルトラ水すい流りゅうは、両りょう腕うでを胸むねの前まえに構かまえて放はなつ。この姿し勢せいで、体たい重じゅうの３・６倍ばいの反はん作さ用ようなんぞ受うけたら大たい変へんだ。上じょう半はん身しんだけが猛もう烈れつな力ちからで後うしろに押おされるので、仰あお向むけにぶっ倒たおれ、時じ速そく３００㎞で後こう頭とう部ぶを強きょう打だする。それでも止とまらず、後うしろ向むきにグルグル回かい転てんし、頭あたまを地じ面めんにガンガンガンガン打うちつけながら、どこまでも転ころがっていく……。

　両りょう手てを腰こしの前まえに構かまえれば、少すこしはマシかもしれない。放ほう水すいの反はん作さ用ようが体からだの重じゅう心しんにかかるため、回かい転てんを防ふせげるからだ。それでも13万まんｔの反はん作さ用ようで真ま後うしろに押おされ、１秒びょう後ごには時じ速そく１３０㎞、２秒びょう後ごには時じ速そく２６０㎞と、スピードを上あげながら後うしろにズルズル滑すべっていく。ウルトラマンは水みずをまきながら地ち平へい線せんの彼方かなたへ消きえていくのだ。

　いずれにしてもウルトラ水すい流りゅうを放はなつや否いなやぶっ飛とんでいくのだから、燃もえているコンビナートに水みずがかかるのはほんの一いっ瞬しゅん。とてもちゃんと消しょう火かできるとは思おもえませんなあ。




◆水みずはどこから持もってくる？

　ウルトラ水すい流りゅう最さい大だいの謎なぞは、あれだけ大たい量りょうの水みずをどこから持もってくるのかということだ。

　体たい内ないの水すい分ぶんを放ほう出しゅつしているとしたら大たい変へんだ。体たい重じゅう３万まん５千せんｔのウルトラマンも、人にん間げんと同おなじく体たい重じゅうの65％が水みずだとするなら、１秒びょうに３５０ｔの水みずを放ほう出しゅつすると65秒びょうでミイラになってしまう！

　第だい23話わでジャミラに放はなったときは、映えい像ぞうで測そく定ていすると計けい34秒びょう間かん、放ほう水すいしていた。毎まい秒びょう３５０ｔずつ34秒びょうも放ほう水すいすると、体たい重じゅうの34％の水みずを失うしなうことになる。人にん間げんの場ば合あい、体たい重じゅうの10％の水みずを失うしなうと、めまい、頭ず痛つう、歩ほ行こう障しょう害がいを起おこし、20％で命いのちにかかわるダメージを負おう。34％とは、これらの脱だっ水すい症しょうで倒たおれるレベルをはるかに超こえており、ウルトラマンの命いのちが心しん配ぱいである。
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　ウルトラマンの安あん全ぜんのためには、水すい分ぶんは空くう気き中ちゅうから集あつめていると判はん断だんすべきだろう。気き温おん20℃、湿しつ度ど60％の空くう気きには、１[image: ]あたり10ｇの水すい蒸じょう気きが含ふくまれている。１秒びょう間かんに３５０ｔの水みずを集あつめるには、１秒びょう間かんに３５００万まん[image: ]の空くう気きを吸きゅう収しゅうする必ひつ要ようがあるわけだ。

　これは生なま半はん可かな量りょうではない。ウルトラ水すい流りゅうを発はっ射しゃした瞬しゅん間かん、野や球きゅうのグラウンド10面めん分ぶんの敷しき地ちが、上じょう空くう３００ｍまで１秒びょうで真しん空くうになってしまうはずなのだ！

　これはもう、大たい変へんなことになるだろう。周しゅう囲いがいきなり真しん空くうになったら、生せい物ぶつが受うける被ひ害がいは、呼こ吸きゅう困こん難なんなどという生なまやさしいものではない。鼓こ膜まくは破やぶれ、眼がん球きゅうは飛とび出だし、粘ねん膜まくの水すい分ぶんは沸ふっ騰とうし、肺はいは膨ぼう張ちょうして内ない臓ぞうを口くちや肛こう門もんから押おし出だす。ジャミラに向むかってウルトラ水すい流りゅうを放はなった場ば所しょは、国こく際さい平へい和わ会かい議ぎの会かい場じょう前まえだった。各かっ国こくから参さん加かした要よう人じんたちは無ぶ事じだったのだろうか？




◆竜たつ巻まきと極ごっ寒かん地じ獄ごく

　さらに恐おそろしいことに、ウルトラマンが急きゅう激げきに真しん空くう地ち帯たいを作つくることによって、２つの大おおきな二に次じ災さい害がいが起おこる。

　まず、周しゅう囲いの空くう気きが真しん空くう地ち帯たい目めがけて殺さっ到とうしてくるために、竜たつ巻まきが起おこる。自し然ぜん界かいの竜たつ巻まきでは、中ちゅう心しんが真しん空くうになるなどということはない。それでも風ふう速そくは秒びょう速そく１００ｍに達たっし、海かい水すいを吹ふき上あげたり、建たて物ものや列れっ車しゃや大たい木ぼくを巻まき上あげたりする。中ちゅう心しん気き圧あつが限かぎりなく真しん空くうに近ちかい竜たつ巻まきがどのような猛もう威いをふるうのか、計けい算さんで予よ測そくはできないが、おそらくモノスゴイ破は壊かい現げん象しょうが発はっ生せいし、地ち上じょうには何なにも残のこるまい。

　また、気き圧あつが急きゅうに下さがると、気き温おんの低てい下かが起おこる。あたりを一いっ瞬しゅんで真しん空くうにするウルトラ水すい流りゅうの場ば合あい、地ち球きゅう上じょうの最さい低てい気き温おん記き録ろくマイナス93・２℃は軽かるく破やぶるのではないだろうか。

　ウルトラマンがウルトラ水すい流りゅうを発はっ射しゃした直ちょく後ご、あたりは人じん類るいが体たい験けんしたことのない極ごっ寒かん地じ獄ごくとなり、これもまた未み体たい験けんの猛もう烈れつな竜たつ巻まきが荒あれ狂くるう。地ち表ひょう付ふ近きんでは、真しん空くう状じょう態たいになって何なにもかも破は壊かいされ、凍こおりつきながら竜たつ巻まきに吸すい込こまれていく。上じょう空くうは吹ふき上あがった瓦が礫れきや土ど砂しゃや積せき乱らん雲うんで真まっ暗くらになるだろう。その闇やみのなかを稲いな妻ずまが走はしり、もはやウルトラ水すい流りゅうを発はっ射しゃしているのかいないのかさえ見み分わけがつかないような集しゅう中ちゅう豪ごう雨うが起おこる。被ひ害がいは計はかり知しれない……。

　火か事じを消けそうとして、あるいは一いっ匹ぴきの気きの毒どくな怪かい獣じゅうを倒たおそうとして、未み曽ぞ有うの災さい害がいを引ひき起おこすウルトラマン。いったい地ち球きゅうに何なにをしに来きたんだ!?

　もちろん劇げき中ちゅうではそんな事じ態たいは起おこっていなかったが、科か学がく的てきに考かんがえるならば、ウルトラ水すい流りゅうは決けっして使つかってはならない禁きん断だんのワザなのである。







[image: ]

　死しんだはずの人にん間げんがよみがえる。理り性せいのカケラもなく、崩くずれかけた体からだで、ひたすら人ひとを襲おそう。車くるまでハネようと、銃じゅうで撃うとうと、頭あたまを破は壊かいしない限かぎり、お構かまいなしに追おってくる。そして、ゾンビに襲おそわれた人ひとは、ゾンビになってしまう……！

　この始し末まつに負おえない存そん在ざいは、多おおくの映えい画がやゲームに登とう場じょうしてきた。考かんがえただけでも恐おそろしいから全ぜん然ぜん考かんがえたくないけど、こんなことが起おこる可か能のう性せいはあるのだろうか。

　まず死し体たいが動うごくこと自じ体たいが不ふ思し議ぎだが、死しんだ直ちょく後ごであれば、たとえば神しん経けいに電でん気き刺し激げきなどを与あたえることによって、死し体たいの手て足あしを動うごかすことは可か能のうである。ところが、死しんでしばらくすると、筋きん肉にくが固かたまる「死し後ご硬こう直ちょく」が始はじまる。次ついで、筋きん肉にくが自みずから出だす酵こう素そによって溶とける「自じ家か融ゆう解かい」が起おこる。こうなったらもう動うごくことは不ふ可か能のうだ。

　だから亡なくなった方かたには、ぜひともじっとしといてほしいのだが、『バイオハザード』などのゾンビたちは、死しんだことなど忘わすれたかのように歩あるき回まわっている。いったいどういうこと？




◆そもそもゾンビって何なに？

　調しらべてみると、ゾンビとはもともと、ハイチに伝つたわるブードゥー教きょうで考かんがえられた存そん在ざいだという。生いきているときに悪わるいことをした者ものは死し後ご、神しん官かんによってよみがえらされ、奴ど隷れい労ろう働どうを強しいられる。だからマジメに生いきましょう、という教きょう訓くんを広ひろめるためのものだったらしい。

　それがいつ「噛かまれれば自じ分ぶんもゾンビになる」という話はなしになったのか。ゾンビが初はじめて登とう場じょうした作さく品ひんは、１９３２年ねんの映えい画が『恐きょう怖ふ城じょう』。それからゾンビは多た数すうの映えい画がに登とう場じょうし、68年ねんの映えい画が『ナイト・オブ・ザ・リビング・デッド』で、ジョージ・Ａエー・ロメロ監かん督とくが吸きゅう血けつ鬼きの要よう素そを加くわえたらしい。そうか、この人ひとか、ゾンビをこんなにコワくしたのは！

　歴れき史しを学まなんだところで、科か学がく的てきに考かんがえよう。死し体たいがなぜウロウロ歩あるき回まわるのだろう？

　筆ひっ者しゃが思おもうに、ポイントは「ゾンビに噛かまれると、ゾンビになる」という点てんではないか。現げん実じつ世せ界かいで、これと似にたような現げん象しょうを起おこすものに、細さい菌きんやウイルスがある。実じっ際さい『バイオハザード』でも『ドーン・オブ・ザ・デッド』（２００４年ねん）でも、ゾンビ化かの原げん因いんはウイルスとされていた。

　だとすると、うなずけるフシがある。たいていの映えい画がで、ゾンビに噛かまれた人ひとは、たちどころにゾンビになるわけではない。まず死しんで、人ひと々びとが悲かなしんでいると、数すう時じ間かん後ごに起おき上あがってゾンビとなることが多おおいようだ。これは、ゾンビ化かするには、ウイルスが一いっ定ていの数かずまで増ぞう殖しょくする「潜せん伏ぷく期き」が必ひつ要ようということではないか？

　つまり、ウイルスでゾンビ化かするとしたら、ゾンビとは怪かい物ぶつというより、伝でん染せん病びょうにかかった患かん者じゃさんともいえるのだ。お、そう考かんがえると怖こわくないかな。

　でもそれは、致ち死し率りつ１００％で、死し後ご凶きょう暴ぼう化かする伝でん染せん病びょう。うーん、ますます怖こわくなった……。




◆なぜ動うごけるんだろう？

　だが、ウイルスによってゾンビ化かするとしたら、不ふ思し議ぎな点てんもある。彼かれらはもう死しんでいるのに、動うごくのはなぜ？

　注ちゅう目もくしたいのは、ゾンビも頭あたまを撃うたれると動うごかなくなることだ。ということは、ゾンビウイルスは、ゾンビたちの脳のうに巣す食くっているのではないだろうか。

　人にん間げんの「理り性せい」を生うむのは大だい脳のうの前まえのほうにある「前ぜん頭とう葉よう」だが、ゾンビの行こう動どうに理り性せいはまったく見みられない。おそらく前ぜん頭とう葉ようは完かん全ぜんに死しんでいて、ゾンビウイルスは、大だい脳のうの他ほかの部ぶ分ぶんと、小しょう脳のうを支し配はいしているのだろう。大だい脳のうの後こう頭とう葉ようでは視し覚かく、側そく頭とう葉ようでは聴ちょう覚かくで得えられた情じょう報ほうを処しょ理りし、頭とう頂ちょう部ぶで運うん動どうを制せい御ぎょする。また小しょう脳のうは、反はん復ぷくによって身みについた動うごきのパターンを記き憶おくする。

　したがって、大だい脳のうの前ぜん頭とう葉よう以い外がいと小しょう脳のうをある程てい度どコントロールできれば、立たって歩あるき回まわるとか、人ひとを見みつけて噛かみつくといった基き本ほん動どう作さは可か能のうだろう。

　だが、死し後ご硬こう直ちょくや自じ家か融ゆう解かいが始はじまったらどうするのか。死し後ご硬こう直ちょくは死し後ご２時じ間かん後ご、自じ家か融ゆう解かいは24時じ間かん後ごに始はじまる。ゾンビたちの動うごきを観かん察さつすると、両りょう手てを前まえに突つき出だして、いまにも倒たおれそうによたよた歩あるいている。走はしるときも、全ぜん身しんの動うごきがバラバラな感かんじだ。おそらくあちこちの筋きん肉にくで、死し後ご硬こう直ちょくや自じ家か融ゆう解かいが始はじまって、動うごかそうとしても動うごかせない部ぶ分ぶんがあるのではないだろうか。ふーむ、そう思おもうと、科か学がく的てきにもナットクできますなあ、ゾンビの動うごき。




◆一億おく総そうゾンビ社しゃ会かい

　いやいや、ナットクしている場ば合あいではないだろう。筆ひっ者しゃが何なにより怖こわいのは、ゾンビに噛かまれると、噛かまれた人ひともゾンビになること！　さっきまでいっしょに逃にげたり戦たたかったりしていた仲なか間まが、善ぜん戦せんむなしく噛かまれると「アチラ側がわ」に行いっちゃって、知ち能のうも感かん情じょうも失うしない、本ほん能のうのままに襲おそいかかってくるのだ！　それって、あまりに怖こわくないですか!?

　こんなゾンビが日にっ本ぽんに現あらわれて、１時じ間かんに一人ひとりのペースで生いきた人にん間げんを噛かんでいったとしよう。話はなしをシンプルにするために潜せん伏ぷく期き間かんを考かんがえないとしたら、どうなるか？

　１時じ間かん後ご、ゾンビは２体たいになる。２時じ間かん後ご、２体たいのゾンビが一人ひとりずつ噛かむから４体たいになる。つまり、１時じ間かんごとにゾンビは２倍ばいに増ふえていくのだ。

　そして、このような現げん象しょうはアッという間まにとんでもないことになる。10時じ間かん後ごは１０２４体たい、20時じ間かん後ごは１０４万まん８５７６体たい！

「日にっ本ぽんの人じん口こうは１億おく２７００万まん人にん。まだまだ人じん口こうの１％未み満まんじゃん」などと油ゆ断だんしているヒトは、ゾンビに噛かまれてしまいなさい。24時じ間かん後ごは１６７７万まん７２１６体たい、25時じ間かん後ごは３３５５万まん４４３２体たい、26時じ間かん後ごは６７１０万まん８８６４体たい、そして27時じ間かん後ご、１億おく３４２１万まん７７２８体たいとなって、日にっ本ぽんの人じん口こうを超こえてしまう！

　つまり、ある日ひの午ご前ぜん10時じにゾンビが人ひとを襲おそい始はじめたら、翌よく日じつの午ご後ご１時じが来くる前まえに、日にっ本ぽんはゾンビの国くにになってしまうのだ。ゾンビたちが海かい外がい進しん出しゅつを始はじめ、同おなじペースで仲なか間まを増ふやしていった場ば合あい、地ち球きゅうがゾンビの星ほしになるのは、わずかその６時じ間かん後ご！

　筆ひっ者しゃはゾンビに言いいたい。襲おそった人にん間げんをちょっとかじって次つぎへ行いくのはどうなのか。それでは、ゾンビばかりがドンドン増ふえて、人にん間げんがいなくなる。そうなったら、あんたたちだって困こまるでしょう。一人ひとりの人にん間げんを噛かんだら、みんなで分わけ合あって、残のこさず食たべてもらいたい。そうすれば、被ひ害がい者しゃは減へるし、ゾンビも増ふえない。いいことだらけ！

　いや、何なにがいいものか。人ひとが死しぬことに変かわりはない。やっぱり、ゾンビは出しゅつ現げんしないことを祈いのるしかありませんな～。
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『巨きょ人じんの星ほし』はマンガ史し上じょうに残のこる傑けっ作さくである。激はげしすぎる特とっ訓くんとか、滝たきのように流ながれる涙なみだとか、木きの陰かげから見み守まもる明あき子こ姉ねえちゃんとか、いまではギャグにされる表ひょう現げんも多おおいけど、発はっ表ぴょう当とう時じは登とう場じょう人じん物ぶつたちの熱あつい人じん生せい観かんの表あらわれとして支し持じされた。むしろリアルといえる描びょう写しゃだったのだ。

　なかでも読どく者しゃの心こころに響ひびいたのが「大だいリーグボール養よう成せいギプス」だ。胸むねから上うえにベルトで固こ定ていし、肩かたと肘ひじを２本ほん、肘ひじと手て首くびを１本ぽんの太ふといバネでつなぐ。巨きょ人じんの三さん塁るい手しゅだった星ほし一いっ徹てつは、幼おさない息むす子こ・飛雄馬ひゅうまを「巨きょ人じんの星ほし」に育そだてるために、これを自みずから考こう案あん・製せい作さくして装そう着ちゃくさせた。野や球きゅうの練れん習しゅうのときだけでなく、学がっ校こうへ行いくときも、食しょく事じをするときも。飛雄馬ひゅうまはこの大だいリーグボール養よう成せいギプスで豪ごう速そっ球きゅうを身みにつけた。

　ギプスの存そん在ざいを知しったライバル花はな形がた満みつるは、驚おどろきながらも解かい説せつする（句く読とう点てんは筆ひっ者しゃ）。

「体たい力りょくの点てんでどうしても大だいリーガーに及およばない日にっ本ぽん人じんの投とう手しゅ力りょくを強きょう化かするためには、理り想そう的てきな方ほう法ほうだ！　投とう球きゅうの際さいに、つねに腕うでの振ふりと逆ぎゃくの方ほう向こうに、強きょう力りょくなバネの力ちからが働はたらく。つまり引ひき戻もどすバネに対たいして、投なげる力ちからで絶たえず逆さからっているのだから、投とう球きゅうに必ひつ要ような筋きん肉にくが異い常じょうに発はっ達たつする」

　おお、確たしかにそうかも！　という気きがしてくるではないか。

　しかし、天てん才さい・花はな形がた満みつるがこれほど高たかく評ひょう価かしているのに、プロ野や球きゅうの選せん手しゅや高こう校こう球きゅう児じが大だいリーグボール養よう成せいギプスを使つかっているという話はなしは聞きいたことがない。マンガのなかですら誰だれも見み習ならおうとしない。『巨きょ人じんの星ほし』のなかでさえ、だ。

　いったいなぜだろう？　このギプスには何なにか欠けっ点てんでもあるのだろうか？




◆ええっ、効こう果かがなさそう!?

　大だいリーグボール養よう成せいギプスには、スポーツ科か学がく的てきに、どれほどの効こう果かがあるのだろう。

　筋きん肉にくの鍛きたえ方かたについて調しらべるため、『からだ読どく本ほん 筋きん肉にく』（湯ゆ浅あさ景かげ元もと／山さん海かい堂どう）という本ほんを読よんでみた。この本ほんによれば、筋きん力りょくには「最さい大だい筋きん力りょく」「パワー」「持じ久きゅう力りょく」の３つの要よう素そがあるという。そして、最さい大だい筋きん力りょくを強つよくしたかったら、少すくない回かい数すうで最さい大だい筋きん力りょくの65～１００％の負ふ荷かをかけ、パワーや持じ久きゅう力りょくを身みにつけたければ、負ふ荷かを軽かるくして回かい数すうを増ふやせばいい、とある。

　そ、そうなの!?　劇げき中ちゅうで飛雄馬ひゅうまは「この悪あく魔まみたいなギプスは、おれの腕わん力りょくを十じゅう分ぶんの一以い下かにしちまうんだからな」と言いっていた。すると、大だいリーグボール養よう成せいギプスは、最さい大だい筋きん力りょくの90％以い上じょうの負ふ荷かをかけていたことになる。しかも、起おきてから寝ねるまで一いち日にち中じゅう！　これでは３つの要よう素そのうち、どの筋きん力りょくもアップしないことに……。

　また、『船ふな木き誠まさ勝かつのハイブリッド肉にく体たい改かい造ぞう法ほう』（ベースボール・マガジン社しゃ）は、筋きん力りょくの増ぞう強きょうには休きゅう養ようが大たい切せつだと強きょう調ちょうしている。同おなじ場ば所しょの強きょう化かは、週しゅうに２～３回かいに留とどめるべきだというのだ。

　うーむ。まだ書かき始はじめて３ページ目めなのに、もう「ダメ」という結けつ論ろんが出でちゃったってこと!?　い～や、筆ひっ者しゃも大だいリーグボール養よう成せいギプスに憧あこがれ、花はな形がたの解かい説せつに深ふか々ぶかとうなずいた世せ代だい。たった２冊さつの本ほんを読よんで「はい、そうですか」と簡かん単たんにナットクするわけにはいきませんぞ。




◆大だいリーグボール養よう成せいギプスはいくらでできる？

　よし、実じっ際さいにギプスを作つくり、装そう着ちゃくして、わが身みでその効こう果かを証しょう明めいしようではないか。

　……と思おもったが、大だいリーグボール養よう成せいギプスを作つくるのに、いくらかかるのか。劇げき中ちゅうの描びょう写しゃから推すい測そくすると、ギプスのベルト部ぶ分ぶんは革かわ製せいだろう。そして、バネはもちろん、固こ定ていするための金かな具ぐも必ひつ要ようだ。この頃ころの『巨きょ人じんの星ほし』の舞ぶ台たいは１９６０年ねん代だいだが、現げん在ざいの貨か幣へい価か値ちで試し算さんしてみると……、


①ギプスには、幅はば５㎝、長ながさ30～60㎝ほどの革かわベルト７本ほんが使つかわれている。これを作つくるには60㎝×30㎝ほどの革かわ生き地じが必ひつ要ようだ。ネットで調しらべると、牛ぎゅう革かわで２５２０円えん。

②革かわの加か工こうには専せん用ようの道どう具ぐが不ふ可か欠けつ。レザークラフトの道どう具ぐを探さがすと、初しょ心しん者しゃ用ようの１セットが９４５０円えん。革かわそのものより高たかい！

③ギプスの金かな具ぐは、片かた手てでパチンと着ちゃく脱だつできるスグレモノ。ネットでワンタッチ金かな具ぐがついたベルトが１本ぽん２５９０円えんで売うっていたから、これを流りゅう用ようしよう。ジョイント部ぶは５ヵ所しょあるから、合ごう計けい１万まん２９５０円えん。

④金きん属ぞく加か工こうには昔むかしはどこの家いえにもあったハンマーやペンチに加くわえ、素そ材ざいを叩たたいたり切きったりする台だいになる金かな床とこも必ひつ要ようだ。これも購こう入にゅうするならば、５７９０円えん。

⑤最さい後ごに、大だいリーグボール養よう成せいギプスの命いのちともいえるバネ。強つよいバネを手てに入いれるには、50㎏ぐらいまで量はかれるバネ秤ばかりを買かって、取とり外はずすのが早はやい。値ね段だんは１つ１万まん２５００円えん。６本ぽんで７万まん５千せん円えんだ！



　……という試し算さんになって、合ごう計けい10万まん５７１０円えん！　えーっ、そんなに高たかいのー!?




◆いざ、装そう着ちゃくしてみると……!?

　うーむ。大だいリーグボール養よう成せいギプスの効こう果かを疑うたがうつもりはないんだケド、この実じっ験けんに10万まん円えんかけるほどの財ざい力りょくと根こん性じょうが筆ひっ者しゃにはありません。そこでホームセンターへ行いき、工こう作さく用ようのバネ６本ぽんと、綿めんのロープを買かってきた。これで簡かん素そなものを作つくって装そう着ちゃくすれば、豪ごう速そっ球きゅうは投なげられなくても、筋きん肉にくが鍛きたえられる感かん触しょくくらい得えられるはずだ。

　そして１時じ間かんほどかけて製せい作さくし、飛雄馬ひゅうまがやっているように上じょう半はん身しん裸はだかになって素す肌はだに装そう着ちゃく、投とう球きゅう動どう作さを行おこなってみると……、あれっ、バネはほとんど伸のび縮ちぢみしない！　その結けっ果か、腕うでに負ふ荷かもかからない！

　これでは筋きん力りょくどころか、根こん性じょうすら鍛きたえることができないよ。どうなってんの!?　と思おもいながら、腕うでを曲まげ伸のばししていたら……いててててッ！　わずかに縮ちぢむバネに肉にくを挟はさまれた！

　考かんがえてみれば当とう然ぜんである。肩かたと肘ひじ、肘ひじと手て首くびのあいだということは、バネは１本ぽんの骨ほねの端はしと端はしで固こ定ていされているわけだ。腕うでをどのように動うごかしても伸のび縮ちぢみするはずはない。おまけにバネが素す肌はだに接せっしているから、少すこし縮ちぢんだだけで肉にくを挟はさまれる。これ、痛いたみに耐たえる根こん性じょうが身みにつくだけだと思おもう……。

　筋きん肉にくに負ふ荷かをかけるなら、バネは「肩かたと手て首くび」のように、関かん節せつをまたぐ形かたちで取とりつける必ひつ要ようがある。試ためしに、肩かたと手て首くびをバネでつないでみると、おお、これは強きょう力りょくな負ふ荷かがかかる。何なにより、肉にくを挟はさまれずにすむのがありがたい。科か学がく的てきに考かんがえれば、飛雄ひゅう馬まにはこのようなタイプのギプスを、週しゅうに３回かいくらい短たん時じ間かん装そう着ちゃくすることをオススメしたい。

　ただし、飛雄馬ひゅうまを思おもって、この特とっ訓くん器き具ぐを作つくった父ちち・一いっ徹てつの愛あい情じょうは本ほん物ものであろう。肉にくを挟はさまれる痛いたみに耐たえ抜ぬいた飛雄馬ひゅうまのド根こん性じょうも、筋すじ金がね入いりだったと思おもいます。
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　驚おどろいた！　イソップ童どう話わ『金きんの斧おの 銀ぎんの斧おの』について、筆ひっ者しゃは大おおきな思おもい違ちがいをしていた。

　働はたらき者ものの木きこりが、池いけに斧おのを落おとしてしまった。すると、池いけのなかから美うつくしい女め神がみが金きんの斧おのを持もって現あらわれ、涼すずしい笑え顔がおで「あなたが落おとした斧おのはこれですか？」と聞きいてくる……という話はなしだと思おもっていたのだ。

　ところが、『イソップ童どう話わ三年ねん生せい』（三み田た村むら信のぶ行ゆき編へん著ちょ／偕かい成せい社しゃ）など、子こども向むけのイソップ童どう話わ集しゅうを読よんでみたところ、どの本ほんでも、池いけから現あらわれる神かみさまは、女め神がみではなく、おっちゃん！　なかには、禿はげ頭あたまのじいさんみたいな挿さし絵えを描かいている本ほんもある。わ～ん、それイヤだ～。

「どんな神かみさまだろうと、物もの語がたりの意い味みは変かわらないのでは？」と思おもったあなた。それは、無ぶ粋すいというものだ。美うつくしい女め神がみさまが現あらわれるからこそ、夢ゆめとロマンが広ひろがるんじゃん！

　でも、原げん典てんはどうなっているのだろう？　そこで子こども向むけの本ほんではなく、岩いわ波なみ文ぶん庫この『イソップ寓ぐう話わ集しゅう』（中なか務つかさ哲てつ郎お訳やく）を読よんでみたところ、ますますビックリすることとなった。




◆イメージと違ちがうのでビックリ！

　グリム童どう話わやアンデルセン童どう話わが19世せい紀きに書かかれたのに比くらべると、イソップ童どう話わが作つくられたのは飛とび抜ぬけて古ふるい。作さく者しゃのイソップは、紀き元げん前ぜん６００年ねんくらいのギリシャにいた人ひとらしいのだ。なんと、いまから２６００年ねんくらい前まえ！　日にっ本ぽんは縄じょう文もん時じ代だい！　どしぇー！

　そして『イソップ寓ぐう話わ集しゅう』において、この物もの語がたりのタイトルは「木き樵こりとヘルメス」で、その本ほん文ぶんは、全ぜん部ぶで39字じ×15行ぎょう。この『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑦』が、紙かみ版ばんでは一いちページあたり43字じ×15行ぎょうだから、その一いちページに収おさまっちゃう文ぶん章しょう量りょうしかない。

　タイトルのヘルメスって誰だれ!?　と不ふ審しんに思おもうが、これはギリシャ神しん話わに出でてくる神かみ々がみの一人ひとりで、『イソップ寓ぐう話わ集しゅう』には何なん度ども登とう場じょうする。この本ほんの注ちゅう釈しゃくには「オリュンポス十じゅう二に神しんの主しゅ神しんゼウスの末まっ子し。富とみと幸こう運うんをもたらし、旅たび人びと、商しょう業ぎょう、そして泥どろ棒ぼうさえも守しゅ護ごする神かみと考かんがえられた」とある。つまり、このヒトがいろいろな斧おのを持もって出でてくる神かみさまの原げん型けいなのだ。

　さらに、物もの語がたりそのものも微び妙みょうに違ちがっていて、冒ぼう頭とうを書かき写うつすと、こうなっている。

「ある男おとこが川かわの側そばで木きを伐きっていて、斧おのを飛とばしてしまった。斧おのが流ながされたので、土ど手てに座すわって嘆なげいていると、ヘルメスが憐あわれに思おもってやって来きた。そして泣ないている訳わけを聞きき出だすと、まずは潜もぐって行いって、男おとこのために金きんの斧おのを持もって上あがり、これがお前まえのものかと尋たずねた」

　ややや～。舞ぶ台たいは池いけでも沼ぬまでもなく、川かわ！　しかも、ヘルメスはその川かわに住すんでるヌシみたいな神かみさまでもなんでもなく、通とおりかかったヒト！　筆ひっ者しゃが幼おさない頃ころから思おもい込こんでいた「池いけから美うつくしい女め神がみさまがザザーッと登とう場じょう」というのとは全ぜん然ぜん違ちがうなあ。やっぱり２６００年ねんも昔むかしの話はなしだからかなあ。




◆金きんの斧おのは役やくに立たたない！

　などと、信しんじ込こんでいたイメージとの落らく差さを嘆なげいてばかりいたのでは、科か学がくにならない。しかしこれ、科か学がく的てきにとても心しん配ぱいになるお話はなしなのだ。金きん銀ぎんの斧おのをもらった木きこりは、本ほん当とうに幸しあわせになれたのだろうか？

　念ねんのために、物もの語がたりの続つづきを書かいておくと、次つぎのとおり。神かみさまが金きんの斧おのを差さし出だして「お前まえのものか」と尋たずねると、木きこりは正しょう直じきに「違ちがいます」と答こたえる。続つづいて、神かみさまは銀ぎんの斧おのを持もって現あらわれるが、これについても同どう様ように、木きこりは所しょ有ゆう権けんを否ひ定ていする。

　そして、３度ど目めに出だされた鉄てつの斧おのを見みて「ああ、それこそ自じ分ぶんの斧おのです」と言いうと、神かみさまは感かん心しんし、金きんと銀ぎんの斧おのも含ふくめて３本ぼんとも与あたえる。木きこりはそれらを持もって帰かえり、仲なか間まにこの話はなしをする。うらやんだ仲なか間まの一人ひとりが、自じ分ぶんも金きんの斧おのをもらおうと、わざと鉄てつの斧おのを落おとすが……、続つづきは書かかなくてもおわかりですね。

　金きんの斧おのを持もって現あらわれた神かみさまに、いけしゃあしゃあと「それが自じ分ぶんの斧おのです」と言いって、鉄てつの斧おのさえ返かえしてもらえなくなった仲なか間まについては、自じ業ごう自じ得とくとあきらめてもらうしかないだろう。だが、金きん銀ぎんの斧おのをもらった正しょう直じきな木きこりは、その後あとどうしたのか？

　金きんも銀ぎんも、重おもい金きん属ぞくだ。同おなじ体たい積せきあたりの重おもさが、金きんは鉄てつの２・４５倍ばい、銀ぎんは１・３３倍ばい。現げん代だいの斧おのは３㎏ぐらいだが、昔むかしはいろんなものがゴツかったので、このお話はなしに出でてくる２６００年ねん前まえの斧おのは、５㎏だったと仮か定ていしよう。

　これと同おなじ体たい積せきだったとすると、銀ぎんの斧おのさえ６・７㎏、金きんの斧おのともなると12・３㎏！　鉄てつの斧おのと合あわせて、木きこりの荷に物もつはいきなり24㎏となったわけだ。大おおきなペットボトル12本ほん分ぶんの重じゅう量りょうだから、これ担かついで帰かえるの、ちょっと大たい変へんだったのではないかと思おもう。

　しかも、金きんや銀ぎんは軟やわらかい金きん属ぞくである。鋼こう鉄てつに比くらべると、硬かたさは金きんが45分ぶんの１、銀ぎんが35分ぶんの１。斧おのの素そ材ざいとしてはあまりにナマクラであり、そんな斧おのをもらっても明あ日すからの仕し事ごとには、なんの役やくにも立たたない。ただ重おもいだけ。木きこりはこれらの斧おのをどうしたのかなあ？

　もちろん、売うり飛とばしたのだろうと筆ひっ者しゃは思おもいます。金きんや銀ぎんはとても高こう価かな金きん属ぞくで、売うれば相そう当とうな金きん額がくになるはずだ。

　２６００年ねん前まえのギリシャにおける金きんや銀ぎんの価か値ちは、筆ひっ者しゃには全ぜん然ぜんわからないので、現げん在ざいの日にっ本ぽんと同おなじだと考かんがえて計けい算さんしてみよう。

　これを書かいている２０１６年ねん３月がつ13日にちの相そう場ばでは、金きんが１ｇで４９４１円えん。銀ぎんが１ｇで60・２７円えん。すると、金きん属ぞくとしての価か値ちだけで、銀ぎんの斧おのですら40万まん円えん、金きんの斧おのに至いたっては６０６２万まん円えん！　金きん銀ぎんペアの斧おのとなれば、美び術じゅつ工こう芸げい品ひんとしてのプレミアもつくだろう。１億おく円えんくらいにはなるのではないかな。うひょひょ～ッ！

　だがそのヨロコビも、売うれれば、の話はなし。木きこりが住すんでいるのは、その職しょく業ぎょう柄がら、おそらく山やま奥おくだろう。行ぎょう商しょう人にんもそうそう訪たずねてこないだろうし、訪たずねてきたところでそんな大たい金きんは持もっておるまいから、自じ分ぶんで重おもい斧おのを担かついで街まちまで売うりに行いかねばなるまい。１億おく円えんもの大たい金きんをポンと払はらってくれる超ちょう大おお金がね持もちに巡めぐり会あえればいいが、いるかなあ、そんな人ひと？

　首しゅ尾びよく売うれたとしても、その超ちょう大たい金きんを担かついで家いえまで持もち帰かえることになる。山さん賊ぞくに襲おそわれそうで不ふ安あんだなあ。運うんよく持もち帰かえれたとしても、明あ日すはその超ちょう大たい金きんを家いえに置おいて、木きこりの仕し事ごとに行いかねばならない。盗ぬすまれないか気きが気きじゃなくて、仕し事ごとどころではない……。

　正しょう直じきなおかげで、金きんの斧おのと銀ぎんの斧おのを手てに入いれた木きこり。彼かれの真しんの試し練れんは、そこから始はじまったのではないかと想そう像ぞうします。
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　ついに終おわってしまったなあ、『暗あん殺さつ教きょう室しつ』。なんとも刺し激げき的てきなタイトルの作さく品ひんで、最さい初しょはいったいどうなることかと思おもったが、予よ想そうを裏うら切ぎるハートフルな学がく園えんドラマだった。

　先せん生せいと生せい徒とたちの交こう流りゅうは「先せん生せいの暗あん殺さつ」という、なんとも変かわった形かたちで行おこなわれたが、生せい徒とたちはしっかりと成せい長ちょうしていった。途と中ちゅう、驚おどろくべき真しん実じつが明あかされたりして、そして未み来らいにつながる、あのような結けつ末まつを迎むかえるとは……。

　余よ韻いんをかみしめていないで、物もの語がたりを振ふり返かえろう。『暗あん殺さつ教きょう室しつ』の幕まく開あけは、衝しょう撃げき的てきだった。ニュースは伝つたえる。「月つきが!!　爆ばく発はつして７割わり方がた蒸じょう発はつしました!!」。

　その直ちょく後ご、椚くぬぎヶが丘おか中ちゅう学がっ校こう３年ねんＥイー組ぐみに、謎なぞの生せい命めい体たいがやってきて「私わたしが月つきを爆やった犯はん人にんです」「来らい年ねんには地ち球きゅうも爆やる予よ定ていです」「君きみ達たちの担たん任にんになったのでどうぞよろしく」と挨あい拶さつした。この生せい命めい体たいは、自じ分ぶんに地ち球きゅうを破は壊かいする力ちからがあることを示しめすために、月つきを破は壊かいしてみせたらしい。

　地ち球きゅうの破は壊かいを宣せん言げんした生せい命めい体たいに対たいし、各かっ国こく政せい府ふは攻こう撃げきを試こころみるが、弾だん丸がんを撃うち込こんでも体たい内ないで溶とかされてしまうし、生せい命めい体たいはマッハ20の速そく度どで移い動どうできるから、戦せん闘とう機きもミサイルも通つう用ようしない。その状じょう況きょうに対たいし、生せい命めい体たいは「それでは面おも白しろくない」と考かんがえ、３年ねんＥイー組ぐみの担たん任にんとなって、生せい徒とたちに自じ分ぶんを暗あん殺さつするチャンスを与あたえることにしたのだった。それでも暗あん殺さつはうまくいかず、生せい徒とたちは「殺ころせない先せん生せい」という意い味みで「殺ころせんせー」と呼よぶようになった。殺ころせんせーは、ときに厳きびしく、ときに優やさしく、暗あん殺さつの手てほどきをしながら生せい徒とたちと心こころを通かよわせていく……。

　注ちゅう目もくしたいのは、殺ころせんせーの移い動どう速そく度どが「マッハ20」だったこと。なかなか暗あん殺さつできなかった最さい大だいの要よう因いんは、この能のう力りょくではないだろうか。




◆マッハ20とはどれほど速はやい？

　というわけで、本ほん稿こうでは殺ころせんせーの移い動どう速そく度どを考かんがえたいのだが、その前まえに、科か学がく的てきに気きになってたまらない問もん題だいがある。それは「月つきが爆ばく発はつして、７割わり方がた蒸じょう発はつ」したという現げん象しょうだ。

　マンガのコマを見みると、月つきには巨きょ大だいな球きゅう面めん状じょうの穴あなが開あき、立りっ体たい的てきな三み日か月づきの形かたちになっている。爆ばく発はつして蒸じょう発はつした結けっ果かこうなったとしたら、その爆ばく発はつは月つきの中ちゅう心しんをやや外はずれたところで起おきたのだろう。月つきの７割わりを蒸じょう発はつさせるエネルギーとは、ビキニ水すい爆ばく40兆ちょう発はつ分ぶん！　同おなじエネルギーを地ち球きゅうで爆ばく発はつさせた場ば合あい、地ち球きゅうそのものを破は壊かいすることはできないが、地ち球きゅうを生せい物ぶつの暮くらせない不ふ毛もうの惑わく星せいに変かえられる。恐おそるべきことだ。

　では、月つきの７割わりが蒸じょう発はつしただけでは、地ち球きゅうに実じつ害がいは出でないのか？

　いちばん大おおきく影えい響きょうされるのは潮しおの満みち引ひきだ。地ち球きゅうの潮しおの満みち引ひきは、その３分ぶんの２が月つきの重じゅう力りょく、３分ぶんの１が太たい陽ようの重じゅう力りょくの影えい響きょうだから、月つきが現げん在ざいの３割わりになったら、潮しおの満みち引ひきの高こう低てい差さが現げん在ざいの半はん分ぶんほどに減へるはずだ。これによって、かろうじて残のこっている干ひ潟がたの面めん積せきは半はん分ぶんになる。また、瀬せ戸と内ない海かいなどの内ない海かいでは、海かい水すいの出で入いりが半はん分ぶんになり、その結けっ果か、海うみが汚よごれやすくなって、おいしいカキも、タイも、カタクチイワシも獲とれなくなるだろう。それはあまりに残ざん念ねん。やっぱり月つきを壊こわしたりしてはいけないのである！
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　……と、ずっと気きになっていたことが書かけたところで、ここからが本ほん題だい。殺ころせんせーの最さい大だいの脅きょう威いは「マッハ20」というスピードだった。これは、そもそもどういう速そく度どなのか。

　マッハとは、音おとの速はやさの何なん倍ばいかを表あらわす単たん位いだ。音おん速そくは気き温おんが上あがるほど速はやくなり、地ち球きゅうの平へい均きん気き温おんに近ちかい15℃のとき、秒びょう速そく３４０ｍ。するとマッハ20とは、秒びょう速そく３４０ｍ×20＝秒びょう速そく６８００ｍ＝時じ速そく２万まん４５００㎞。東とう海かい道どう新しん幹かん線せんの86倍ばい、ジェット旅りょ客かっ機きの29倍ばい、ライフル弾だんの７倍ばい！

　この猛もう烈れつなスピードを活いかして、殺ころせんせーは悠ゆう々ゆう自じ適てきの教きょう師しライフを送おくっていた。

　朝あさのホームルームの前まえにはハワイで英えい字じ新しん聞ぶんと飲のみ物ものを買かってきて、昼ひる休やすみは中ちゅう国ごくの四し川せんに麻マー婆ボー豆どう腐ふを食たべにいき、放ほう課か後ごにはニューヨークで大だいリーグ観かん戦せん。椚くぬぎヶが丘おか中ちゅう学がくが東とう京きょうにあるとすれば、各かく地ちまでの所しょ要よう時じ間かんは、ホノルルまで15分ふん10秒びょう、四し川せん省しょうの省しょう都と・成せい都とまで８分ぷん５秒びょう、ニューヨークまで26分ぷん36秒びょう、地ち球きゅうの裏うら側がわのリオ・デ・ジャネイロまで行いくのさえ45分ふん25秒びょう！　殺ころせんせーにとっては、この広こう大だいな地ち球きゅうは一ひとつの街まちみたいなものなのだ。




◆周しゅう囲いの動うごきがスローに見みえる

　こんな殺ころせんせーにとって、生せい徒とたちの攻こう撃げきはどれほどの効こう果かがあるのだろうか。

　マッハ20とは、１００ｍを０秒びょう０１４７で駆かけ抜ぬけるスピードだ。一いっ般ぱん人じんなら15秒びょうほどかかるから、殺ころせんせーは人にん間げんの１千せん倍ばいも速はやいということだ。すると、他ほかの動どう作さのスピードも１千せん倍ばい、それを支ささえる反はん射しゃ神しん経けいや思し考こう速そく度ども１千せん倍ばいと考かんがえるべきだろう。殺ころせんせーにとって、生せい徒とたちの攻こう撃げきはスローモーションのように見みえるはずだ。

　たとえば生せい徒とたちは、殺ころせんせーの細さい胞ぼうを破は壊かいできるナイフやＢビーＢビー弾だんを渡わたされていた。エアガンの発はっ射しゃ速そく度どは、秒びょう速そく80ｍほどだから、ＢビーＢビー弾だんも同おなじだとしたら、殺ころせんせーには秒びょう速そく８㎝に見みえる！　生せい徒とたちは、朝あさのホームルームで殺ころせんせーに向むけて一いっ斉せい射しゃ撃げきを行おこなっていたが、生せい徒とたちとの平へい均きん距きょ離りを５ｍとすると、殺ころせんせーには62・５秒びょうかかって飛とんでくるように感かんじられるのだ。なんと１分ぷん以い上じょう。軽かるく準じゅん備び運うん動どうしてから避よけたって、余よ裕ゆうで間まに合あう。

　また、殺ころせんせーは赤あか羽ばね業カルマという生せい徒とに、その驚きょう異いのスピードを見みせつけた。殺ころせんせーは授じゅ業ぎょう中ちゅうの暗あん殺さつを禁きん止ししていたが、業カルマはそれを破やぶり、黒こく板ばんに向むかっている殺ころせんせーに、いちばん後うしろの席せきからエアガンを向むける。引ひき金がねを引ひこうとした業カルマの右みぎ手てには、いつの間まにか殺ころせんせーの触しょく手しゅがまとわりつき、指ゆびが押おさえられていた。

　殺ころせんせーは何なに事ごともなかったかのように振ふり向むいて「……となります。ああカルマ君くん、銃じゅうを抜ぬいて撃うつまでが遅おそすぎますよ」（句く読とう点てんは筆ひっ者しゃ）。そして「ヒマだったのでネイルアートを入いれときました」。見みると、カルマの左ひだり手ての爪つめには、手ての込こんだネイルアートが施ほどこされていた。

　これはスゴイ！　人にん間げんが脳のう内ないで何なにかをしようと決きめてから実じっ際さいに行こう動どうを起おこすまで、０・１秒びょうかかるといわれている。業カルマも「撃うつぞ」と決きめてから引ひき金がねを引ひくまでの０・１秒びょうを狙ねらわれたのだろう。殺ころせんせーにはその０・１秒びょうが１千せん倍ばいの１００秒びょうに感かんじられる。それだけの時じ間かんがあったら、指ゆびを押おさえることなど簡かん単たんで、ゆっくりネイルアートを施ほどこす時じ間かんも……うーん、これはあるかなあ？

　調しらべてみると、ネイルアートには１時じ間かんはかかるという。１時じ間かんは３６００秒びょうだから、０・１秒びょうの３万まん６千せん倍ばい。１千せん倍ばいの動うごきでは、これはちょっと難むずかしいかもしれません。




◆どうしたら暗あん殺さつできる？

　連れん載さい中ちゅう、筆ひっ者しゃもどうすれば殺ころせんせーを暗あん殺さつできるか、いろいろ考かんがえてみた。

　頼たよりになるのは、殺ころせんせーの細さい胞ぼうを破は壊かいするＢビーＢビー弾だんだ。これを、エアガンで撃うつなどという生なま易やさしい殺やり方かたではなく、教きょう室しつの天てん井じょうから豪ごう雨うのように落おとすとしたら……？

　計けい算さんしてみると、ああっ、ダメだ！　殺ころせんせーの頭ず上じょう１ｍから落おとした場ば合あい、ＢビーＢビー弾だんが殺ころせんせーの頭あたまに触ふれるまで０・４５秒びょう。これも、殺ころせんせーにとっては４５０秒びょう＝７分ふん30秒びょうもかかるノンビリした現げん象しょうなのだ。落おちてくるのに気きづいてからトイレに行いって帰かえってきても、まだ逃にげる余よ裕ゆうがある！

　それなら、この宇う宙ちゅうでいちばん速はやい光ひかり、しかも破は壊かい力りょくを持もつレーザー光こう線せんを浴あびせたら？　その速はやさは、空くう気き中ちゅうの音おん速そくをもとにするとマッハ88万まん！

　……いや、それでもダメだ。人にん間げんには、行こう動どうを起おこすまでの０・１秒びょうがある。秒びょう速そく６８００ｍで動うごける殺ころせんせーは、その間かんに６８０ｍも迫せまってくる。つまり、それ以い上じょう離はなれた場ば所しょから撃うたなければ指ゆびを押おさえられてしまうわけで、そんなに遠とおくからでは、こっちの狙ねらいが定さだまらない！

　こんなふうに『暗あん殺さつ教きょう室しつ』には、自じ分ぶんだったらどうするか……と考かんがえる楽たのしみもあったのだがなあ。終おわってしまい、本ほん当とうに残ざん念ねん。でも、とても面おも白しろく、素す敵てきなマンガでした。
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『スーパーマリオブラザーズ』が発はつ売ばいされたのは１９８５年ねん。なんと30年ねん以い上じょうも前まえである。これが大だいヒットして、シリーズ商しょう品ひんがたくさん作つくられ、これまでに合ごう計けい５億おく本ほんが売うれたという！　すごいなあ。マリオは、世せ界かいでいちばん有ゆう名めいな「ひげを生はやした小こ太ぶとりの男おとこ」だろうなあ。

　マリオがひたすら進すすんでいくのは、ピーチ姫ひめを救すくうためである。何なん度どマリオが助たすけ出だしても、またさらわれるピーチ姫ひめの危き機き管かん理り意い識しきはどうなっているのか!?　と問もん題だい提てい起きしたくなるが、いま問とうべきはそれではない。

　本ほん稿こうで検けん証しょうしたいのは、「マリオがパンチでレンガを砕くだく」という現げん象しょうだ。

　普ふ段だんはダッシュやジャンプで敵てきを避よけているマリオだが、巨きょ大だい化かすると一いっ転てん、ポコポコと蹴け散ちらしていく。特とくにパンチは強きょう力りょくで、かなりでっかいレンガを、ジャンプしてドカドカ打うち砕くだく！

　すごいことである。レンガをぶち壊こわすパンチの威い力りょくとは、いったいどれほどなのか。




◆デカい！　強つよい！　ものすごい！

　まず、あの小こ太ぶとりのおっちゃん、いや、僕ぼくらのマリオの体たい格かくを把は握あくしたい。公こう式しき発はっ表ぴょうによれば、マリオの身しん長ちょうは１ｍ55㎝だという。それがキノコを食たべたり、花はなを取とったりすると、軽けい快かいな音おん楽がくとともに巨きょ大だい化かするけれど、あれはどのくらいに大おおきくなっているのだろう？

　ゲームの画が面めんに定じょう規ぎを当あててみると、巨きょ大だい化かマリオの身しん長ちょうは、普ふ段だんのマリオのジャスト２倍ばいだ。ということは、巨きょ大だい化かマリオは３ｍ10㎝ということになる！　路ろ線せんバスの屋や根ねの高たかさくらいだから、相そう当とうデカい。

　体たい重じゅうは公こう表ひょうされていないので、推すい測そくしよう。普ふ段だんのマリオの体たい重じゅうは、太ふとり具ぐ合あいから考かんがえて、80㎏ほどではないだろうか。

　身しん長ちょうが２倍ばいになると、体からだの横よこ幅はばも前ぜん後ごの厚あつみも２倍ばいになるから、体たい重じゅうは８倍ばい。つまり巨きょ大だい化かマリオの体たい重じゅうは推すい定てい６４０㎏だ！　横よこ綱づな白はく鵬ほうの４倍ばいも重おもいわけで、そりゃ強つよいでしょうなあ。

　で、この巨きょ体たいから繰くり出だされるパンチが、レンガをブチ砕くだくわけである。

　マリオのパンチは、腕うでをまっすぐ上うえに伸のばして、体からだごとぶつかるようにして放はなたれる。この打うち方かたなら、パンチの破は壊かい力りょくは、ジャンプするスピードで決きまることになる。

　パンチの破は壊かい力りょくを推すい測そくするために、ぶち壊こわしたレンガの重おもさを求もとめよう。

　いちばん一いっ般ぱん的てきな茶ちゃ色いろいレンガは、長ながさ21㎝、幅はば10㎝、厚あつさ６㎝という大おおきさだ。名めい称しょうを「おなま」というらしい。お名な前まえがおなま。わー、語ご源げんがモノスゴク気きになるが、いまそれに心こころを奪うばわれているヒマはない。ざわつく心こころを抑おさえつつ、近きん所じょのホームセンターで、おなまを一ひとつ買かってきた。重おもさを量はかると、２・４６㎏である。

　一いっ方ぽう、マリオが打うち砕くだくレンガは、おなまよりはるかに巨きょ大だいだ。再ふたたびゲームの画が面めんに定じょう規ぎを当あててみると、レンガは高たかさも幅はばも、普ふ段だんのマリオの身しん長ちょうに等ひとしい。厚あつさも同おなじと考かんがえるなら、このレンガは一いっ辺ぺん１ｍ55㎝の立りっ方ぽう体たいということになる。レンガとしては異い様ようなビッグサイズだ。おなまの重おもさを元もとに、このレンガの重おもさを計けい算さんすると、なんと７・３ｔ。小こ型がたのバスぐらい！

　いくら推すい定てい体たい重じゅう６４０㎏のマリオでも、体からだごと拳こぶしをぶつけて、これを砕くだくのは大たい変へんだ。要よう求きゅうされるスピードは時じ速そく１７２㎞！　すごい。もしレンガがなければ、マリオは高こう度ど１１６ｍまで跳とび上あがれる計けい算さんになる。




◆普ふ段だんのマリオもメチャ強つよい

　まことに強きょう烈れつな巨きょ大だい化かマリオのパンチだが、実じつは普ふ段だんのマリオのパンチも、侮あなどれないのではないかと筆ひっ者しゃはニラんでいる。

　そう感かんじるのは、巨きょ大だい化かする直ちょく前ぜんだ。マリオが巨きょ大だい化かするには、キノコや花はなを取とらねばならず、そのキノコや花はなは、決きまった場ば所しょでレンガに下したからパンチを打うち込こむと出でてくる。

　そのとき、レンガはちょっと浮うき上あがるのだ。さっきの計けい算さんだと重じゅう量りょう７・３ｔもあるレンガなのに、それをパンチで浮うき上あがらせる……！

　レンガはどのくらい浮うき上あがっているのか？　またまた画が面めんに定じょう規ぎを当あてると、なんとレンガは一いっ辺ぺんの半はん分ぶんの高たかさまで持もち上あがっている。レンガの一いっ辺ぺんは１ｍ55㎝だったから、77・５㎝ということだ。

　このときのパンチも、巨きょ大だい化かしたときとまったく同おなじ打うち方かただ。すなわち、拳こぶしをまっすぐ伸のばして、体からだごとブチ当あたる。

　体たい重じゅう80㎏のマリオが、７・３ｔの物ぶっ体たいを殴なぐって77・５㎝も浮うき上あがらせるには、猛もう烈れつなスピードのジャンプが必ひつ要ようなはずだ。計けい算さんしてみると、要よう求きゅうされる速そく度どは時じ速そく１２８０㎞＝マッハ１。なんと、巨きょ大だい化かしたときより７・３倍ばいも速はやい！

　これはモーレツにすごいことですよ。もしレンガがなければ、このパンチを放はなったマリオは、高こう度ど６４００ｍまで跳とび上あがれる計けい算さんになる！　富ふ士じ山さんが３７７６ｍだから、その１・７倍ばいも高たかい。この人ひと、ジャンプすれば楽らく々らくと富ふ士じ山さんに跳とび乗のれるのだ。
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◆小ちいさいほうが強つよい!?

　しかし、普ふ段だんのサイズのマリオのほうが、巨きょ大だい化かしたときの７・３倍ばいものスピードでジャンプする、というのはどうなんだろう？　力りき士しや陸りく上じょう選せん手しゅを思おもい浮うかべると、「体からだの小ちいさなときのほうが速はやい」というのは、なんとなく納なっ得とくできそうな気きもするけど……。

　破は壊かいという現げん象しょうで問もん題だいになるのは、エネルギーだ。物ぶっ体たいのエネルギーは「重おもさ×スピード×スピード」で決きまるから、普ふ通つうのマリオと巨きょ大だい化かマリオを比ひ較かくするとこうなる。


・普ふ通つうのマリオ：80×１２８０×１２８０＝１３１０７２０００

・巨きょ大だい化かマリオ：６４０×１７２×１７２＝１８９３３７６０



　わーお！　並ならべると一いち目もく瞭りょう然ぜん。普ふ通つうのマリオのパンチのほうが、巨きょ大だい化かマリオのパンチよりも７倍ばいも大おおきなエネルギーを持もっている！　すごいことがわかっちゃったなー。

　……などと喜よろこんでる場ば合あいなのか。この計けい算さんによれば、巨きょ大だい化かして叩たたいたら粉ふん砕さいされるレンガが、エネルギー７倍ばいのパンチを浴あびせたときには、壊こわれずに持もち上あがるだけ……という不ふ可か解かいな現げん象しょうが起おこっていることになる。う～ん、不ふ思し議ぎ。

　謎なぞを解かい決けつしたと思おもうと、新あらたな謎なぞが生うまれるマリオ。30年ねん続つづくのもナットクの奥おく深ぶかさだなあ。
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　戦せん隊たいシリーズに巨きょ大だいロボットの出しゅつ動どう＆合がっ体たいは欠かかせない！

　とはいえ、戦せん隊たいの巨きょ大だいロボはシリーズの最さい初しょからいたわけではない。１９７９年ねんの第だい３作さく『バトルフィーバーＪジェイ』で初はつ登とう場じょうし、第だい４作さく『電でん子し戦せん隊たいデンジマン』から変へん形けいするようになり、第だい５作さく『太たい陽よう戦せん隊たいサンバルカン』から合がっ体たいするようになった。名な前まえはそれぞれ、バトルフィーバーロボ、ダイデンジン、サンバルカンロボ。いずれもシンプルでいいですなあ。

　こうした歴れき史しを経へて、戦せん隊たいロボ文ぶん化かがわが国くにに花はなを咲さかせ続つづけているわけである。35年ねん以い上じょうもロボットが合がっ体たいを繰くり返かえしていると、日にっ本ぽん人じんにとって、もはやロボットが合がっ体たいするのは常じょう識しきになりそうだが、すると皆みなさん、気きになりませんか？　あの巨きょ大だいなロボットの出しゅつ動どうや合がっ体たいにはどれだけの費ひ用ようがかかってるんだッ!?

　つばさ文ぶん庫こで、ゼニ金かねの問もん題だいを取とり扱あつかうのはどうかとも思おもうけど、未み来らいを担になう子こどもたちには、経けい済ざい感かん覚かくも大だい事じですからな！　などと言いって、強ごう引いんに舞ぶ台たい裏うらの経けい済ざい事じ情じょうを考かんがえようとする私わたし。ここでは、戦せん隊たいロボの合がっ体たいに必ひつ要ようなエネルギーを電でん気き代だいに換かん算さんしてみよう。




◆１回かいの合がっ体たいに３５０万まん円えん！

　巨きょ大だいなロボットの空くう中ちゅう合がっ体たい。本ほん稿こうでは、筆ひっ者しゃがシリーズ最さい強きょうではないかとニラんでいる第だい21作さく『電でん磁じ戦せん隊たいメガレンジャー』のメガボイジャーを例れいに考かんがえたい。

　このロボットは、５台だいのボイジャーマシンが「銀ぎん河が合がっ体たい」することで出しゅつ現げんする。銀ぎん河が合がっ体たいって何なんだ!?　と思おもうかもしれないけど、それは後あとで説せつ明めいすることとして、まず説せつ明めいすべきは、合がっ体たいしてメガボイジャーになる「ボイジャーマシン」だろう。

　ボイジャーマシンとは、メンバー５人にんがそれぞれ乗のるマシンで、ロボイジャー１ワン、シャトルボイジャー２ツー、ロケットボイジャー３スリー、ソーサーボイジャー４フォー、タンクボイジャー５ファイブ。それぞれ、名な前まえから推すい察さつされるとおりの形けい状じょうだが、ちょっとわかりにくいのはソーサーボイジャー４フォーだろう。これはフライングソーサー、つまり空そら飛とぶ円えん盤ばんのカタチをしているのだ。

　さて、この５台だいが合がっ体たいして登とう場じょうするメガボイジャーは、全ぜん高こう70ｍ、重じゅう量りょう４万まんｔ、出しゅつ力りょく６５００万まん馬ば力りき！　戦せん隊たいロボのなかでも屈くっ指しの巨きょ体たい、そして大だい出しゅつ力りょくである。

　当とう然ぜん、パーツとなるボイジャーマシンも重おもい。番ばん号ごうだけで示しめすと、１ワンと２ツーと４フォーが８５００ｔ、３スリーと５ファイブが９千せんｔ。合ごう計けいすると４万まん３５００ｔ。あれっ、計けい算さんが合あわない！　などという些さ末まつな問もん題だいは気きにせず（でもテストでは計けい算さん間ま違ちがいしないように気きをつけよう）、合がっ体たいに必ひつ要ようなエネルギーを求もとめよう。

　通つう常じょう、戦せん隊たいロボの合がっ体たいは、街まちをはるか見み下おろす上じょう空くうで行おこなわれる。ここではとりあえず、地ち上じょう１千せんｍで合がっ体たいすると仮か定ていしよう。

　それには、合ごう計けい４万まん３５００ｔの物ぶっ体たいを、上じょう空くう１千せんｍにまで持もち上あげることが最さい低てい条じょう件けんとなる。これに必ひつ要ようなエネルギーは、電でん力りょく量りょうに換かん算さんして11万まん８４９７[image: ]キロワット時じ。いつになく数すう字じが細こまかいのは、正せい確かくな電でん気き料りょう金きんを出だすためですね。

　電でん気き料りょう金きんの自じ由ゆう化かが注ちゅう目もくされているご時じ世せいだが、ここでは東とう京きょう電でん力りょくの「従じゅう量りょう電でん灯とうＢビー・Ｃシー」方ほう式しきで計けい算さんしよう。この場ば合あい、必ひつ要ような電でん気き料りょう金きんはなんと３５４万まん４００５円えん！

　これ以い外がいにも、マシンが互たがいに接せっ近きんしたり、空くう中ちゅうに留とどまって順じゅん番ばんを待まったり、パーツを変へん形けいさせたりするのにもエネルギーが必ひつ要ようだが、それは全ぜんマシンが上じょう空くう１千せんｍまで上じょう昇しょうするエネルギーに比くらべればわずかと考かんがえられるので、話はなしをシンプルにするために、ここでは無む視ししよう。それでも１回かいに３５４万まん４００５円えん。毎まい週しゅう１回かい×年ねん間かん50回かいこれが繰くり返かえされると、ぎょぎょっ、総そう額がく１億おく７７２０万まん２３９円えんになる！

　他ほかの戦せん隊たいも、ロボの重じゅう量りょうによって変へん動どうするだろうが、１回かいの合がっ体たいでこれに類るいするエネルギーを消しょう費ひしているということだ。第だい14作さく『地ち球きゅう戦せん隊たいファイブマン』や、第だい23作さく『救きゅう急きゅう戦せん隊たいゴーゴーファイブ』など、兄きょう弟だいや家か族ぞくだけで運うん営えいしていた戦せん隊たいは、この大たい金きんをどこから出だしてたんだろう？




◆世せ界かいのために、世せ界かいが滅ほろびる！

　いま考かんがえたのは「地ち上じょう１千せんｍ」での合がっ体たいである。だがメガボイジャーの場ば合あい、そんな生なまぬるいところで合がっ体たいするわけではない。

　このロボットは、マシンが月げつ面めんの基き地ちから出しゅつ撃げきし、地ち球きゅうまでやってくるあいだに、宇う宙ちゅう空くう間かんで合がっ体たいするのだ。これが冒ぼう頭とうでちらっと触ふれた「銀ぎん河が合がっ体たい」ということ。

　重じゅう力りょくのない宇う宙ちゅうでは、重おもいものでも地ち上じょうよりはるかに小ちいさなエネルギーで動うごかせる。おそらく合がっ体たいに必ひつ要ような費ひ用ようも、微び々びたるものだろう。そう、合がっ体たいそのものの費ひ用ようは。

　しかし、ボイジャーマシンが合がっ体たいするには、各かくマシンが月げつ面めんからやってこなければならない。そして、戦たたかいが終おわったら、いちいち月つきへ戻もどらねばならない、ということだ。

　合ごう計けい４万まん３５００ｔのボイジャーマシン５台だいを、月げつ面めんから地ち球きゅうへ運はこぶためのエネルギーを電でん気き料りょう金きんに換かん算さんすると……うおっ、５億おく５７７１万まん６６１６円えん！　た、高たかい！

　では、戦たたかい終おわって月げつ面めんへ帰かえるための電でん気き料りょう金きんは？　計けい算さんすると、ぎょぎょっ、２２１億おく３６５３万まん７７７７円えん！　高たかすぎる～！　地ち球きゅうは月つきより重じゅう力りょくが強つよいので、地ち球きゅうを飛とび立たって月つきへ帰かえるほうが、お金かねがかかるのだ。

　しかもこれは、地ち球きゅうと月つきを往おう復ふくするためのギリギリのエネルギーから計けい算さんしたものだ。アポロ宇う宙ちゅう船せんが月つきへ行いくのに片かた道みち３日かかかったように、実じっ際さいにギリギリでやると、とても時じ間かんがかかる。その点てん、メガボイジャーは大だい丈じょう夫ぶ。なんと月つきから１分ぷんほどでやってくる。あまりに速はやい！

　月つきと地ち球きゅうのあいだを１分ぷんで走そう破はするスピードとは、マッハ１万まん８４４５だ。４万まん３５００ｔのボイジャーマシンにこのような高こう速そくを与あたえるためのエネルギーとは、電でん気き料りょう金きんにして２京けい８４４７兆ちょう９６６７億おく９９１４万まん４７００円えん。わー、ついに京けいが出でたー！

　これは２０１４年ねんに全ぜん世せ界かいの個こ人じんや会かい社しゃが稼かせぎ出だしたお金かねの総そう額がくの３倍ばいである。そんなエネルギーを毎まい週しゅう毎まい週しゅう、合がっ体たいするためだけに使つかっていたら、世せ界かいを守まもるために、世せ界かいが滅ほろびる！

　で、肝かん心じんの戦たたかいにかかる費ひ用ようは？　戦せん隊たいロボが戦たたかう時じ間かんは、長ながくても２分ふんだ。６５００万まん馬ば力りきのメガボイジャーをフルパワーで２分ふん間かん動うごかすためのエネルギーは、電でん気き料りょう金きんにして４７６９万まん３２５７円えん。わー、合がっ体たいのほうが６億おく倍ばいも高たかい。効こう率りつ悪わるすぎ！

　もちろん、電でん磁じ戦せん隊たいメガレンジャーは、地ち球きゅうの平へい和わを守まもり抜ぬいた。よっぽどお金かね持もちだったか、素す晴ばらしいエネルギー技ぎ術じゅつを持もっていたからだろうと思おもいます。
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　筆ひっ者しゃは毎まい日にちたくさんの質しつ問もんをいただくが、なかでも『ポケットモンスター』に関かんするものは数かず多おおい。長ながく愛あいされてきたゲーム＆アニメだからなあ……と思おもっていたのだが、もう一ひとつ理り由ゆうがあることに気きがついた。

　ポケモンは何なん百びゃく体たいもいるけど、それぞれがどんな体たい格かくで、どんな能のう力りょくを持もつか、場ば合あいによっては生せい息そく地ち域いきや行こう動どう形けい態たいなども明あきらかになっているのだ。そういうヒントがあると、彼かれらが生いきている世せ界かいをイメージしやすいし、科か学がく的てきな疑ぎ問もんも生しょうじて、いろんなことを楽たのしく考かんがえられる。

「ピカチュウが肩かたの上うえに乗のってて、サトシは重おもくないの？」というのは、アニメ版ばんの『ポケモン』に関かんする問もん題だいだけど、これを考かんがえられるのもピカチュウの体たい格かくが明めい確かくにわかっているからだ。

　ポケモン図ず鑑かんによれば、ピカチュウは「高たかさ０・４ｍ　重おもさ６・０㎏」。

　大人おとなのネコの平へい均きん体たい重じゅうは、３～５㎏だから、ピカチュウはかなり大おおきなネコぐらいの体たい重じゅうがあるということだ。２Ｌリットル入いりのペットボトル３本ぼん分ぶんだから、結けっ構こうな重おもさですな。

　サトシは、このピカチュウをいつも肩かたに乗のせて、ポケモンマスターになるための旅たびを続つづけている。20年ねんほど学がく習しゅう塾じゅくの講こう師しをやっていた筆ひっ者しゃなど「学がっ校こうに行いかなくていいの!?」と気きを揉もんでしまうが、まあ、机つくえの上うえの勉べん強きょうだけが勉べん強きょうではないからなあ。いや、その問もん題だいはともかく、いま心しん配ぱいすべきは、サトシの健けん康こうである。




◆実じっ際さいにやってみたら……

　何なにはともあれ、サトシがどれほどの荷か重じゅうに耐たえているのか、自じ分ぶんも体たい験けんしてみよう。

　そこで、空からの２Ｌリットルペットボトル３本ぼんを水みずでいっぱいにした。これを肩かた掛かけカバンに入いれて、肩かたに下さげて……みようとしたのだが、いや、待まてよ。

　サトシは10歳さいだ。筆ひっ者しゃにとっての６㎏と、サトシにとっての６㎏では、重おもさが同おなじでも、体からだにかかる負ふ担たんは大おおきく違ちがうのではないだろうか。

　２０１２年ねんのデータでは、10歳さい男だん子しの平へい均きん体たい重じゅうは、32・９㎏。筆ひっ者しゃの体たい重じゅうは73㎏で、10歳さい男だん子しの２・２２倍ばいだ。すると、筆ひっ者しゃが６㎏の２・２２倍ばい＝13・３２㎏のものを肩かたに載のせたとき、体からだへの負ふ担たんはサトシと同おなじになるはずである。なんと、ペットボトル６本ぽんと３分ぶんの２！

　そこで、ペットボトル７本ほんにその分ぶん量りょうの水みずを入いれ、箱はこに入いれて右みぎ肩かたに載のせると、ぐおおっ、重おもい！　歩あるけなくはないが、ヨロヨロする。こんな状じょう態たいで旅たびを？　じょ、冗じょう談だんじゃありません。

　こんな過か重じゅうな負ふ荷かをかけられて、サトシは大だい丈じょう夫ぶなのだろうか。

　心こころを静しずめて、アニメの記き憶おくをたどれば、ピカチュウは右みぎ肩かた、左ひだり肩かた、頭あたまといろんな場ば所しょに乗のっていたような気きがする。だったら、サトシの負ふ担たんも少すこしは軽けい減げんされるのではないだろうか。

　そこで、アニメを何なん本ぼんか見みてみたところ、確たしかにピカチュウは、サトシの体からだに乗のる場ば所しょを変かえている。だが、筆ひっ者しゃが見みた回かいがたまたまそうなのかもしれないが、乗のる場ば所しょを変かえるのは「お話はなしごと」なのだ。つまり、ある回かいの初はじめで右みぎ肩かたに乗のっていたら、その回かいでは、ずっと右みぎ肩かたに乗のっている。最さい初しょに左ひだり肩かたに乗のっていたら、何なん度ど場ば面めんが切きり変かわっても左ひだり肩かたばっかり……。なぜかなあ？

　そういう乗のり方かたを続つづけた場ば合あい、サトシの体からだはどうなってしまうのだろうか。昔むかし「小しょう学がく生せいに重おもいランドセルを背せ負おわせると、骨ほねの成せい長ちょうが邪じゃ魔まされる」という説せつがあった。骨ほねは両りょう端たんが伸のびることで成せい長ちょうするところから、当とう時じは正ただしいと信しんじられていたが、現げん在ざいでは「負ふ荷かがかかるのは通つう学がく時じだけ」「骨ほねが成せい長ちょうするのは睡すい眠みん中ちゅう」「適てき度どな負ふ荷かは成せい長ちょうホルモンの分ぶん泌ぴつを盛さかんにする」などなどの理り由ゆうで、完かん全ぜんに否ひ定ていされている。

　だが、サトシがピカチュウを肩かたに乗のせているのは通つう学がく時じなどではない。旅たびのあいだじゅうずっと、なのである。しかも、成せい人じんに置おき換かえて13㎏。「適てき度どな負ふ荷か」というレベルなど、はるかに超こえているのでは……。

　さらに、成せい長ちょう期きにきつすぎるトレーニングをすると、骨ほねの両りょう端たんの軟なん骨こつが傷きずつき、やはり成せい長ちょうに問もん題だいが生しょうじるという。う～む、サトシの体からだが心しん配ぱいだ。




◆肩かたからジャンプするのは危き険けん！

　筆ひっ者しゃが重かさねて心しん配ぱいするのは、ピカチュウがサトシの肩かたに乗のっているだけではないことだ。

　たとえば、草そう原げんを走はしってきて、サトシの肩かたに跳とび乗のる！　さらには、肩かたに乗のっているときにポケモンバトルが始はじまると、肩かたからジャンプする！

「チョロネコに御ご用よう心じん！ ニャースとミジュマル!!」というお話はなしでは、サトシが「ピカチュウ、10まんボルトだ！」と叫さけぶと、ピカチュウはサトシの右みぎ肩かたから斜ななめ上うえ45度どの角かく度どでジャンプして、１・８秒びょう後ごに最さい高こう点てんに達たっし、10万まんＶボルトの電でん撃げきを放はなった。

　ここから計けい算さんすると、ピカチュウはサトシの肩かたから時じ速そく90㎞でジャンプし、高こう度ど17ｍに達たっしたはず。体たい重じゅう６㎏の生せい物ぶつに、肩かたから時じ速そく90㎞で跳とび立たたれたら、たまったものではない。肩かたを強つよく蹴けられたサトシは、斜ななめ下した45度どに時じ速そく16㎞でぶっ飛とばされるはずである。受うけた衝しょう撃げきは、成せい人じんが体たい重じゅう１２０㎏の力りき士しにぶちかましを食くらったのと同おなじ！　地じ面めんにビターンと叩たたきつけられて人じん事じ不ふ省せい……ということになりかねない。
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　ピカチュウは、ジャンプするんだったらサトシの肩かたから降おりて、大だい地ちを蹴けって跳とび上あがったほうがいいんじゃないか。

　ところが、その直ちょく後ごのシーンで、ピカチュウはもうサトシの肩かたに乗のっている。さっき大だいダメージを与あたえたはずの右みぎ肩かたに！　サトシの肉にく体たいは、あまりに強きょう靱じんだ。ピカチュウも素す早ばやい。こういうヒトたちに対たいしては、体からだへのダメージなど、心しん配ぱいしなくてもよさそうですなあ。

　──などという科か学がくシミュレーションができるのは、冒ぼう頭とうにも書かいたけど、ポケモンたちの身しん長ちょうや体たい重じゅうや生せい態たいなどの設せっ定ていが明あきらかだからこそ。科か学がく的てきにはとても嬉うれしい。

　そこで、ちょっと余よ談だんになるけど、筆ひっ者しゃは２０１６年ねん２月がつに『ポケモン空くう想そう科か学がく読どく本ほん①』（オーバーラップ）という本ほんを書かき下おろしました。題だい材ざいは、ピカチュウの電でん撃げきはもちろん、何なんでも溶とかすリザードンの炎ほのおの温おん度どとか、16時じ間かんで地ち球きゅうを一いっ周しゅうするカイリューの飛ひ行こう速そく度どとか、グラードンとカイオーガは太たい古こにどんな戦たたかいを繰くり広ひろげたのか……などなど。ポケモン図ず鑑かんのテキストからイメージを膨ふくらませ、現げん実じつの科か学がくの世せ界かいに照てらしてみたところ、理り科かの基き本ほんがいろいろと学まなべる本ほんになったと思おもう。

　作さく品ひん世せ界かいの設せっ定ていが明めい確かくだと、科か学がく的てきに面おも白しろくなるなあと実じっ感かんした次し第だい。余よ談だんと言いいながら、なんだか露ろ骨こつな宣せん伝でんになりましたが、よかったらお読よみください。
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『チャーリーとチョコレート工こう場じょう』は、ロアルド・ダールの小しょう説せつ『チョコレート工こう場じょうの秘ひ密みつ』をもとに作つくられた映えい画がだ。とっても楽たのしくて、いろいろ不ふ思し議ぎで、ちょっと怖こわい。

　ウィリー・ウォンカはチョコレート作づくりの天てん才さいで、ウォンカ製せいのお菓か子しは世せ界かい中じゅうで大だい人にん気きだ。彼かれのチョコレート工こう場じょうはもう15年ねんも前まえから閉へい鎖さされていて、働はたらく人ひとが出で入いりする姿すがたさえない。それでも不ふ思し議ぎなことに、工こう場じょうからは毎まい日にちチョコレートが出しゅっ荷かされている。

　謎なぞに包つつまれたチョコレート作づくりを続つづけているウォンカが、ある日ひ重じゅう大だい発はっ表ぴょうをする。

「世せ界かい中じゅうで売うっている板いたチョコのなかに、５枚まいだけ金きんのチケットを入いれた。それを手てに入いれた子こどもを工こう場じょうに招しょう待たいし、そのうちの一人ひとりには豪ごう華かな賞しょう品ひんをあげよう」。

　これを聞きいて世せ界かい中じゅうの街まちで子こどもたちがお菓か子し屋やに殺さっ到とうした。心こころ優やさしいチャーリー・バケットも、苦く労ろうの末すえに金きんのチケットを入にゅう手しゅ！　こうして訪たずねた工こう場じょうは、溶とけたチョコレートの川かわが流ながれていたり、リスがクルミを割わっていたり……と、不ふ思し議ぎがいっぱいだった。

　そして、本ほん稿こうで注ちゅう目もくしたいのは、工こう場じょうのなかにあったガラスのエレベータ。エレベータがガラス製せいというだけでもすごいが、普ふ通つうは上じょう下げにしか動うごかないエレベータが、左さ右ゆうにも自じ由ゆう自じ在ざいに動うごくのだ。それはいったい、どんなエレベータなのだろうか？




◆どうやって水すい平へいに動うごくのか？

　工こう場じょうに招しょう待たいされたのは、５人にんの子こどもと、それぞれの家か族ぞく一人ひとりずつ。この10人にんが、ウォンカ直じき々じきの案あん内ないで工こう場じょうのなかを見みていくというのがお話はなしの流ながれだ。なんと工こう場じょうでは、ウンパ・ルンパという小ちいさな人ひとたちが働はたらいていた。チョコレートを作つくっていたのは、彼かれらだったのだ！

　見けん学がくを続つづけるうちに、ウォンカの言いうことを聞きかない子こどもが、一人ひとり、また一人ひとりと消きえていき、それぞれの家か族ぞくもいなくなる。エレベータの前まえに来きたときは、チャーリーと彼かれのおじいさん、もう一ひと組くみの子こどもと父ちち親おや、そしてウォンカの５人にんだけになっていた。ひー。なんか、このへんがとっても怖こわいんだよなー。

　ウォンカは透とう明めいエレベータを自じ慢まんする。

「これは普ふ通つうの上じょう下げに動うごくだけのエレベータじゃないんだ。前ぜん後ごに左さ右ゆうに好すきなところに行いける」

　エレベータが縦たてにも横よこにも行いけるとは、エレベータとしてまことに不ふ思し議ぎである。

　現げん実じつのエレベータは、人ひとや荷に物もつを載のせる「かご」を、上じょう部ぶについたワイヤーや、下か部ぶの油ゆ圧あつジャッキ（油あぶらの力ちからで持もち上あげる機き械かい）で上あげ下おろしする。もちろん横よこには動うごけない。

　チョコレート工こう場じょうのエレベータは、どんな仕し組くみなのだろうか。観かん察さつすると、かごはガラス製せいで、底てい面めんが一いっ辺ぺん１・５ｍほどの正せい方ほう形けい、高たかさは２ｍほど。かごの上じょう部ぶから４本ほんのアームが伸のびている。建たて物ものの内ない部ぶには、２本ほん一ひと組くみのレールが縦じゅう横おうに張はり巡めぐらされ、エレベータはアームの先せん端たんについた車しゃ輪りんをレールのあいだで転ころがしながら進すすんでいく。なるほどこれなら、車しゃ輪りんに工く夫ふうをすれば、縦たてにも横よこにも進すすめそうだ。

　ただし、縦たての動うごきは危あぶなくないか。横よこに動うごくときはレールが車しゃ輪りんを支ささえているが、縦たてのときは車しゃ輪りんを下したから支ささえるものがない！

　ひょっとしたら、いくつかの車しゃ輪りんでレールを挟はさんでいるのかもしれないが、その車しゃ輪りんが滑すべったらオシマイだ！　あるいは、電でん磁じ石しゃくの力ちからで持もち上あげているのだろうか。そうだとすると、停てい電でんになった瞬しゅん間かん、かごはひゅ～んと落おちてしまう！

　このエレベータは、上じょう下げに動うごくときのほうが危き険けんということだ。変かわってるなあ。




◆ボタンを押おせばひとっ飛とび？

　このエレベータには、もう一ひとつ重じゅう大だいな問もん題だいがある。それは、ガラスでできていることだ。

　現げん実じつ世せ界かいにもガラスのエレベータはあるが、強きょう度どを発はっ揮きしているのは鉄てつ製せいの枠わくで、ガラスは嵌はめ込こんでいるだけだ。鉄てつ枠わくでガラスの重おもさと乗じょう客きゃくの体たい重じゅうを支ささえ、運うん行こうの際さいにかかる力ちからに耐たえている。ところがウォンカのエレベータは、上じょう部ぶのアームを除のぞいて、ガラスだけでできている。これで、大だい丈じょう夫ぶなのかなあ？

　ガラスは硬かたいけれど、脆もろい物ぶっ質しつだ。もし傷きずがついていると、強きょう度どは１００分ぶんの１ぐらいに弱よわくなる。この脆もろいガラスの箱はこを、工こう場じょうではどう動うごかしていたか？　ウォンカが「ボタンを押おせばひとっ飛とび」と言いって操そう作さパネルのボタンを押おすと、シュッ！　と音おとがして、エレベータは真ま横よこに動うごいた！

　シュッと音おとがするとは、あんまりな急きゅう発はっ進しんである。ストップウォッチで計はかると、左ひだりへ動うごいたエレベータはスタート直ちょく後ごの０・２秒びょうで出で入いり口ぐちから見みえなくなった。エレベータの幅はばは１・５ｍだから、わずか０・２秒びょうで横よこに１・５ｍも動うごいたということだ。

　そんなことをすると、チャーリーたちには右みぎ向むきに重じゅう力りょくの７・６倍ばい、すなわち７・６Ｇジーの力ちからがかかる。劇げき中ちゅうの５人にんはよろけただけだったが、科か学がく的てきには、ウォンカを含ふくむ全ぜん員いんがぶっ倒たおれ、ガラスの壁かべに激はげしく頭あたまを打うちつけても不ふ思し議ぎではなかった。

　この衝しょう撃げきでガラスが割われないかも心しん配ぱいだが、もっと心しん配ぱいなのは、アームとの継つぎ目めにかかる力ちからだ。ガラスの厚あつさを１㎝とすると、かごの重おもさは６００㎏ぐらいになる。乗のっていた５人にんの合ごう計けい体たい重じゅうを３００㎏とすれば、総そう重じゅう量りょう９００㎏。これを右みぎのような勢いきおいで加か速そくすると、アームとの継つぎ目めには６・８ｔの力ちからが働はたらく。継つぎ目めのガラスは、その構こう造ぞうから計けい算さんすると、理り論ろん上じょうは25ｔの力ちからに耐たえると見みられるが、それは傷きずがまったくないときの話はなし。ちょっとでも傷きずがあったら、強きょう度どは１００分ぶんの１の２５０㎏になり、あっという間まに割われ砕くだけて、軽かるくなったアームだけが猛もうスピードで進すすんでいくのではないかなあ。想そう像ぞうすると、ヒジョ～に怖こわい。




◆エレベータが空そらへ？

　怖こわいのは、それだけではなかった。もう一ひと組くみの招しょう待たい客きゃくも消きえた後あと、ウォンカが「上うえと外そと」のボタンを押おすと、エレベータは上じょう昇しょうを始はじめる。上うえはわかるけど、「外そと」って？

　ウォンカが「僕ぼくも初はじめて試ためすんだ」と笑わらうなか、上じょう昇しょうするエレベータのスピードはぐんぐん上あがり、ついに天てん井じょうをブチ破やぶって、上じょう空くうに飛とび出だす。わー、外そとって、これだったのかー！

　空そらへすっ飛とんだエレベータは、空くう中ちゅうで一いっ瞬しゅん停てい止しした後あと、当とう然ぜんながら落おち始はじめる。見みる見みる近ちかづく地じ面めん。危あぶない！　と思おもった瞬しゅん間かん、４本ほんのアームの先せん端たんが下したに向むかってロケット噴ふん射しゃし、エレベータは空くう中ちゅうで急きゅう停てい止しした。

　ウォンカは得とく意い満まん面めんで、チャーリーと彼かれのおじいさんを見みるのだが、ちょっと待まて。測そく定ていすると、ロケットが火ひを噴ふいたのは、落らっ下かが始はじまってから14・１秒びょうも経たったときだった。ということは、それまでは自じ由ゆう落らっ下かで落おち続つづけたはず。一いち連れんの状じょう況きょうをまとめると「エレベータは高こう度ど９８０ｍまで打うち上あげられ、そこから落おちてきて、ロケット噴ふん射しゃ直ちょく前ぜんの速そく度どは時じ速そく５００㎞に達たっしていた」ことになる。そんな高こう速そくで落おちてきたものを急きゅうに止とめると、エレベータにもチャーリーたちにも下した向むきに強きょう烈れつな力ちからがかかるぞ！

　再ふたたび計けい測そくすると、噴ふん射しゃしてから止とまるまで、ジャスト１秒びょうだった。時じ速そく５００㎞の物ぶっ体たいを１秒びょうで停てい止しさせると15Ｇジーの力ちからが働はたらく。今こん度どこそガラスのエレベータはブチ砕くだけ、チャーリーたちは時じ速そく５００㎞で地じ面めんに叩たたきつけられることになるのでは……！

　上じょう下げ左さ右ゆうに動うごき、ガラス製せいで、しかも空くう中ちゅうへ飛とび出だすエレベータは、空くう前ぜん絶ぜつ後ごに危あぶない。ウォンカはキケンなエレベータを作つくったりせず、チョコレートに集しゅう中ちゅうしてもらいたい……と思おもって、この物もの語がたりの「その後ご」はないのかと探さがしてみたら、やややッ、なんと原げん作さく者しゃのロアルド・ダールによって書かかれた続ぞく編へん小しょう説せつがちゃんとある。

　しかも、そのタイトルは『ガラスのエレベーター宇う宙ちゅうにとびだす』（評ひょう論ろん社しゃ）。わははは。宇う宙ちゅうまで行いっちゃうの、このエレベータ!?　機き会かいがあったら、いつかこれも検けん証しょうしたいなあ。
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　科か学がく的てきにまことにココロ惹ひかれるのが、『僕ぼくのヒーローアカデミア』の「個こ性せい」だ。

　作さく品ひん世せ界かいでは、全ぜん人じん口こうの８割わりが何なんらかの特とく殊しゅ能のう力りょくを持もって生うまれ、その能のう力りょくは「個こ性せい」と呼よばれている。手てから爆ばく発はつする汗あせを出だす者もの、50ｍを３・４秒びょうで走はしる者もの、ヘソからレーザー光こう線せんを発はっ射しゃする者もの、透とう明めいになれる者もの……。『ヒロアカ』では、こうした「個こ性せい」に恵めぐまれた若わか者ものたちが、ヒーローを目め指ざす姿すがたが描えがかれる。

　ここでは、麗うらら日かお茶ちゃ子この「重じゅう力りょくを消けす」という能のう力りょくに注ちゅう目もくしたい。それがすごいシーンを生うみ出だしたのは、ヒーローを目め指ざす者ものが集あつまる雄ゆう英えい高こう校こうの入にゅう学がく試し験けんのときだった。

　主しゅ人じん公こう・緑みどり谷や出いず久くは、もともと特とく殊しゅ能のう力りょくを持もたない「無む個こ性せい」の少しょう年ねんだが、ヒーローになるという幼おさない頃ころからの夢ゆめを捨すてられず、憧あこがれのヒーロー・オールマイトから「個こ性せい」ワン・フォー・オールを授さずかり、雄ゆう英えい高こう校こうヒーロー科かを受じゅ験けんする。実じつ技ぎ試し験けんは、試し験けん会かい場じょうで襲おそいくるロボットたちを破は壊かいすることだった。

　出いず久くが１体たいも倒たおせずにいると、やがて超ちょう巨きょ大だいロボットが出しゅつ現げん。他ほかの受じゅ験けん生せいたちが退たい避ひするなか、出いず久くは、足あしを痛いためて動うごけなくなっているお茶ちゃ子こを発はっ見けんする。

　出いず久くは思おもわず、ワン・フォー・オールを発はつ動どうさせる。これは、全ぜん身しんの力ちからを何なん十じゅう倍ばいにも増ぞう幅ふくさせる「個こ性せい」だ。出いず久くは地ち上じょう数すう十じゅうｍまで高たか々だかとジャンプし、強きょう烈れつなパンチで巨きょ大だいロボをぶっ壊こわす！　ところが、出いず久くの体からだは自じ分ぶん自じ身しんが発はっ揮きしたパワーに耐たえきれず、手て足あしを骨こっ折せつしてそのまま落らっ下かしてしまう。

　このままでは地じ面めんに激げき突とつ！　と思おもわれた、まさにそのとき、「個こ性せい」を発はっ揮きしたのが、お茶ちゃ子こだった。触ふれたものに働はたらく重じゅう力りょくを無む効こうにできる彼かの女じょは、落おちてきた出いず久くの頬ほおを地ち上じょう数すうｍの高たかさでひっぱたく。すると、出いず久くは地ち上じょうスレスレで止とまり、助たすかったのだ……。

　お茶ちゃ子こがどうやって重じゅう力りょくを無む効こうにできるのかはわからない。だが、重じゅう力りょくを働はたらかなくすれば、落おちてきた出いず久くを静せい止しさせることができるのだろうか。




◆激げき突とつは避さけられない！

　お茶ちゃ子この「個こ性せい」は、劇げき中ちゅうで「触ふれたモノにかかっている引いん力りょくを無む効こう化かする」と説せつ明めいされていた。「引いん力りょく」とは、重じゅう力りょくと同おなじ意い味みの言こと葉ばだ。

　彼かの女じょはこの「個こ性せい」を活いかして、体たい力りょく測そく定ていのソフトボール投なげで「∞むげん」（無む限げん大だい）を記き録ろくしていた。ソフトボールに働はたらく重じゅう力りょくをなくして投なげれば、ボールはそのままの速そく度どで一いっ直ちょく線せんに宇う宙ちゅうへ飛とんでいくから、確たしかに記き録ろくは「∞むげんだい」になるはずだ。

　では、落おちてくる人にん間げんに働はたらく重じゅう力りょくを無む効こう化かしたらどうなるだろうか。劇げき中ちゅうの場ば面めんでは、出いず久くはジャンプして巨きょ大だいロボにパンチを見み舞まったあと、50ｍほどの高たかさから落おちてきた。もしお茶ちゃ子こがいなければ、時じ速そく１１３㎞で地じ面めんに激げき突とつするところだった。

　そこへお茶ちゃ子こが、宙ちゅうに浮うかべたロボットの残ざん骸がいに乗のって現あらわれ、地ち上じょう７ｍほどの位い置ちで出いず久くの頬ほおをバチンとはたく。この瞬しゅん間かん、出いず久くに働はたらく重じゅう力りょくは一いっ瞬しゅんで消きえた。だが、科か学がく的てきに考かんがえれば、ここで重じゅう力りょくを消けしても、出いず久くがピタッと止とまるわけではない。

　地ち上じょう50ｍから落おちてきた出いず久くは、ものすごいスピードで地じ面めんに向むかっていたはずだ。地ち上じょう７ｍではたかれたということは、それまでの落らっ下か距きょ離りは43ｍ。自じ由ゆう落らっ下かによる加か速そくで、このときは時じ速そく１０５㎞に達たっしていた計けい算さんになる。

　すると彼かれの運うん命めいは、体たい力りょく測そく定ていのソフトボールと同おなじ。空くう中ちゅうでピタッと止とまるわけではなく、そのままの速そく度どで一いっ直ちょく線せんに運うん動どうする。つまり、時じ速そく１０５㎞で地じ面めんに激げき突とつしてしまう！

　ってことは、お茶ちゃ子この「個こ性せい」は役やくに立たたなかった？　そうではない。前ぜん述じゅつしたように、放ほうっておいたら出いず久くは時じ速そく１１３㎞で地じ面めんにぶつかったのだ。地ち上じょう７ｍでタッチしたことにより、激げき突とつ速そく度どは１０５㎞に減へった。まあ、出いず久くのダメージはあまり変かわらんだろうけど。




◆タイミングを間ま違ちがえると大たい変へん！

　科か学がく的てきにはこうなるはずだが、マンガでは、出いず久くはお茶ちゃ子こに叩たたかれて、地ち上じょう１ｍぐらいで停てい止しした。う～ん、どういうことかなあ？

　それを探さぐるヒントが、作さく品ひん中ちゅうにある。その世せ界かいでは、特とく殊しゅ能のう力りょくを持もつ人ひとは、自じ分ぶんの「個こ性せい」を役やく所しょに届とどけ出でて、登とう録ろくすることになっている。ところが、「体たい内ないの水みずを噴ふき出だす個こ性せい」だと思おもっていたら、実じつは「空くう気き中ちゅうの水すい蒸じょう気きを液えき体たいに変へん換かんする個こ性せい」だった……などという例れいがあるため、登とう録ろくした個こ性せいは、後あとで訂てい正せいすることも認みとめられている。つまり、「個こ性せい」が間ま違ちがって認にん識しきされるケースもあるということだ。

　筆ひっ者しゃが思おもうに、お茶ちゃ子この「個こ性せい」は「重じゅう力りょくを無む効こう化かする」だけでなく、実じっ際さいは「触さわったものに、逆ぎゃく向むきの重じゅう力りょくを働はたらかせる」こともできるのではないだろうか。だとすれば、落おちてきた出いず久くを空くう中ちゅうで停てい止しさせた現げん象しょうにも深ふか々ぶかとナットクがいく。逆ぎゃく向むきの重じゅう力りょくでブレーキをかければ、落らっ下か速そく度どをゼロにすることもできるからだ。

　その場ば合あい、お茶ちゃ子こが出いず久くにかけた逆ぎゃく向むきの重じゅう力りょくは、どれほどの強つよさだろうか。

　前ぜん述じゅつのとおり、出いず久くは叩たたかれる直ちょく前ぜんまで43ｍ落おちていたと考かんがえよう。叩たたかれたのは地ち上じょう７ｍだから、地ち上じょう１ｍで停てい止しするまでに、地じ面めんに向むかって６ｍだけ動うごいたはずだ。

　43ｍの高たかさから落おちてきたものを、６ｍの距きょ離りで止とめるためには、重じゅう力りょくの８倍ばいもの力ちからが必ひつ要ようだ。お茶ちゃ子こに、それだけの逆ぎゃく向むきの重じゅう力りょくを発はっ生せいさせられる「個こ性せい」があったからこそ、出いず久くは助たすかったのだと思おもわれる。

　だが、筆ひっ者しゃはちょっと心しん配ぱいである。重じゅう力りょくの８倍ばいとは、かなりの力ちからだからだ。

　マンガでは、出いず久くが空くう中ちゅうで停てい止しすると、お茶ちゃ子こは「解かい除じょ」とささやいて重じゅう力りょくを復ふっ活かつさせ、出いず久くを地じ面めんにドテッと落らっ下かさせた。１ｍの高たかさから落おちただけだから、ダメージは少すくなくてすんだが、もし「解かい除じょ」とささやくのが１秒びょうでも遅おくれていたら、出いず久くはどうなっていたか。

　解かい除じょが１秒びょう遅おくれていたら、出いず久くには１秒びょう間かんだけ、重じゅう力りょくの８倍ばいの力ちからが上うわ向むきに働はたらくことになる。これによって、時じ速そく２５３㎞で上じょう空くうに向むけて打うち上あげられ、高こう度ど２５２ｍにまで達たっしてしまう！

　さっき50ｍの高たかさから落おちてきたばかりなのに、今こん度どはその５倍ばい以い上じょうも飛とばされるのだ。当とう然ぜん、その高たかさから落おちることになる。だったら、さっきのほうがマシじゃん！

　お茶ちゃ子この「個こ性せい」が、重じゅう力りょくを無む効こうにするだけでなく、逆ぎゃく向むきの重じゅう力りょくも発はっ生せいさせられるとすれば、彼かの女じょの活かつ躍やくの場ばは広ひろがるだろう。だが、「個こ性せい」を使つかうタイミングと、解かい除じょするタイミングを間ま違ちがえると、事じ態たいを悪あっ化かさせる可か能のう性せいもある。喜よろこぶべきか、悲かなしむべきか……。悩なやましいなあ。
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　呪じゅ文もんを唱となえただけでスッキリ疲つかれが取とれて、元げん気き満まんタン！　「ホイミ」はＲロールＰプレイングＧゲーム『ドラゴンクエスト』の回かい復ふく呪じゅ文もんである。

　これを唱となえると、敵てきの攻こう撃げきで減へらされたＨヒットＰポイントが30～40戻もどる。ダメージを解かい消しょうし、体たい力りょくを回かい復ふくさせる魔ま法ほうの呪じゅ文もんなのだ。現げん実じつの世せ界かいで使つかえたら、どれほど便べん利りだろうか。

　たとえば、ヘトヘトになるまで『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』を書かいても、「ホイミ」と唱となえると元げん気き１００倍ばいに。猛もう然ぜんと書かき続つづけて、またヘロヘロになっても「ホイミ」で復ふっ活かつし、さらに執しっ筆ぴつ……。う～む、便べん利りには違ちがいないが、そんな人じん生せいでいいのかなあ。

　いずれにしても、唱となえるだけで体たい力りょくが回かい復ふくするとは、まことに不ふ思し議ぎだ。魔ま法ほうだから、その原げん理りは不ふ明めいなのだが、できる限かぎり科か学がく的てきに考かんがえてみよう。「ホイミ」を唱となえたとき、そのヒトの体たい内ないでは何なにが起おこるのだろうか？




◆食しょく事じより効こう果かがある!?

　人にん間げんは疲つかれてくると、だんだん力ちからやスピードが出でなくなり、思し考こうも鈍にぶって、ついに動うごけなくなってしまう。これに対たいして『ドラクエ』のＨヒットＰポイントは、１でも残のこっていれば元げん気きに戦たたかえるけど、０になった途と端たんにバッタリ倒たおれる……というシステムだ。現げん実じつ世せ界かいの体たい力りょく減げん退たいに比くらべると、ＨヒットＰポイントの減げん少しょう現げん象しょうはキッパリとデジタルなのである。

　それでもＨヒットＰポイントは、『ドラクエ』では「生せい命めい力りょく」や「体たい力りょく」の意い味み合あいで使つかわれている。ここでは「ＨヒットＰポイントの減げん少しょう」が、現げん実じつ世せ界かいの「体たい力りょくを失うしなった状じょう態たい」にあたると考かんがえて考こう察さつしよう。

　人にん間げんが「体たい力りょくを失うしなった状じょう態たい」には、いくつかの場ば合あいがある。

　一ひとつは、糖とう質しつや水すい分ぶんやミネラルなど、必ひつ要ような物ぶっ質しつが不ふ足そくしているために、体からだの機き能のうが発はっ揮きできない状じょう態たい。「エンジンは正せい常じょうだが、燃ねん料りょうがない」ということだ。

　糖とう質しつは、体からだを動うごかすエネルギー源げんになる。なかでもブドウ糖とうは、脳のうの唯ゆい一いつのエネルギー源げんだ。これらが足たりなくなると、体からだも脳のうも動うごかなくなる。また、ミネラルのうち、カルシウムが不ふ足そくすると、筋きん肉にくが動うごかなくなり、ナトリウムやカリウムが欠けつ乏ぼうすると、神しん経けいの働はたらきが悪わるくなって、思し考こうも動どう作さも鈍にぶくなる。だからこそ、スポーツドリンクには、糖とう質しつやミネラルが含ふくまれているのだ。水すい分ぶんが足たりなくなると、めまいや吐はき気けなど脱だっ水すい症しょうに襲おそわれるのは、いまや常じょう識しきだろう。

　呪じゅ文もんによってこれらが解かい消しょうされるのだとしたら、「ホイミ！」と唱となえると、糖とう質しつやミネラルや水すい分ぶんが瞬しゅん時じに補ほ給きゅうされる……ということだろうか。

　だとすれば、スバラシイことだ。糖とう質しつなどは、食しょく事じをしたり水みずを飲のんだりすれば補ほ給きゅうできるけれど、体からだに吸きゅう収しゅうされて効こう果かが現あらわれるまでには、時じ間かんがかかる。ときどき、栄えい養ようドリンクなどをゴクゴク飲のんで、ただちに「プハーッ、効きいた～！」と喜よろこんでいるオジサンを見みかけるが、あれは完かん全ぜんに気きのせいなんですな。

　これに対たいして、「ホイミ」で糖とう質しつなどが全ぜん身しんに補ほ給きゅうされるなら、唱となえた直ちょく後ごに元げん気き爆ばく発はつになるはずだ。オジサンに限かぎらず「プハーッ、効きいた～！」と言いっちゃうかもしれない。

　ただし、問もん題だいもある。「ホイミ」で糖とう分ぶんが補ほ給きゅうされたうえにご飯はんを食たべたら、明あきらかに糖とう質しつの過か剰じょう摂せっ取しゅになる。特とくに糖とう質しつの多おおい甘あまいものはヤバくて、「デザートは別べつ腹ばら」などという言こと葉ばは禁きん句く。どんなにおいしそうに見みえても、がまんしないと、たちまち太ふとってしまう！




◆ホイミで寝ねてしまう!?

　体たい力りょくが低てい下かするもう一ひとつのケースとして、疲ひ労ろうがある。

　筋きん肉にくの疲ひ労ろうの原げん因いんは、学がく者しゃによって意い見けんが分わかれている。筋きん肉にくを使つかいすぎると、「筋きん肉にくが動うごきにくくなる物ぶっ質しつが生うまれる」と言いう学がく者しゃ、「筋きん肉にくが傷きずつく」と言いう学がく者しゃ、「その両りょう方ほう」と言いう学がく者しゃ、さまざまだ。いずれにしても、「燃ねん料りょうはあるが、エンジンが不ふ調ちょう」とたとえられるだろう。

「ホイミ」でこれらが解かい決けつするとしたら、筋きん肉にくの動うごきを邪じゃ魔まする物ぶっ質しつが雲うん散さん霧む消しょうし、傷きずついた筋きん肉にくがたちどころに回かい復ふくすることになる。さぞかしスッキリするでしょうな～。

　筋きん肉にくは、傷きずついては修しゅう復ふくされることを繰くり返かえして、発はっ達たつする。筋きん力りょくトレーニングの目もく的てきの一ひとつは筋きん肉にくを適てき度どに傷きずつけることなのだ。ということは、「ホイミ」を何なん度ども唱となえると、筋きん肉にくモリモリに！　勇ゆう者しゃや戦せん士しにとって、なんてありがたい呪じゅ文もんでしょう。

　また、精せい神しん的てきな疲ひ労ろうというものもある。その原げん因いんは、勉べん強きょうや仕し事ごとや心しん配ぱいのしすぎで、神しん経けいが緊きん張ちょうすることだ。人にん間げんの体からだには、これを解かい決けつする仕し組くみも備そなわっている。脳のうからメラトニンという物ぶっ質しつが出でて、神しん経けいの緊きん張ちょうを和やわらげてくれるのだ。ひょっとして「ホイミ」と唱となえると、脳のうからメラトニンがドバドバ出でるのだろうか。

　だとしたら、大たい変へんだ。メラトニンは、神しん経けいをリラックスさせる。人にん間げんが極きょく限げんまでリラックスすると、はいそのとおり、眠ねむくなる！　メラトニンは、人にん間げんを眠ねむりに就つかせる物ぶっ質しつでもあるのだ。

「ホイミ」でメラトニンが出ですぎると、心こころはとっても元げん気きだが、体からだはグーグー寝ねてしまって、旅たびはいっこうに進すすまないことになる。




◆血けつ流りゅうがものすごいスピードに!?

　体たい力りょく減げん退たいの３つめのケースは、ケガだ。血けつ液えきを失うしなったり、細さい菌きんに感かん染せんしたり、痛いたみに苦くるしんだり、「ケガをした！」という精せい神しん的てきダメージを受うけたりして、体からだと心こころのパフォーマンスが下さがる。「ホイミ」が、瞬しゅん間かん的てきにケガを治なおしてくれるとしたら、筆ひっ者しゃはこれがいちばんスゴイと思おもう。

　たとえば、皮ひ膚ふに傷きずを負おうと、周しゅう囲いの血けっ管かんに栓せんができて出しゅっ血けつを止とめたうえで、白はっ血けっ球きゅうが細さい菌きんや死しんだ細さい胞ぼうを食たべ、肉にく芽がと呼よばれる組そ織しきが傷きず口ぐちを埋うめ、その上うえに新あたらしい皮ひ膚ふができる。皮ひ膚ふのケガの場ば合あい、治なおるのに１週しゅう間かんから10日かかかる。

　もし、皮ひ膚ふの傷きずが通つう常じょうは10日かで治なおり、「ホイミ」なら１秒びょうで治なおるとしたら、そのスピードは自し然ぜん治ち癒ゆの86万まん倍ばい！　すごい。これが実じつ現げんしたら、本ほん当とうに嬉うれしいなあ。

　傷きずの治ち癒ゆには、大たい量りょうの栄えい養ようと酸さん素そが必ひつ要ようだ。栄えい養ようと酸さん素そを傷きず口ぐちに運はこぶのは血けつ液えきだから、ケガを治なおそうとして「ホイミ！」と叫さけぶと、心しん臓ぞうがドドドド～ッと動うごき始はじめるのだろう。

　ん？　だとしたら、血けつ液えきの速そく度ども86万まん倍ばい!?

　うーん、血けつ流りゅうがそこまでモーレツに速はやくなったら、ケガはたちまち治なおるかもしれないが、脳のうとか心しん臓ぞうとか、関かん係けいないトコロの血けっ管かんが破やぶれたりしないのだろうか……。ちょっと心しん配ぱいになりますなあ。

　現げん実じつ世せ界かいに「ホイミ」があったほうがいいのかどうか、微び妙みょうである。「ホイミ」の使つかえない私わたしたちは、充じゅう分ぶんな食しょく事じと睡すい眠みんを心こころがけ、疲つかれたら梅うめ干ぼしを食たべるなどの工く夫ふうをいたしましょう。
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　お。ゲスラとかガマクジラって何なんだ!?　と思おもってるね。この２匹ひきは『ウルトラマン』に出でてきた、海うみに棲すむ怪かい獣じゅうです。

　お。そいつらがウルトラマンより強つよいという噂うわさなど知しらん！　と思おもっているね。当とう然ぜんです。筆ひっ者しゃが流ながした噂うわさだから。でも、なかなか広ひろまらないのよね～。

　まあ、それも仕し方かたがないかも。ゲスラもガマクジラも、昔むかしっからマイナーな怪かい獣じゅうなのだ。しかし科か学がく的てきに考かんがえると、この両りょう怪かい獣じゅうは猛もう烈れつに強つよい。筆ひっ者しゃは日ひ頃ごろから「科か学がくで考かんがえると、景け色しきが違ちがって見みえる」と唱となえているが、まさにその好こう例れいだ。ぜひとも本ほん稿こうで紹しょう介かいさせていただこう！

　──などと偉えらそうに言いってるけど、子こどもの頃ころは筆ひっ者しゃもゲスラのすごさがわかりませんでした。




◆ウルトラマンに圧あっ勝しょうする！

　海うみの怪かい獣じゅうというのは、どうもいまひとつ迫はく力りょくに欠かける。最さい初しょは海うみに出しゅつ現げんするけど、なぜかノコノコと陸りくに上あがり、あっけなく倒たおされる……というのがお決きまりのパターンなのだ。『ゴジラ』シリーズに出でてきたエビラという怪かい獣じゅうなど、怪かい獣じゅう図ず鑑かんに「陸りくに上あがれないという弱じゃく点てんを持もつ」と書かかれていたけど、それ、弱じゃく点てんじゃないから。エビの怪かい獣じゅうは、陸りくに上あがらなくて当とう然ぜんだから。

　では、ゲスラとガマクジラは、何なにがすごいのか？

　いくつかの怪かい獣じゅう図ず鑑かんを読よむと「海かい獣じゅうゲスラはマッハ２で泳およぐ」「汐しお吹ふき怪かい獣じゅうガマクジラはマッハ５で泳およぐ」と書かいてある。これが、モノスゴイのだ！

「ウルトラマンだって、マッハ５で飛とぶのに？」などと軽かるく考かんがえてはいけない。ゲスラのマッハ２や、ガマクジラのマッハ５は、ウルトラマンのマッハ５よりずっとすごい。なぜかというと、空くう気き中ちゅうと水すい中ちゅうでは、マッハの基き準じゅんが違ちがうからだ。

　マッハとは、音おん速そくの何なん倍ばいで運うん動どうするかを表あらわす単たん位いである。よく音おん速そく＝秒びょう速そく３４０ｍといわれるが、それは気き温おん15℃の空くう気き中ちゅうでの音おん速そく。音おとは伝つたわる場ば所しょにより、速はやさが違ちがう。水すい中ちゅうの音おん速そくは、なんと秒びょう速そく１５００ｍ、空くう気き中ちゅうの音おん速そくの４・４倍ばいなのだ。つまり水すい中ちゅうのマッハ１は、空くう気き中ちゅうのマッハ４・４に相そう当とうする！

　すると、水すい中ちゅうを泳およぐゲスラのマッハ２とは、空くう気き中ちゅうの音おん速そくをもとにすればマッハ８・８であり、これは時じ速そく１万まん１千せん㎞に等ひとしい！　ガマクジラのマッハ５に至いたっては、空くう気き中ちゅうのマッハ22に相そう当とうし、時じ速そく２万まん７千せん㎞！

　これに対たいして、空そらを飛とぶウルトラマンのマッハ５とは、時じ速そく６１００㎞。このスピードで、２大だい怪かい獣じゅうと速はやさを競きそうと、大たい変へんなことになる。相あい手ては泳およぎ、こちらは飛とんでいるというのに、たった１秒びょう間かんで、ゲスラには１・３㎞、ガマクジラには５・８㎞もの大たい差さをつけられてしまうのだ。勝しょう負ぶにならない！




◆バレンタインデーが廃はい止しに！

　だがゲスラの身みになってみれば、水すい中ちゅうをマッハ２で泳およぐのは、大たい変へんなことである。

　最さい大だいの障しょう害がいは水みずの抵てい抗こうだ。ジェット戦せん闘とう機きの最さい高こう速そく度どは時じ速そく３１００㎞だが、原げん子し力りょく潜せん水すい艦かんの最さい高こう速そく度どは時じ速そく80㎞。これほどの差さがつくのは、水すい中ちゅうでは空くう気き中ちゅうの８３０倍ばいもの抵てい抗こうが働はたらくから。水みずの抵てい抗こうをどれだけ減へらすかが、船ふねや潜せん水すい艦かんの設せっ計けい者しゃにとっては永えい遠えんかつ最さい大だいの課か題だいなのだ。

　水すい中ちゅうでの水みずの抵てい抗こうは、水みずにぶつかる部ぶ分ぶんの断だん面めん積せきと、「速そく度ど×速そく度ど」に比ひ例れいする。人にん間げんが潜もぐって秒びょう速そく１ｍで泳およぐとき、全ぜん身しんにかかる抵てい抗こうは２・５㎏程てい度ど。ゲスラは人にん間げんより体からだが大おおきいうえに、人にん間げんの３千ぜん倍ばいの速そく度どで泳およぐから、その抵てい抗こうは大たい変へんなものになる。筆ひっ者しゃの計けい算さんでは７千せん万まんｔ！　ゲスラの体たい重じゅうは１万まんｔだから、自じ分ぶんの体たい重じゅうの７千せん倍ばいである。これは、体たい重じゅう40㎏の人ひとが２８０ｔの力ちからで行ゆく手てを阻はばまれるようなものだ。ゲスラは、それほどの抵てい抗こうをものともせず、泳およぐことができることになる。なんというタフな怪かい獣じゅうだろうか。

　だが、それほどの力ちからを発はっ揮きするには、莫ばく大だいなエネルギーが必ひつ要ようになる。計けい算さんしてみると、それはたった１秒びょうで、５万まんｔタンカーいっぱいの石せき油ゆが爆ばく発はつするほどのエネルギーだ！

　ゲスラのパワーの源みなもとは何なんだろう？　と思おもって、筆ひっ者しゃの手て元もとの怪かい獣じゅう図ず鑑かんを見みると、なんと「主しゅ食しょくはチョコレート」と書かいてある！　チョコレート食くって、タンカー爆ばく発はつのエネルギー!?

　１００円えんぐらいのチョコレートは、１パックの内ない容よう量りょうが50ｇほど、熱ねつ量りょうは２８０キロカロリーだ。これに含ふくまれるエネルギーをすべて消しょう費ひするには、20㎏の荷に物もつを１ｍ持もち上あげる運うん動どうを６千せん回かい繰くり返かえす必ひつ要ようがある。このお菓か子し、太ふとるはずですな。

　それでも、水すい中ちゅうをマッハ２で泳およぐには、大たい量りょうのチョコレートが必ひつ要ようだ。ゲスラが食たべなければならないチョコレートは、１秒びょう間かんに８万まん８千せんｔ！　世せ界かいで生せい産さんされているカカオ豆まめは、年ねん間かん４４０万まんｔ（２０１４年ねん）。ゲスラはこれを50秒びょうで食くい尽つくしてしまうのだ！　世せ界かいは深しん刻こくなカカオ不ぶ足そくに追おい込こまれ、価か格かくは大だい暴ぼう騰とう。チョコレートは庶しょ民みんに手ての届とどかない伝でん説せつの珍ちん味みとなり、バレンタインデーは廃はい止しに追おい込こまれるだろう。『とっても気きになる風ふう習しゅうの疑ぎ問もん』〔＊〕でも書かいているように、筆ひっ者しゃはバレンタインデー反はん対たい派はだけど、さすがに複ふく雑ざつな気き持もちになるな～。




◆日にっ本ぽんは沈ちん没ぼつする！

　こんなゲスラが実じっ際さいにマッハ２で海うみを泳およいだら、大たい変へんなことになる。

　空くう気き中ちゅうや水すい中ちゅうを音おん速そくを超こえるスピードで運うん動どうすると、破は壊かい力りょくを持もつ衝しょう撃げき波はが発はっ生せいするが、水みずは空くう気きよりも重おもいから、水みずの衝しょう撃げき波はは破は壊かい力りょくも大おおきい。直ちょっ径けい５００ｍ程てい度どの小こ島じまなら、ゲスラが沖おき合あい６００ｍを通つう過かしただけで木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちる。さらに、海かい底ていも甚じん大だいな被ひ害がいを受うける。ゲスラが水すい深しん３千ぜんｍの海かい域いきを泳およいだら、海かい底ていは１００ｍの深ふかさまでえぐられるのだ。

　そうなったとき、ウルトラマンはどう対たい処しょするのだろう？　マッハ５で飛とんでも、追おいつくことさえできない。モーレツな勢いきおいで海かい岸がん線せんや島しまが破は壊かいされていくのを、茫ぼう然ぜんと見みつめるだけ……。
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　うーむ、ウルトラマンが気きの毒どくになってきたが、この原げん稿こうはまだ終おわらない。さらなる大おお物もの・汐しお吹ふき怪かい獣じゅうガマクジラがいるからだ！　こいつの泳およぐ速はやさはマッハ５。ゲスラの２・５倍ばいだ。

　速そく度どが２・５倍ばいになると、力ちからと破は壊かい力りょくは６・２５倍ばい、毎まい秒びょうの消しょう費ひエネルギーは16倍ばいになる。被ひ害がいがゲスラを上うわ回まわることは明めい白はくだが、決けっ定てい的てきにヤバいのが、衝しょう撃げき波はによる海かい底ていの破は壊かいだ。

　地ち球きゅうはプレートと呼よばれる13枚まいの岩がん盤ばんで包つつまれており、われわれはその上うえで暮くらしている。プレートは、その下したにあるマントルの対たい流りゅうに乗のって１年ねん間かんに数すう㎝の速そく度どで動うごき、押おし合あいへし合あいしている。プレートは決けっして分ぶ厚あつい頑がん丈じょうなものではなく、海かい洋よう部ぶの厚あつさは、10～70㎞だ。

　もしガマクジラが海かい底ていの近ちかくをマッハ５で泳およいだりしたら、衝しょう撃げき波はは海かい底ていを18㎞もえぐってしまう！　プレートにはただでさえ力ちからがかかっているから、厚あつい部ぶ分ぶんも割われるかもしれない！

　これはもう、大たい変へんなことになる。日にっ本ぽん列れっ島とうが載のっているプレートは太たい平へい洋よう側がわから迫せまりくるプレートに押おされて上うわ向むきに湾わん曲きょくしているが、ここで太たい平へい洋よう側がわのプレートが割われてしまうと、いきなりつっかい棒ぼうを払はらわれたのと同おなじ。平たいらに戻もどる瞬しゅん間かんに大だい地じ震しんが起おこり、ヘタをすると海かい中ちゅうに沈しずむ。日にっ本ぽんが沈ちん没ぼつするかもしれないのだ！

　なんと恐おそろしいガマクジラ。出しゅつ現げんしてしまったらウルトラマンに勝かち目めはないから、われわれ人にん間げんの手てで、ガマクジラの食しょく料りょうをなくしてしまうなどして弱よわらせるしかないだろう。

　ところが、なんとガマクジラの主しゅ食しょくは真しん珠じゅ！　これ、科か学がく的てきにはとても不ふ思し議ぎである。真しん珠じゅの主しゅ成せい分ぶんは炭たん酸さんカルシウムだが、これはエネルギー源げんとしては最さい低ていだ。普ふ通つう、物ぶっ質しつが化か学がく反はん応のうを起おこすと熱ねつが発はっ生せいするが、炭たん酸さんカルシウムからスタートする化か学がく反はん応のうは、どれもこれも熱ねつを吸きゅう収しゅうしてしまう。かつて東とう京きょう都と指し定ていの半はん透とう明めいゴミ袋ぶくろに炭たん酸さんカルシウムが含ふくまれていたのは、ゴミを燃もやすときに発はっ生せいする熱ねつを吸きゅう収しゅうさせるためであり、携けい帯たい用よう冷れい却きゃく剤ざいの主しゅ成せい分ぶんも炭たん酸さんカルシウムだ。

　つまり、真しん珠じゅは、食くえば食くうほど元げん気きがなくなる精せい力りょく減げん退たい食しょく品ひんなのである。これはいったいどうなっておるのか……。えーい、好すきなだけ食くわせてやれ。そのうち寝ね込こんで入にゅう院いんだあ！
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　タイトルを見みて「なんのこっちゃ!?」と思おもった人ひとも多おおいよね。無む理りもありません。

　しかし、仮か面めんライダーが自みずから棺かん桶おけに入はいり、地じ面めんに埋うまったことがあるのは、『仮か面めんライダー』劇げき中ちゅうの事じ実じつなのだ。とっても小ちいさなエピソードとも言いえるけど、科か学がく的てきには大おおきく不ふ思し議ぎ。一ひと言ことで説せつ明めいするのは難むずかしいので、お話はなしの全ぜん体たいを紹しょう介かいしよう。

『仮か面めんライダー』第だい６・７話わで描えがかれたこの事じ件けんのきっかけは、第だい２次じ世せ界かい大たい戦せんの末まっ期きに遡さかのぼる。劇げき中ちゅうでは「敗はい戦せんを覚かく悟ごしたナチス・ドイツが、何なん兆ちょうとも何なん十兆ちょうともいわれる財ざい宝ほうを、同どう盟めい国こくの日にっ本ぽんに潜せん水すい艦かんで移い送そうした」といわれていた。

　それから数すう十じゅう年ねん──。財ざい宝ほうが日にっ本ぽんに眠ねむっていることを知しった悪あくの秘ひ密みつ結けっ社しゃショッカーは、ナチスの残ざん党とう・ハインリッヒ博はか士せと手てを組くみ、改かい造ぞう人にん間げん・死しに神がみカメレオンに秘ひ宝ほうのありかを記しるした地ち図ずを手てに入いれるよう指し令れいを出だした。

　この企たくらみを知しった仮か面めんライダーは、懸けん命めいに阻そ止ししようとする。ライダーとショッカーの地ち図ず争そう奪だつ戦せんは２週しゅうにわたって火ひ花ばなを散ちらすが、最さい終しゅう的てきに死しに神がみカメレオンが奪だっ取しゅする。やややっ、財ざい宝ほうはショッカーの手てに渡わたってしまうのか!?




◆財ざい宝ほうを捨すてちゃった!?

　死しに神がみカメレオンとハインリッヒ博はか士せが地ち図ずに書かかれた場ば所しょに行いくと、地じ面めんに白しろい十じゅう字じ架かが立たっていた。

「ここだ！」と喜よろこんで十じゅう字じ架かを抜ぬき、地じ面めんを掘ほるショッカー一いち味み。地じ面めんには、棺かん桶おけのような大おおきな箱はこが埋うまっていた。そこに財ざい宝ほうが入はいっていると信しんじて、死しに神がみカメレオンがフタを開あける。

　と、なかに入はいっていたのは、なんと仮か面めんライダー！

　ライダーは棺かん桶おけから飛とび出だして全ぜん員いんを蹴け散ちらすと、こう告つげる。

「ナチスの財ざい宝ほうはあった。しかし、私わたしの手てですでに掘ほり出だし、太たい平へい洋ようの底そこに捨すてた！」

　え～っ、財ざい宝ほうを勝かっ手てに捨すてちゃった!?　そんなことしていいの!?

　いきなり寄より道みちだけど、心しん配ぱいなので、この問もん題だいを弁べん護ご士しの先せん生せいに聞きいてみた。すると、埋まい蔵ぞう物ぶつの私し有ゆう権けんは民みん法ぽう２４１条じょうに定さだめられており、埋まい蔵ぞう物ぶつの発はっ見けん者しゃはそれを所しょ有ゆう者しゃに返かえすか、警けい察さつに差さし出ださなければならないという。そのうえで、６ヵ月げつ経たっても所しょ有ゆう者しゃがわからなかったときは、埋まい蔵ぞう物ぶつは発はっ見けん者しゃのものになる。ただし、それが他た人にんの土と地ちから発はっ見けんされた場ば合あいは、土と地ちの所しょ有ゆう者しゃと発はっ見けん者しゃの共きょう有ゆう財ざい産さんに！

　つまり、財ざい宝ほうを発はっ見けんした仮か面めんライダーは、警けい察さつに届とどけるべきだったのだ。財ざい宝ほうは発はっ見けん者しゃ・仮か面めんライダーと、それが埋うまっていた土と地ちの持もち主ぬしの共きょう有ゆう財ざい産さんなのだから、ライダーが勝かっ手てに処しょ分ぶんすることは許ゆるされない。「数すう兆ちょう円えんを受うけ取とれた土と地ちの所しょ有ゆう者しゃが、仮か面めんライダーを相あい手てに損そん害がい賠ばい償しょう請せい求きゅうの民みん事じ訴そ訟しょうを起おこしたら、ライダーに勝かち目めはありません」と弁べん護ご士しの先せん生せいも心しん配ぱいそう……。

　科か学がく的てきに考かんがえる前まえに、法ほう律りつ面めんで大たい変へんな問もん題だいを抱かかえてしまったが、本ほん題だいに戻もどりましょう。筆ひっ者しゃが激はげしく不ふ思し議ぎなのは「仮か面めんライダーがどうやって棺かん桶おけに入はいり、それを地ち中ちゅうに埋うめたか」である。

　劇げき中ちゅうの描びょう写しゃを見みると、立たち花ばな藤とう兵べ衛えらはショッカーに捕つかまっており、ライダーに協きょう力りょく者しゃはいない。また、棺かん桶おけは地ち下か60㎝ほどの深ふかい場ば所しょに埋うまっていた。

　そんな状じょう況きょう下か、仮か面めんライダーが一人ひとりで地ち下かの棺かん桶おけのなかから現あらわれることは可か能のうなのだろうか？

　自じ分ぶんが棺かん桶おけに入はいってフタを閉しめてしまえば、その上うえに土つちをかぶせることはできない。ましてや十じゅう字じ架かを立たてるなどまったく無む理りだろう。

　筆ひっ者しゃなりにさまざまな可か能のう性せいを考かんがえたが、次つぎのような方ほう法ほうしかないのではあるまいか。

　まず、上うえから下したまで棺かん桶おけ本ほん体たいがピッチリ入はいる大おおきさの四し角かくい穴あなを掘ほり、底そこに棺かん桶おけを収おさめる。続つづいて、穴あなの横よこにフタを置おく。その上うえにピッチリ載のるように、高たかさ60㎝まできれいに四し角かくく土つちを盛もり、中ちゅう央おうに十じゅう字じ架かを刺さす。

　続つづいて、自みずから棺かん桶おけに入はいり、下したからフタを持もち上あげて、「ヨイショ、ヨイショ」と少すこしずつ下おろして、指ゆびを挟はさまないように気きをつけながら、ゴトッと棺かん桶おけにかぶせる。このとき、フタの上うえの土つちと周しゅう囲いの土つちのあいだには切きれ目めができるだろうから、仮か面めんライダーは内うち側がわからフタをガンガン叩たたいて、振しん動どうで土つちを切きれ目めに落おとし、なるべく切きれ目めがわからないようにした……。

　われらの仮か面めんライダーが、本ほん当とうにこんなみみっちい行こう為いに及およんだのか!?　及およんだのでしょうなあ、地ち中ちゅうの棺かん桶おけのなかに入はいっていたからには。




◆ショッカーは命いのちの恩おん人じんだ！

　方ほう法ほうについては何なんとか想そう像ぞうがついたが、わからないのは仮か面めんライダーが棺かん桶おけに入はいった目もく的てきである。どう考かんがえても、あまりに危き険けんな行こう為いだ。

　目もく測そくだが、棺かん桶おけのサイズは横よこ50㎝×高たかさ40㎝×長ながさ２ｍほど。この棺かん桶おけに入はいっている空くう気きは４００Ｌリットルという計けい算さんになる。

　人にん間げんは一いっ回かいの呼こ吸きゅうでおよそ０・５Ｌリットルの空くう気きを出だし入いれし、１分ぷんに14回かいの呼こ吸きゅうをするから、つまり１分ぷんで７Ｌリットルの空くう気きを消しょう費ひする。最もっとも単たん純じゅんに考かんがえるなら、４００Ｌリットルの空くう気きはわずか57分ふんで消しょう費ひされてしまうということだ。なんと仮か面めんライダーは、棺かん桶おけのフタを閉しめた時じ点てんで、もう残のこされた命いのちが57分ふん！

　それだけではない。ショッカーは、仮か面めんライダーは密みっ室しつに入はいると、ベルトの風ふう車しゃが回かい転てんせず、エネルギーを失うしなうことを暴あばいていた。同おなじ話はなしのなかで、仮か面めんライダーは天てん井じょうが下さがってくる密みっ室しつに閉とじ込こめられ、大だいピンチに陥おちいるというエピソードが描えがかれているのだ。

　ライダーは「俺おれを殺ころすと宝たからのありかがわからなくなるぞ！」と苦くるしまぎれの交こう渉しょうをして、ようやく解かい放ほうされたのだが、そこまで密みっ室しつが苦にが手てな仮か面めんライダーがなぜ棺かん桶おけに入はいった!?

　ここまでくると、問もん題だいは「なぜ仮か面めんライダーは棺かん桶おけに入はいったのか」というより「なぜ仮か面めんライダーは助たすかったのか」であろう。

　その答こたえは一ひとつ。ハインリッヒ博はか士せと死しに神がみカメレオンが掘ほり出だしてくれたからだ。

　２人ふたりが来くるのがもう少すこし遅おそかったら、ライダーは確かく実じつに棺かん桶おけのなかで息いき絶たえていた。ということは、このエピソードは見み方かたを変かえると、地ち中ちゅうで死しにかけていた仮か面めんライダーをショッカーが救きゅう出しゅつしたという美び談だんじゃないの!?

　なのに、ライダーキックで彼かれらを葬ほうむり去さっちゃった仮か面めんライダー。正せい義ぎのためとはいえ、いいのかな？

[image: ]







[image: ]

　忍にん者じゃといえば忍にん者じゃ屋や敷しき、忍にん者じゃ屋や敷しきといえば、隠かくし扉とびらを連れん想そうする……よね。えっ、しない？　ほら、一いっ見けん、普ふ通つうの壁かべが、押おすとクルリと１８０度ど回かい転てんし、秘ひ密みつの入いり口ぐちが現あらわれる。そこは地ち下かの抜ぬけ道みちにつながっていて……というアレですよー！

　というように、筆ひっ者しゃは子こどもの頃ころから隠かくし扉とびらに憧あこがれていて、もし空くう想そう科か学がく研けん究きゅう所じょが儲もうかったら、隠かくし扉とびらつきの屋や敷しきを建たてたいと思おもっております。あるとき、それを秘ひ書しょに話はなしたら「なぜ研けん究きゅう所じょが屋や敷しき？　なぜ隠かくし扉とびら？」とアキレられました。えー、カッコいいじゃーん。

　２０１５年ねん、そんな筆ひっ者しゃの気き持もちを汲くんでくれたかのようなスーパー戦せん隊たいシリーズが始はじまった。その名なは『手しゅ裏り剣けん戦せん隊たいニンニンジャー』。もう、忍にん者じゃの魅み力りょくが満まん載さい！　メンバーの名な前まえは「ニンニンレッド」などではなく、アカニンジャー、アオニンジャー！　色いろの名な前まえを日に本ほん語ごで言いうとは、さすが忍にん者じゃだなあ。

　また、マシンの発はっ進しんも忍にん者じゃっぽかった。たとえば、アカニンジャーの乗のる人にん間げん型がたロボットのシノビマルは、街まちなかのビルの前ぜん面めんが、クルッと反はん転てんして出しゅつ現げんするのだ！　わ～お、まさに隠かくし扉とびら。これはカッコいい！

　などと喜よろこんでていいのか。「ビルがシノビマルの格かく納のう庫こ」ということなのだろうが、その発はっ進しんはあまりに危き険けんでは？　事じ情じょうを知しらない人ひとや車くるまがビルの前まえにいたら、いきなり反はん転てんしてくる壁かべになぎ倒たおされてしまう！　そういう事じ故こを防ふせぐために、ビルには「シノビマル格かく納のう庫こ」とでっかく書かいてもらいたい。あ、そうすると隠かくし扉とびらにならないか。

　このように、たいへん魅み力りょく的てきなんだけど、いろいろキケンそうなニンニンジャーの巨きょ大だいマシンの発はっ進しん。彼かれらに活かつ躍やくしてもらうためにも、ここでは発はっ進しんシステムの問もん題だい点てんを明あきらかにしよう。




◆そんなトコロからマシンが発はっ進しん!?

　ニンニンジャーの巨きょ大だいマシンは「オトモ忍にん」と呼よばれる。番ばん組ぐみのスタート時じ点てんでは、人にん間げん型がたロボットのシノビマル、ドラゴン型がたのドラゴマル、ダンプカー型がたのダンプマル、リニアモーターカー型がたのビュンマル、犬いぬ型がたのワンマルの５体たいだった。

　オトモ忍にんたちは、メンバーが持もっているオトモ忍にんシュリケンで呼よばれると、鼓つづみの伴ばん奏そうも軽かろやかに「誰だれじゃ、誰だれじゃ」という歌うたに乗のって現あらわれる。シノビマルの発はっ進しんは前ぜん述じゅつのとおりで、まことに迷めい惑わくだが、他ほかのマシンの発はっ進しんもそれに劣おとらず危き険けんに満みちている。

　まず危あぶないのは、普ふ段だんは別べつの姿すがたをしていて、オトモ忍にんシュリケンでお呼よびがかかると、移い動どうしながら変へん身しんするオトモ忍にんたちだ。

　全ぜん長ちょう37・３ｍのドラゴマルは、凧たこに乗のったドラゴンの姿すがたから変へん身しんする。その凧たこは、誰だれが引ひいているのかロープに引ひっ張ぱられ、真ま正しょう面めんを向むいて、変へん身しん後ごのドラゴマルと変かわらない速そく度どで飛とんでくる。ドラゴマルの飛ひ行こう速そく度どは時じ速そく６００㎞だから、変へん身しん前まえもそのスピードで飛とんでいたはずだ。時じ速そく６００㎞とは秒びょう速そく１６７ｍ。そんな猛もうスピードで凧たこを引ひっ張ぱると、自じ分ぶんのスピードと同おなじ風ふう速そく１６７ｍの猛もう風ふうが直ちょく撃げきして、確かく実じつにバラバラとなり、変へん身しんするヒマもなく落おちてくる。その体たい重じゅうは３００ｔ！　新しん幹かん線せん７両りょうが落おちてくるのと同おなじだ！

　全ぜん長ちょう76ｍのビュンマルは、普ふ段だんは２両りょう編へん成せいのリニアモーターカーの姿すがたをしている。オトモ忍にんシュリケンで呼よばれると、営えい業ぎょう運うん転てん中ちゅうと思おもわれるリニアを追おい抜ぬいて、ピンク色いろの皮かわが風かぜにはがれるようにして変へん身しんする。その皮かわが隣となりのリニアにかぶさろうものなら、鉄てつ道どう史しに刻きざまれる大だい事じ故こになるよ！

　ワンマルは、ビュンマルの後こう部ぶ車しゃ両りょうから顔かおを出だす。このコだけは、危あぶないことをしないのね～、と思おもっていたら、ワンマルを乗のせたビュンマルは、道どう路ろを走はしってみんなと合ごう流りゅう。磁じ気きで浮ふ上じょうして磁じ気きで進すすむリニアが、磁じ気きのない普ふ通つうの道どう路ろを自じ由ゆう気きままに走はしらないでくれっ！

　筆ひっ者しゃがもっとも危あぶないと思おもうのはダンプマルだ。このオトモ忍にんは、ダンプカーそのままの形かたちをしているのだが、驚おどろくべき場ば所しょから出しゅつ撃げきする。一いっ般ぱん道どう路ろの路ろ面めんが隠かくし扉とびらのようにクルリと反はん転てんしたかと思おもうと、表おもてに出でてきた裏うら側がわにダンプマルが乗のっている！

　隠かくし扉とびらなのは嬉うれしいが、ここまで来くると不ふ思し議ぎである。どういうことだろう？　ダンプマルは公こう道どうの地ち下かを格かく納のう庫ことしていて、普ふ段だんは上じょう下げ逆さかさに固こ定ていされているのだろうか。




◆落おちる車くるまに飛とぶ車くるま

　ここで、ダンプマルの出しゅつ撃げきシーンを見みたことのない人ひとは思おもうかもしれない。「道どう路ろを裏うら返がえしにしている途と中ちゅうで、車くるまが走はしってきたら、穴あなに落おちてしまうのでは？」と。

　それどころではないのです。道どう路ろは、一いっ般ぱんの車くるまを載のせたまま反はん転てんするのだ！

　しかも、不ふ思し議ぎきわまりないことに、車くるまはすべて停とまっていて、道どう路ろにくっついたまま裏うら側がわへ消きえていく。

　いや、普ふ通つうそうはならんと思おもう。たまたま全ぜん車しゃ両りょうが停てい車しゃしていたとしても、道どう路ろをグルンと回かい転てんさせたりしたら、車くるまはズルズル滑すべって穴あなの底そこに落おちていくはず。こんな発はっ進しんを繰くり返かえしていたら、罪つみもない一いっ般ぱん車しゃ両りょうがスクラップになって、穴あなの底そこにどんどんたまっていくのでは？

　あるいは、回かい転てんの勢いきおいと、車くるまの位い置ちによっては、遠えん心しん力りょくが重じゅう力りょくを上うわ回まわり、逆ぎゃくに斜しゃ面めんを上のぼっていって、道どう路ろが終おわったところで落らっ下かする可か能のう性せいもある。いずれにしても、正せい義ぎの忍にん者じゃのオトモの出しゅつ動どうで大だい惨さん事じに……。

　これ、実じっ際さいにはどうなるのだろう。映えい像ぞうをよーく確かく認にんすると、幸こうか不ふ幸こうか、反はん転てんするときに上あがるほうの斜しゃ面めんに、赤あかい車くるまが停とまっている。この車くるまの運うん命めいを、具ぐ体たい的てきに考かんがえてみよう。

　道どう路ろは、ダンプマルの前ぜん後ごの方ほう向こうに裏うら返がえしになる。全ぜん長ちょう22・６ｍのダンプマルと比くらべると、回かい転てんする部ぶ分ぶんの縦たては56ｍ。ストップウォッチで計はかると、３・２秒びょうで反はん転てんする。赤あかい車くるまが停とまっているのは、回かい転てん軸じくから17ｍの地ち点てん。ここから計けい算さんすると、この車くるまの位い置ちでは、遠えん心しん力りょくが重じゅう力りょくを上うわ回まわる。道どう路ろの反はん転てんが始はじまると、斜しゃ面めんをズルズルと上のぼっていって、反はん転てん開かい始しから２・０２秒びょう後ご、ほぼ水すい平へいに時じ速そく１０６㎞で飛とばされる！

　ああ、この気きの毒どくな赤あかい車くるまは、なんで、この日ひ、この時じ刻こく、この危き険けんなゾーンを通とおっちゃったかなあ。




◆運うん転てん手しゅさんの運うん命めいやいかに!?

　──ということになっても不ふ思し議ぎはなかったが、番ばん組ぐみでは、そんな惨さん事じは起おこらない。前まえにも書かいたように、反はん転てんする道どう路ろの上うえにいた車くるまは、路ろ面めんにピッタリくっついたまま裏うら側がわへ消きえていったのだ。いったい、どうなってんの？　ニンニンジャーが安あん全ぜんのために、道どう路ろに超ちょう強きょう力りょくな粘ねん着ちゃく剤ざいを塗ぬっておいたのか、超ちょう強きょう力りょくな磁じ石しゃくを仕し込こんで、磁じ力りょくで引ひき付つけていたのか……。

　だが、ニンニンジャーがそうした配はい慮りょをしていたとしても、車くるまに乗のっている人ひとたちが幸しあわせだったかどうかはわからない。

　車くるまがどれだけしっかり固こ定ていされていても、道どう路ろが反はん転てんし始はじめると、乗のっている人ひとには遠えん心しん力りょくがかかる。たとえば、あの赤あかい車くるまの運うん転てん手しゅさんの場ば合あい、その大おおきさは重じゅう力りょくの１・６倍ばい、すなわち１・６Ｇジーである。赤あかい車くるまは、道どう路ろの端はしを向むいていたから、遠えん心しん力りょくの働はたらく向むきは前ぜん方ぽうだ。急きゅうブレーキでも、体からだが前ぜん方ぽうにつんのめる力ちからは０・５Ｇジーぐらい。その３倍ばいを超こえる力ちからを受うけて、運うん転てん手しゅさんは頭あたまからフロントガラスに突つっ込こまなかったのか、心しん配ぱいでたまらない。

　そのうえダンプマルが戦たたかいを終おえて帰かえってくるまで、道どう路ろの地ち下かでずっと逆さかさまになったまま待まっていなくてはならない。ああ、この運うん転てん手しゅさんがいったい何なにをしたというのだろう。

　ニンニンジャーは、最さい強きょうの忍にん者じゃ＝ラストニンジャになるために、牙きば鬼おに軍ぐん団だんと戦たたかった。忍にん者じゃゴコロ満まん載さいなのも素す晴ばらしかった。でも、人ひと々びとの平へい和わを考かんがえると、オトモ忍にんの出しゅつ撃げきシステムは、対たい策さくを考かんがえるどころか、抜ばっ本ぽん的てきに見み直なおしたほうがいいかもしれません。
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　マンガではときどき、殴なぐられたり蹴けられたりした人ひとが、何なんｍもぶっ飛とんでいく。そのまま壁かべに激げき突とつし、壁かべがガラガラと崩くずれることさえもある。あまりによくある描びょう写しゃなので「すごいパンチだなあ」とは思おもうけど、別べつに気きにせずに次つぎのシーンへと読よみ進すすんでしまう。

　皆みなさん、それでよいのでしょーか!?

　現げん実じつのボクシングや空から手てでは、パンチやキックを受うけた選せん手しゅが、倒たおれたり、その場ばに崩くずれたりすることはあっても、飛とんでいくことはない。殴なぐったり蹴けったりして人にん間げんを飛とばすというのは、本ほん当とうにすごいことなのだ！

　ここでは『クローズ』というヤンキーマンガを例れいに考かんがえてみよう。殴なぐられた人ひとがぶっ飛とぶマンガはたくさんあるけど、このマンガではひときわ盛せい大だいに飛とびまくっているからね。




◆人にん間げんが水すい平へいに飛とぶ!?

『クローズ』の舞ぶ台たいは、鈴すず蘭らん男だん子し高こう校こう。この超ちょう不ふ良りょう高こう校こうに、坊ぼう屋や春はる道みちという金きん髪ぱつの２年ねん生せいが転てん校こうしてくるところから、物もの語がたりは始はじまる。

　その初しょ日にちから、春はる道みちは強つよさを見みせつけた。同おなじクラスの桐きり島しまヒロミに、トイレでケンカを売うられる。ヒロミのラッシュは猛もう烈れつで、春はる道みちはパンチ一発ぱつで殴なぐり倒たおされ、腹はらを蹴けり上あげられて体からだが浮うき上あがったところへ膝ひざ蹴げりを食くらい、１ｍほど飛とばされる。このままボコボコにやられるか……と思おもいきや、ボディへのパンチ一発ぱつで形けい勢せいを逆ぎゃく転てん！　春はる道みちは、ヒロミの顔がん面めんに右みぎのパンチを叩たたき込こんだ。

　その直ちょく後ごが、驚きょう愕がくのシーンだ。殴なぐられたヒロミは、トイレから飛とび出だして、廊ろう下かをまっすぐ水すい平へいに飛とんでいき、床ゆかで３回かいバウンドした果はてに、トイレのドアから目もく測そく10ｍほどの地ち点てんで停てい止しした。所しょ要ようコマ数すう、実じつに５コマ！

　ヒロミは、トイレのドアから少すこし奥おくで殴なぐられた。ドアからの距きょ離りを２ｍとすると、合ごう計けいで12ｍも飛とんだことになる。これは、学がっ校こうによくある25ｍプールの横よこ幅はばと同おなじだ。

　人にん間げんがこんなに飛とぶなんて、このヒトは、どんなスピードで殴なぐり飛とばされたのだろうか。マンガのコマから情じょう報ほうを集あつめて計けい算さんすると、時じ速そく43㎞。自じ動どう車しゃなみだ！

　これはオソロシイことである。ヒロミが水すい平へいに飛とんだのは、水すい平へい方ほう向こうに殴なぐられたからだ。このパンチで真ま上うえに向むかってアゴやボディなどを殴なぐられていたら、７・３ｍも上じょう昇しょうしていたはず。坊ぼう屋や春はる道みちとは、学がっ校こうの中なか庭にわでケンカして、ブン殴なぐった相あい手てを３階かいの窓まどに叩たたき込こめるヒトなのだ！

　こういうことができる人ひとのパンチ力りょくを計けい算さんしてみると、２４０ｔである。使つかわなくなった車くるまなどを押おし潰つぶすプレス機きという機き械かいがある。その圧あっ縮しゅく力りょくは、押おし潰つぶす形かたちにもよるが、60～３００ｔだという。つまり春はる道みちは、車くるまをパンチでスクラップにできるということですな。




◆やられるほうも超ちょう人じんだ！

　こんな春はる道みちとケンカに明あけ暮くれるのだから、まわりの高こう校こう生せいたちもモノスゴイ。

　百ゆ合り川かわ南みなみ高こう校こうの高たか梨なし修おさむが、黒くろ咲さき工こう業ぎょう高こう校こうの丸まる山やま健けん一いちに跳とび蹴げりを見み舞まうと、丸まる山やまはぶっ飛とばされて、コンクリートの塀へいに激げき突とつ。この衝しょう撃げきで、厚あつさ10㎝ほどの塀へいが、高たかさ１・７ｍ、幅はば１・４ｍのＵの字じ形がたに破は壊かいされた！

　しかもビックリすることに、ブロックはつなぎ目めがはがれてバラバラになったのではなく、ブロック自じ体たいがコナゴナに破は壊かいされている。そのうえ、ここで粉ふん砕さいされたのは、なかまでコンクリートが詰つまった頑がん丈じょうなタイプ。人にん間げんがぶつかって、これがコナゴナになったとは、信しんじられない現げん象しょうである。

　丸まる山やまは大おお柄がらだが、比ひ較かくのために体たい重じゅうをヒロミと同おなじ70㎏とすると、丸まる山やまが塀へいにぶつかったスピードは時じ速そく１４８㎞！　こんな速そく度どで人にん間げんを飛とばした高たか梨なしのキック力りょくは２８００ｔ！　プロ野や球きゅうのバッターのスイングの衝しょう撃げきは１ｔといわれるから、丸まる山やまはプロ野や球きゅう選せん手しゅ２８００人にんに一いっ斉せいにバットで殴なぐられるようなダメージを受うけたはずだ。

　こんな跳とび蹴げりを食くらって、丸まる山やまはどうなったのか？

「いや～　まいった　まいった」と言いいながら立たち上あがってきて、高たか梨なしをぶちのめし、ケンカは丸まる山やまの勝かち。怪かい獣じゅうか、このヒトは!?

　また、やはり百ゆ合り川かわ南みなみ高こう校こうの片かた山やま千ち秋あきが、離はなれた町まちから来きた春はる山やま孝こう一いちに前まえ蹴げりを食くらわすと、春はる山やまは飛とんでいき、フェンスの金かな網あみを突つき破やぶって、さらに５ｍほども飛とんだ！

　金かな網あみというものは、たくさんの針はり金がねが網あみの目めに組くみ合あわされているので、何なにかがぶつかると、衝しょう撃げきを分ぶん散さんして柔やわらかく受うけ止とめるようになっている。それをものともせず突つき破やぶった春はる山やまのスピードは時じ速そく１６３㎞、千ち秋あきのキック力りょくは３５００ｔ！　さすがに春はる山やまクンは仲なか間まにバイクで運はこばれていきました……。




◆どんな日にち常じょう生せい活かつを送おくっているのか？

　うーむ、こんなことばかり書かいていると、まだ小しょう・中ちゅう学がっ校こうに通かよっている読どく者しゃは「高こう校こうってそんなに怖こわいところなのか……」と思おもうかもしれない。いえいえ、「人ひとを殴なぐって飛とばすのは困こん難なん」という話はなしをしているのであって、筆ひっ者しゃも高こう校こう時じ代だいにクラスメートが宙ちゅうを舞まっているのを見みたことはなく……あ、こういう書かき方かたをすると、殴なぐられて飛とびはしないけど、高こう校こう生せいというものは日にち常じょう的てきにボカスカ殴なぐり合あってるような印いん象しょうになるか。うーん、違ちがうんだけどな。

　そもそも『クローズ』の春はる道みちたちも、いつもケンカばかりしているわけではない。仲なか間またちと挨あい拶さつを交かわすこともあれば、おとなしく授じゅ業ぎょうを受うけることだってあるのだ。

　筆ひっ者しゃの実じっ験けんと経けい験けんによれば、仲なか間まの肩かたを軽かるく「やあ」と叩たたく力ちからは、全ぜん力りょくパンチの１００分ぶんの１くらいと思おもわれる。また人にん間げんの握あく力りょくは、その人ひとが発はっ揮きできる全ぜん力りょくパンチ力りょくの40％程てい度どと推すい測そくできる。もしこれらの数すう値ちが正ただしければ、２４０ｔのパンチ力りょくを有ゆうする春はる道みちの「やあ」は２・４ｔのはず。肩かたを叩たたかれた友ともは脱だっ臼きゅうし、骨ほねが砕くだける！　鉛えん筆ぴつやシャーペンをグッとつかむと96ｔの握あく力りょくが発はっ揮きされ、バキッと真まっ二ぷたつに……！

　ああっ、ますます高こう校こう生せい活かつが不ふ安あんになるような話はなしを書かいてしまった。繰くり返かえしますが、これは『クローズ』の場ば面めんから単たん純じゅん計けい算さんで導みちびかれる数すう値ちなだけで、高こう校こうで実じっ際さいにそういうことが行おこなわれているわけではありません。お相撲すもうさんだって、朝あさから晩ばんまでぶちかまし合あいをやっているわけではないのと同おなじです。
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　星ほしのカービィは、「ポップスター」という星ほしに住すんでいる。カービィはそこで生うまれたわけではなく、宇う宙ちゅうのあちこちを旅たびしていたのだが、ゲームの第だい１作さくで、デデデ大だい王おうに食しょく糧りょうを独ひとり占じめされて困こまっていたプププランドの人ひと々びとを助たすけた。それでとっても感かん謝しゃされ、家いえまで建たててもらって住すむことにしたらしい。ああ見みえて、意い外がいとちゃっかりしてるのね。

　このポップスターという星ほしは、とても変かわっている。なんと「星ほしの形かたち」をしているのだ。つまり「☆」というカタチ。

　星ほしが星ほしの形かたちをしているのは、まことにごもっとも……いや、何なにを言いう、自じ分ぶん！　現げん実じつの星ほしは球きゅう形けいだ。☆の形かたちをした星ほしなんて、聞きいたことがない。

　ゲームの画が面めんを見みると、ポップスターはそのとおりの５つのトンガリを持もった星ほしの形かたちで、中ちゅう央おう部ぶが厚あつくて周しゅう辺へん部ぶが薄うすく、クリスマスツリーの天てっ辺ぺんに飾かざる星ほしにそっくりだ。ゲームの設せっ定ていでは、のどかな草そう原げんや砂さ漠ばくや広こう大だいな海うみがあるなど、自し然ぜん豊ゆたかな星ほしだというのだが、こんなカタチをしていて、そんなことがあるのだろうか？

　本ほん稿こうでは、ポップスターが実じつ在ざいしたら、それはどんな星ほしなのかを考かんがえてみよう。




◆星ほしの形かたちをした星ほしは珍めずらしい！

　地ち球きゅうや火か星せいなど岩がん石せきでできた惑わく星せいは、生うまれた直ちょく後ごはマグマの塊かたまりだった。マグマは水みずのように流ながれるので、重じゅう力りょくで中ちゅう心しんへ引ひき寄よせられて球きゅうになった。木もく星せいや土ど星せいなどガスでできた惑わく星せいも、ガスが重じゅう力りょくで中ちゅう心しんに引ひっ張ぱられているために、球きゅうになっている。球きゅう形けいをしていないのは、探たん査さ機きはやぶさが行いった小しょう惑わく星せいイトカワなど、小ちいさくて重じゅう力りょくの弱よわい星ほしの特とく徴ちょうだ。

　カービィたちの活かつ躍やくを見みる限かぎり、ポップスターでも地ち球きゅうと同おなじぐらいの重じゅう力りょくが働はたらいているようだ。なのに、平へい然ぜんと星ほしの形かたちをしているポップスター。どうやって生うまれたのか、サッパリわかりません。

　では、それはどんな星ほしなのか？　地ち球きゅうと同おなじぐらいの重じゅう力りょくが働はたらいているように見みえるところから、ポップスターは、重おもさも密みつ度ども地ち球きゅうと同おなじだと考かんがえよう。また細こまかく観かん察さつすると、ポップスターは周しゅう辺へん部ぶが薄うすくなっているが、そこまで忠ちゅう実じつに考かんがえると話はなしがヤヤコシクなるので、ここでは厚あつさはどこも同おなじと仮か定ていして考かんがえさせてもらいたい。

　ゲームの画が面めんで測そく定ていすると、星ほし形がたの中ちゅう心しんから凹へこんだ部ぶ分ぶんまでは、中ちゅう心しんから出でっ張ぱった部ぶ分ぶんの先せん端たんまでの７割わりほどだ。また、厚あつさは中ちゅう心しんから出でっ張ぱりまでの４分ぶんの１程てい度ど。ここから各かく部ぶの長ながさを計けい算さんすると、中ちゅう心しんから出でっ張ぱりまでは、１万まん３千ぜん㎞。偶ぐう然ぜんにも地ち球きゅうの直ちょっ径けいとほぼ同おなじだ。ということは、上うえから見みた直ちょっ径けいは地ち球きゅうの直ちょっ径けいの２倍ばいぐらい。デカイ！

　ただし、厚あつさは６４００㎞で、地ち球きゅうの直ちょっ径けいの半はん分ぶん。ホントに変かわった星ほしですな～。




◆デデデ山さんはどこにある？

　そんなポップスターの地ち上じょうには、どんな世せ界かいが広ひろがっているのだろう？

　ポップスターには森もりや草そう原げんや海うみなど、豊ゆたかな自し然ぜんがある。砂さ漠ばくや雪せつ原げんもあるが、気き候こうは全ぜん体たいに温おん暖だんなようだ。また山やまもあり、デデデ山さんの山さん頂ちょうには、デデデ大だい王おうがデデデ城じょうを築きずいているという。

　そのデデデ山さんは、いったいどこにあるのだろう。もしかしたら星ほし形がたの出でっ張ぱりの一ひとつがデデデ山さんなのかな？

　だとしたら、これはモノスゴク高たかい山やまだ。その山さん頂ちょうの高たかさは、星ほし形がたの凹へこんだ部ぶ分ぶんから測はかって３８２６㎞。なんだ３７７６ｍの富ふ士じ山さんよりちょっと高たかいだけか、と思おもったあなたはよく見みよう。３８２６ｍではない。３８２６㎞なのだ。つまり富ふ士じ山さんの１千せん倍ばい以い上じょう！

　この恐おそるべき星ほしで、人ひと々びとはどのように暮くらしているのか。ポップスターは、その特とく異いなカタチゆえに、２つの地ち域いきに分わけられる。星ほし形がたの平へい面めん部ぶと、側そく面めん部ぶだ。

　より環かん境きょうがキビシいのは、側そく面めん部ぶだろう。出でっ張ぱりの根ね元もとから頂ちょう点てんにかけて、どこも傾けい斜しゃ43度どの斜しゃ面めんになっている。43度どというと、登と山ざんの装そう備びがなければ、とても登のぼれない傾かたむきだ。そして、その端はしっこは平へい面めん部ぶとの境さかい目めで、90度どのガケになっている！

　また星ほしの中ちゅう心しんから離はなれているので、重じゅう力りょくも弱よわく、空くう気きも薄うすい。重じゅう力りょくは、出でっ張ぱりの根ね元もとが地ち球きゅうの重じゅう力りょくの０・７倍ばい、つまり０・７Ｇジー。出でっ張ぱりの頂ちょう点てんが０・５Ｇジー。平へい面めん部ぶの中ちゅう央おう付ふ近きんは１Ｇジーだから、出でっ張ぱりの頂ちょう点てんにいるデデデ大だい王おうは平へい面めん部ぶの中ちゅう央おうにいるときより２倍ばいも重おもいものが持もてるし、２倍ばいも高たかくジャンプできることになる。

　しかし、空くう気きがほとんどないので、息いきができないばかりか、太たい陽ようの光ひかりの当あたる面めんは１２０℃に加か熱ねつされ、当あたらない面めんはマイナス１２０℃に冷ひえる。暑あついよ～、寒さむいよ～、どっちだよ～。




◆住すめる場ば所しょはちょっとだけ

　平へい面めん部ぶの暮くらしも楽らくではない。どんな星ほしでも、重じゅう力りょくは星ほしの中ちゅう心しんに向むかって働はたらく。このため、ポップスターでは中ちゅう央おうから離はなれるほど、重じゅう力りょくは地じ面めんに対たいして斜ななめに働はたらく。つまりポップスターの平へい面めん部ぶは、本ほん当とうは真まっ平たいらなのに、中ちゅう央おうから離はなれるほど傾かたむいているように感かんじられてしまう！　出でっ張ぱりのいちばん先せん端たんでは、体からだに感かんじられる傾けい斜しゃは70度どにもなる。

　この結けっ果か、いろいろなものが中ちゅう央おうに集あつまってくる。体からだが球きゅう形けいのカービィなど、転ころがってしまうかもしれないので、気きをつけよう。

　集あつまってくる「いろいろなもの」には、水みずも含ふくまれる。その結けっ果か、ポップスターの平へい面めん部ぶの真まん中なかは海うみがあるはずだ。しかも海かい面めんは、テーブルに落おとした水すい滴てきのように、真まん中なかがコンモリと盛もり上あがっているだろう。これは、星ほしの形かたちがどうであっても、水みずは星ほしの中ちゅう心しんに引ひき寄よせられて球きゅうになろうとするからだ。海かい水すいの量りょうが地ち球きゅうと同おなじだとすると、海うみの半はん径けいは１３００㎞、盛もり上あがった高たかさは２５０㎞！　つまりポップスターには、この面めん妖ような海うみが星ほしの表おもてと裏うらに１個こずつあり、他ほかに海うみはまったくないと考かんがえられる。

　そして、空くう気きも重じゅう力りょくに引ひかれて球きゅうになろうとするから、海うみを覆おおうようにして存そん在ざいする。地ち球きゅうでは標ひょう高こう５千せんｍほどまで人ひとが住すんでいるが、ポップスターの地ち表ひょうで、それ以い上じょうの濃こさの空くう気きがあるのは、海うみの周しゅう囲いの幅はば３２０㎞のドーナツ状じょうの部ぶ分ぶんだけということになる。

　ポップスターのヒトたちにも空くう気きが必ひつ要ようだとしたら、暮くらせるのはその部ぶ分ぶんだけ。カービィが得とく意いとする「すいこみ」にも空くう気きが必ひつ要ようだろうから、すいこみができるのもその部ぶ分ぶんだけ。居きょ住じゅう可か能のう＆すいこみ可か能のう面めん積せきは、星ほし全ぜん体たいのわずか１・１％。わー、狭せまいよ～！

　う～ん、星ほしの形かたちをした星ほしとは、考かんがえれば考かんがえるほど不ふ思し議ぎで面おも白しろいなあ。
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　２０１５年ねんから16年ねんにかけて、ＮエヌＨエイチＫケイの連れん続ぞくテレビ小しょう説せつ『あさが来きた』が大だい人にん気きだった。筆ひっ者しゃも朝あさドラを見み続つづけて20年ねんになるが、歴れき代だい５本ほんの指ゆびに入はいる面おも白しろさであった。そして、泣なけた！

　登とう場じょう人じん物ぶつも魅み力りょく的てきで、その一人ひとりに、主しゅ人じん公こう・あさの結けっ婚こん相あい手ての父ちち・白しろ岡おか正しょう吉きちがいる。２５０年ねん続つづく両りょう替がえ屋や（現げん在ざいの銀ぎん行こう）・加か野の屋やの７代だい目め当とう主しゅで、あさの商しょう人にんとしての才さい覚かくをいち早はやく見み抜ぬき、陰かげに日向ひなたに応おう援えんしてくれた人ひと。いいお義と父うさんでしたなあ。

　この正しょう吉きちを演えんじた俳はい優ゆうは、近こん藤どう正まさ臣おみさんという。近こん藤どうさんは２０１３年ねんの『ごちそうさん』でも、主しゅ人じん公こう・め以い子この結けっ婚こん相あい手ての父ちち・西にし門かど正しょう蔵ぞうを演えんじ、こよなくいい味あじを出だしていた。やたら「ヒロインのお義と父うさん」の役やくが回まわってくる俳はい優ゆうさんだが、実じつは筆ひっ者しゃの世せ代だいにとっては「青せい年ねん時じ代だいは超ちょうイケメンだった人ひと」であり、そして「足あしでピアノを弾ひいた人ひと」なのだ！

　え？　言いってる意い味みがわからない？　それは、１９６９年ねん放ほう送そうの『柔じゅう道どう一いっ直ちょく線せん』という熱ねっ血けつドラマのなかで、近こん藤どうさん演えんずる天てん才さい柔じゅう道どう家か・結ゆう城き真しん吾ごが見みせた有ゆう名めいなシーン。真しん吾ごは、自みずからの華か麗れいな足あしさばきを示しめすために、軽かろやかにピアノの鍵けん盤ばんに跳とび乗のると、なんと立たったまま、足あしで「ねこふんじゃった」を弾ひいてみせたのだ。

　つまり、このシーンが意い味みするところは、こうである。「結ゆう城き真しん吾ごは天てん才さいだ。では、どれほどの天てん才さいなのか？　足あしでピアノが弾ひけるほどの天てん才さいだ！」。

　う～ん、改あらためて書かいてみると、何なにかが違ちがうような気きもしてきたが、ともかく天てん才さいであることに間ま違ちがいはない。この天てん才さいに、主しゅ人じん公こうの一いち条じょう直なお也やが血ちのにじむような努ど力りょくを重かさねて、必ひっ殺さつ技わざを編あみ出だし、挑いどんでいったのが『柔じゅう道どう一いっ直ちょく線せん』というドラマだ。半はん世せい紀き近ちかくにもわたって重じゅう要よう人じん物ぶつを演えんじ続つづける近こん藤どうさんに敬けい意いを表ひょうしつつ、天てん才さいと努ど力りょく家かの激げき突とつに科か学がくの光ひかりを当あててみよう。




◆本ほん当とうに足あしで弾ひけるのか？

　足あしでピアノを弾ひく。これは柔じゅう道どうの強つよさと、どういう関かん係けいがあるのだろうか。

　柔じゅう道どうで、足あしさばきはきわめて重じゅう要ようだから、足あしでピアノが弾ひけるほど器き用ようだったら、確たしかに柔じゅう道どうでも強つよいだろう。しかし、柔じゅう道どうの金きんメダリストが足あしでピアノを弾ひけるという話はなしは、一いち度ども聞きいたことがない。この事じ実じつを見みる限かぎり「足あしでピアノが弾ひけるほどの天てん才さい」は、「柔じゅう道どうで金きんメダルが取とれるほどの天てん才さい」より、はるかに上うえと言いわなければならないだろう。

　では、足あしでピアノを演えん奏そうすることは、どこがそんなに難むずかしいのか。劇げき中ちゅう、真しん吾ごが奏かなでた「ねこふんじゃった」で考かんがえてみよう。

　まず、ジャンプいちばん、鍵けん盤ばんの上じょう空くうに躍おどり出でる。そして、第だい一いち音おんの「ね」に狙ねらいを定さだめ、右みぎ足あしの第だい２指しで着ちゃく地ちする。同どう時じに、着ちゃく地ちした指ゆびで全ぜん体たい重じゅうを支ささえる。よろけて他ほかの指ゆびや左ひだり足あしを別べつの鍵けん盤ばんについてしまったら、演えん奏そうは台だいなしだ。その危き険けんを思おもい測はかれば、着ちゃく地ちには力ちからの強つよい親おや指ゆびを使つかいたいところだが、そうはいかない。すぐさま同おなじ足あしで次つぎの「こ」を弾ひかねばならず、「こ」は「ね」の左ひだり側がわにある。それに備そなえて親おや指ゆびはとっておかなければならないのだ。

　ここだ、足あしによるピアノ演えん奏そうの第だい一いち関かん門もんは！　手てで弾ひく場ば合あいは、手ては演えん奏そうに専せん念ねんすればよい。だが、足あしで弾ひく場ば合あいは、足あしの指ゆびが「演えん奏そう」と「体たい重じゅう支し持じ」の一いっ本ぽん二ふた役やくをこなす必ひつ要ように迫せまられる。人にん間げんというものは、片かた足あしの第だい２指し一いっ本ぽんで立たてるのか？　この名めいシーンは雄ゆう弁べんに物もの語がたる。結ゆう城き真しん吾ごは、それも可か能のうなほどの天てん才さいなのだ！

「こ」に続つづいて、素す早ばやく体たい重じゅうを左ひだり足あしに移うつして「ふん」。次つぎの「じゃっ」は右みぎ足あしの担たん当とうだから、ここは左ひだり足あしの親おや指ゆびを安あん心しんして使つかってよい。

　ところが、その「じゃっ」と次つぎの「た」が、第だい２の難なん所しょである。この２音おんは、ピアノの足あし演えん奏そうに挑いどむ者ものにとって、非ひ情じょうともいえる和わ音おんなのだ。ピアノは、黒こっ鍵けんが２本ほん、３本ぼん、２本ほん、３本ぼんと交こう互ごに並ならんでいるが、「じゃっ」と「た」では、中ちゅう央おうに近ちかい３本ぼんの黒こっ鍵けんのいちばん右みぎを右みぎ足あしの親おや指ゆびで、その右みぎの３本ぼんの黒こっ鍵けんのいちばん左ひだりを小こ指ゆびで同どう時じに弾ひかなければならない。しかも、「じゃっ」で一いっ回かい、「た」でもう一いっ回かい、ケイレンするかのごとく小こ刻きざみに連れん続ぞくジャンプ……！

　人じん類るいにそんなことが、可か能のうなのか？　筆ひっ者しゃの自じ宅たくにある電でん子しピアノで測そく定ていすると、その２つの黒こっ鍵けんの中ちゅう心しん間かんは11㎝も離はなれている。筆ひっ者しゃは靴くつのサイズが30㎝と足あしが大おおきく、指ゆびも大おおきく左さ右ゆうに開ひらくから、なんとか２つの黒こっ鍵けんに右みぎ足あしの親おや指ゆびと小こ指ゆびが届とどく。しかし、どうしても第だい２～第だい４指しで、あいだの鍵けん盤ばんを踏ふんでしまう。どうにかならんかと、足あしの指ゆびをさまざまに曲まげ伸のばしすると、ぐわわわッ、足あしが攣つった！　痛いたい痛いたい痛いたい。

　最さい初しょの５つの音おとだけで明あきらかだ。足あしの指ゆびで「ねこふんじゃった」を弾ひくなど、とても一いっ朝ちょう一いっ夕せきにマスターできる技わざではない。これを流ながれるように弾ひこうと思おもったら、柔じゅう道どうなど振ふり捨すてて、一いっ心しん不ふ乱らんに取とり組くまなければならんだろう。

　が、もちろんそれは一いっ般ぱん人じんの話はなし。結ゆう城き真しん吾ごは、柔じゅう道どうの片かた手て間まに足あしでピアノが弾ひけるほどの大だい天てん才さいなのだ！




◆二に段だん投なげとはどんなワザ？

　この超ちょう天てん才さい・結ゆう城き真しん吾ごに、われらの主しゅ人じん公こう・一いち条じょう直なお也やはどのように挑いどんだのか。

　それは「努ど力りょく」の２文も字じだった。師し・車くるま周しゅう作さくのもとで激はげしい特とっ訓くんを積つみ、驚おどろくべき必ひっ殺さつ技わざを次つぎ々つぎに編あみ出だした。最さい初しょに見みせたのが「二に段だん投なげ」で、それはこんな技わざだった。


①相あい手てを腹はらばいの状じょう態たいで肩かたに乗のせ、水すい平へいに投なげる

②直ちょく後ご、空くう中ちゅうを飛とんでいる相あい手てを走はしって追おいかける

③追おいついて、真ま下したに投なげ、青あお畳だたみに叩たたきつける。一いっ本ぽん！



　恐おそるべき技わざである。何なにがスゴイかというと、まず、一いち段だん目めの投なげで、対たい戦せん相あい手てが一いっ直ちょく線せんにぶっ飛とんでいったこと。実じっ際さいには、どんなに速はやく飛とんでいる物ぶっ体たいも、重じゅう力りょくで少すこしずつ落おちるから、ここでは二に段だん目めの投なげを食くらうまでに30㎝落らっ下かしたと考かんがえよう。

　静せい止しした状じょう態たいから30㎝落らっ下かするまでの時じ間かんは、わずかに０・２５秒びょう。この時じ間かんは水すい平へいに投なげ出だされた場ば合あいも変かわらない。この短たん時じ間かんに、直なお也やは空くう中ちゅうを飛とぶ相あい手てに走はしって追おいつき、二に段だん目めの投なげをぶちかましたわけだ。

　柔じゅう道どうの試し合あい場じょうは一いっ辺ぺん９・１ｍ、対たい角かく線せん12・９ｍの正せい方ほう形けいで、このなかで技わざを決きめなければ、場じょう外がい無む効こうとなる。直なお也やは相あい手てを空くう中ちゅうで捕つかまえるまでにダダダダ～ッと相そう当とうの距きょ離りを走はしっていたから、試し合あい場じょうの隅すみから対たい角かく線せんの方ほう向こうに投なげ、10ｍ走はしって追おいついたと仮か定ていしよう。

　この場ば合あい、相あい手てはわずか０・２５秒びょう間かんに10ｍも飛とんだことになる。すると、直なお也やが相あい手てを投なげた速そく度どは時じ速そく１４４㎞。直なお也やは人にん間げんを、プロ野や球きゅうのピッチャーが投なげるストレートのようなスピードで投なげたのだ。なんという力ちから持もちであるか！

　これに走はしって追おいついた脚きゃく力りょくにも驚おどろく。自じ分ぶんが投なげたストレートを自じ分ぶんでキャッチできる選せん手しゅはプロ野や球きゅうにもいないから、直なお也やはモーレツに足あしも速はやいということだ。投なげてから０・１秒びょう後ごにスタートしたとすると、追おいつく直ちょく前ぜんのスピードは時じ速そく４８０㎞。新しん幹かん線せんより速はやいよ、このヒト。１００ｍ走そうの記き録ろくは０秒びょう７５！
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　ここまでのレベルになると、疑ぎ問もんを抱いだく聡そう明めいな読どく者しゃもいるだろう。直なお也やは、何なにも二に段だん投なげなど使つかわず、一いち段だん目めの投なげだけでも充じゅう分ぶんに勝かてるのではないか？

　ところが、それでは勝かてないのだ。物ぶっ体たいを肩かたの高たかさから時じ速そく１４４㎞で水すい平へいに投なげると、落らっ下か地ち点てんはなんと22ｍ先さきになる。場じょう外がい無む効こう！

　つまり直なお也やは、圧あっ倒とう的てきな力ちからがありながら、投なげても投なげても一いっ本ぽんが取とれない。柔じゅう道どうのルールがある限かぎり、投なげた相あい手てをなんとしても追おっかけていって、試し合あい場じょうから飛とび出だす前まえに、畳たたみに叩たたきつけるしかない。うーん、なんだか不ふ憫びんだ……。

　それにしても、足あしでピアノを弾ひいたり、自じ分ぶんで投なげた相あい手てを追おいかけたり、『柔じゅう道どう一いっ直ちょく線せん』とはまことに楽たのしい番ばん組ぐみであった。放ほう送そう当とう時じ、これを見みて柔じゅう道どうを始はじめる人ひとがいっぱいいたらしいけど、わかるような気きがします。
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　１９７０年ねん代だいに『宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマト』がヒットすると、一いっ気きにアニメブームが起おこった。その際さい、『ヤマト』の世せ界かい観かんを作つくった松まつ本もと零れい士じ先せん生せいのマンガ『銀ぎん河が鉄てつ道どう９９９スリーナイン』や『宇う宙ちゅう海かい賊ぞくキャプテンハーロック』なども次つぎ々つぎにアニメ化かされていった。毎まい週しゅう見みていた筆ひっ者しゃは、それらの主しゅ題だい歌かをいまでも歌うたえます。松まつ本もと先せん生せいはわが青せい春しゅんに大おおきな影えい響きょうを与あたえているのだ。

　その頃ころから、ずっと気きになっていたのが、宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトと『ハーロック』のアルカディア号ごうが戦たたかったら、どちらが強つよいのかという問もん題だいだ。

　ヤマトは、旧きゅう日にっ本ぽん海かい軍ぐんの戦せん艦かん「大和やまと」を改かい造ぞうし、波は動どうエンジンを搭とう載さいした宇う宙ちゅう戦せん艦かん。主しゅ砲ほう、副ふく砲ほう、艦かん載さい機きに加くわえ、波は動どう砲ほうという大たい陸りくをも破は壊かいするメチャクチャ強つよい武ぶ器きを装そう備びしている。沖おき田た十じゅう三ぞう艦かん長ちょう以い下か１１４名めいのクルーを乗のせて、はるか14万まん８千せん光こう年ねんの彼方かなたイスカンダル星せいへ、放ほう射しゃ能のう除じょ去きょ装そう置ちを取とりにいく。

　一いっ方ぽう、宇う宙ちゅう海かい賊ぞくキャプテンハーロックとその仲なか間まが乗のるのがアルカディア号ごうだ。設せっ計けい・建けん造ぞうは、ハーロックの亡なき親しん友ゆう・大おお山やまトチローで、中ちゅう枢すう大だいコンピュータには彼かれの魂たましいが宿やどる。主しゅ砲ほう、速そく射しゃ砲ほう、艦かん載さい機きを備そなえ、ときには艦かん首しゅから巨きょ大だいなナイフのような「衝しょう角かく」を突つき出ださせ、敵てき艦かんに体たい当あたりすることも。ハーロックと40人にんの仲なか間まが乗のり込こんで、侵しん略りゃく者しゃマゾーンと戦たたかう。

　立たち場ばも目もく的てきも違ちがう２隻せきだが、戦たたかったらどちらが強つよいのだろうか。この古ふるい題だい材ざいの対たい決けつに、つばさ文ぶん庫この読どく者しゃがどれだけ興きょう味みあるかわからないけど、筆ひっ者しゃは興きょう味み津しん々しんなんです。




◆デカいぞ、アルカディア号ごう

　実じつは、宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトとアルカディア号ごうでは、作つくられた時じ代だいがまったく違ちがう。ヤマトがイスカンダルへ旅たび立だったのは西せい暦れき２１９９年ねん。アルカディア号ごうがマゾーンと戦たたかったのは２９７７年ねん。実じつに７７８年ねんも違ちがうのだ。

　本ほん稿こうを書かいている２０１６年ねんから７７８年ねん前まえとは、１２３８年ねん。一いち度ど目めの元げん寇こう「文ぶん永えいの役えき」の36年ねんも前まえであり、つまりヤマトとアルカディア号ごうの対たい戦せんは、鎌かま倉くら時じ代だいの木もく造ぞう軍ぐん船せんvs現げん代だいのイージス艦かん……みたいな感かんじなのかも。でも、そう考かんがえちゃったら面おも白しろくないので、ここでは時じ代だいの違ちがいは無む視しして、無む限げんに広ひろがる大だい宇う宙ちゅうで両りょう艦かんが戦たたかうことになったと仮か定ていしよう。

　大おおきさで勝まさるのはアルカディア号ごうである。史し上じょう最さい大だいの戦せん艦かんを改かい造ぞうしたヤマトも全ぜん長ちょう２６５・８ｍと巨きょ大だいだが、アルカディア号ごうはなんと４００ｍ！　ヤマトの実じつに１・５倍ばいだ。

　すると重じゅう量りょうも違ちがうだろう。宇う宙ちゅう戦せん艦かんヤマトの重じゅう量りょうは６万まん２千せんｔ。アルカディア号ごうの重じゅう量りょうは公こう表ひょうされておらず、艦かんの形かたちが違ちがうので大おお雑ざっ把ぱな計けい算さんでしかないが、全ぜん長ちょうに１・５倍ばいもの差さがあれば、重じゅう量りょうは３・４倍ばいほど違ちがっていても不ふ思し議ぎではない。その場ば合あい、ぎょぎょっ、21万まんｔ!?

　これだけ大おおきさが違ちがうと、主しゅ砲ほうの威い力りょくにも差さがあるだろう。ヤマトの主しゅ砲ほうは、46㎝三連れん装そうショックカノン砲ほう３基き９門もん。アルカディア号ごうの主しゅ砲ほうは、三連れん装そうパルサーカノン砲ほう２基き６門もん。砲ほう数すうはヤマトが勝まさるが、アルカディア号ごうは船せん体たいがデカい分ぶん、主しゅ砲ほうも巨きょ大だいなのだ。その口こう径けいをアニメの画が面めんで測はかると、なんと１・５ｍもある。46㎝砲ほうの３倍ばい以い上じょうだあ！

　両りょう者しゃのビームが同おなじ面めん積せきあたり同おなじ威い力りょくを持もつとしたら、口こう径けいが大おおきいほうが圧あっ倒とう的てきに有ゆう利りだろう。口こう径けい３倍ばいのパルサーカノンがヤマトを貫かん通つうした場ば合あい、断だん面めん積せきにして９倍ばいもの大おお穴あなが開あくのだから。おお、ヤマトのピンチ！　早はやくも波は動どう砲ほうの出で番ばんか!?




◆ブラックタイガー出しゅつ撃げき！

　待まて待まて。ヤマトもアルカディア号ごうも百ひゃく戦せん錬れん磨まの宇う宙ちゅう戦せん艦かんだ。いきなり主しゅ砲ほうを撃うち合あったり、モノも言いわずに最さい終しゅう兵へい器きをぶっ放ぱなしたりはしないだろう。偵てい察さつの意い味みも込こめて、まずは両りょう艦かんともに艦かん載さい機きを発はっ進しんさせるのではないだろうか。

　ヤマトの艦かん載さい機きの主しゅ力りょくは、戦せん闘とう機きブラックタイガーで、パルスレーザー砲ほうを装そう備びしている。対たいするアルカディア号ごうの戦せん闘とう機きスペースウルフも、パルスレーザー砲ほうを搭とう載さいしている。

　艦かん載さい機き同どう士しの戦たたかいは、パルスレーザー砲ほうの撃うち合あいになるだろう。レーザーは光ひかりの速はやさ（通つう常じょうの弾だん丸がんの30万まん倍ばい）で飛とぶから、発はっ射しゃ時じの狙ねらいさえ正せい確かくなら必かならず命めい中ちゅうする。また、その威い力りょくの源みなもとは、当あたったときに発はっ生せいする熱ねつなので、出しゅつ力りょくが一いっ定ていのレベルを超こえていれば、どんなに頑がん丈じょうな物ぶっ質しつでも、溶とけたり蒸じょう発はつしたりしてしまう。つまり、パルスレーザー砲ほうは一いち撃げき必ひっ殺さつなのだ。

　となると、戦たたかいの行方ゆくえは戦せん闘とう機きの数かずに左さ右ゆうされることになる。艦かん載さい機きが多おおいのはどっち？

　その数かずは両りょう艦かんとも不ふ明めいだが、ヤマトのブラックタイガーは、40機きほどではないかと思おもう。これは、ガミラス艦かん隊たいとの決けっ戦せんにおいて、ガミラスのレーダーが捉とらえた機き影えいなどから推すい定ていした数すう字じで、ヤマトの全ぜん乗じょう員いんが１１４人にんなのを思おもえば、そんなもんではないかなあ。

　しかし、アルカディア号ごうにはハーロックを含ふくめて41人にんしか乗のっていない。戦せん闘とう機きの数かずは、乗じょう員いんの数かずより少すくないはずだから、ヤマトが有ゆう利りか!?　と思おもったら、なんと『ハーロック』で、マゾーンとの最さい終しゅう決けっ戦せんのとき、彼かれらはヤッタラン副ふく長ちょう１名めいを艦かんに残のこし、残のこる40名めいが艦かん載さい機きで敵てきの旗き艦かんに突とつ入にゅうした！　これには驚おどろいた。アルカディア号ごうを動うごかせなくなるのでは!?と心しん配ぱいしたが、アルカディア号ごうの中ちゅう枢すう大だいコンピュータには大おお山やまトチローの魂たましいが宿やどっており、非ひ常じょう時じには彼かれが操そう艦かんや攻こう撃げきまでやってくれるらしい。だったらこの戦せん術じゅつも可か能のうということだ。

　すると、艦かん載さい機きの数かずは互ご角かく。これでは、お互たがいに必ひっ勝しょうを期きすることはできないから、やがて帰き投とうして、さあ、戦たたかいはいよいよヤマト対たいアルカディア号ごうということになる。




◆やっぱり波は動どう砲ほうだ！

　宇う宙ちゅう戦せん艦かん同どう士しの対たい戦せんとなったとき、主しゅ砲ほうの撃うち合あいではアルカディア号ごうが有ゆう利りなことは、すでに述のべたとおりだ。すると、ヤマトに残のこされた道みちは波は動どう砲ほうしかない。この禁きん断だんの大だい兵へい器きを人にん間げん41人にんが乗のるフネにぶっ放ぱなしていいのか、という人じん道どう的てきな問もん題だいは残のこるが、そんなことを言いっているうちにアルカディア号ごうにやられたら大たい変へんだ。ここは心こころを鬼おににして波は動どう砲ほうの発はっ射しゃ準じゅん備びだ！

　いくらアルカディア号ごうでも、波は動どう砲ほうで撃うたれたのではたまったものではない。しかし、それに匹ひっ敵てきするような超ちょう兵へい器きがあるわけでもない。では、どうする!?

　筆ひっ者しゃが思おもうに、ハーロックは海かい賊ぞく戦せん艦かんらしい戦たたかい方かたで臨のぞむのではないだろうか。つまり、ヤマトが波は動どう砲ほうを撃うつ前まえに、ヤマトに急きゅう接せっ近きんし、ナイフのような衝しょう角かくを突つき立たてるのだ。これで大だい損そん傷しょうを与あたえて白はく兵へい戦せんを挑いどめば、宇う宙ちゅう海かい賊ぞく側がわがぐっと有ゆう利りになるはず。

　もちろん、聡そう明めいなヤマトの沖おき田た艦かん長ちょうは、彼かれらが海かい賊ぞく戦せん法ぽうで挑いどんでくることを見み抜ぬくだろう。アルカディア号ごうが接せっ近きんして来くる前まえに、波は動どう砲ほうの発はっ射しゃを命めいずるはずだ。

　だが、この超ちょう兵へい器きの発はっ射しゃには時じ間かんがかかる。アニメの映えい像ぞうで測そく定ていすると、艦かん長ちょうが命めいじてから、戦せん闘とう班はん長ちょうの古こ代だい進すすむが引ひき金がねを引ひくまで、１分ぷん50秒びょうもかかっていた！

　この間かんに、アルカディア号ごうは、衝しょう角かくをヤマトに突つき立たてられるのか？　それは、両りょう艦かんの距きょ離りとアルカディア号ごうの速そく度どによって決きまる。マゾーンとの最さい終しゅう決けっ戦せんで、このフネは地ち球きゅうを発たってその日ひのうちに木もく星せい軌き道どうに達たっしていた。地ち球きゅうから木もく星せいまで、最さい短たんで６億おく３千ぜん万まん㎞。これを一いち日にちで走そう破はしたとすれば、その速そく度どは秒びょう速そく７３００㎞。地ち上じょうの音おん速そくを基き準じゅんにすれば、マッハ２万まん１千せんだ。このスピードで、ヤマトの古こ代だいが引ひき金がねを引ひくまでの１分ぷん50秒びょう以い内ないに到とう達たつできる距きょ離りとは40万まん㎞である。

　これは、宇う宙ちゅう戦せん艦かんが向むかい合あう距きょ離りとしてどうなのか。地ち球きゅうから月つきまでの38万まん㎞より遠とおいから離はなれすぎという気きもするが、パルスレーザーならわずか１・３秒びょうで届とどく距きょ離りだ。宇う宙ちゅうの戦たたかいのスケールとしてはちょうどいいかも。

　すると、この宇う宙ちゅう海かい戦せんの結けつ末まつは、こうなるだろう。波は動どう砲ほうの発はっ射しゃ準じゅん備び開かい始しと同どう時じに、アルカディア号ごうが突とっ進しんした場ば合あい、両りょう艦かんが40万まん㎞以い上じょう離はなれていればヤマトの勝かち！　それ以い下かなら、アルカディア号ごうの衝しょう角かくはヤマトにブチ込こまれ、壮そう絶ぜつな白はく兵へい戦せんの後のちにハーロック一いち味みの勝しょう利り！

　う～む、戦たたかってほしいような、戦たたかってほしくないような。でも、考かんがえてみたら、どちらも地ち球きゅうのために戦たたかっているフネ。両りょう者しゃが対たい立りつする理り由ゆうはないんだよね。
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『スラムダンク』は、バスケットボールマンガの金きん字じ塔とうだ。１９９０年ねん代だいに「週しゅう刊かん少しょう年ねんジャンプ」が６００万まん部ぶ以い上じょう発はっ行こうされていた頃ころ、その売うれ行ゆきの原げん動どう力りょくとなっていた作さく品ひんで、もう抜ばつ群ぐんに面おも白しろい。本ほん書しょの読どく者しゃが大人おとなになったときにも、色いろ褪あせることなく読よまれ続つづけるだろう。

　湘しょう北ほく高こう校こうに入にゅう学がくした桜さくら木ぎ花はな道みちは、一ひと目め惚ぼれした赤あか木ぎ晴はる子こに勧すすめられ、まったく経けい験けんのないバスケット部ぶに入はいった。最さい初しょのうちは、持もち前まえのパワーだけで押おし切きろうとして通つう用ようしなかったが、少すこしずつバスケットの面おも白しろさに目め覚ざめ、基き礎そを身みにつけて、パワーも活いかせるようになっていく。

　こんな感かんじの真しん摯しなスポーツマンガだから、モノスゴイ必ひっ殺さつ技わざが出でてきたりはしない。だからこそ注ちゅう目もくしたいのだ、花はな道みちの「分ぶん身しんディフェンス」に！

　この技わざが出でてくるのは、物もの語がたりの序じょ盤ばん。バスケット部ぶに入はいる前まえ、花はな道みちはキャプテンの赤あか木ぎ剛たけ憲のり（晴はる子この兄あに！）を怒おこらせ、勝しょう負ぶすることになる。勝しょう負ぶは「赤あか木ぎがシュートを10本ぽん決きめる前まえに、花はな道みちが１本ぽんでも決きめれば、花はな道みちの勝かち」という変へん則そくルールで行おこなわれた。

　赤あか木ぎキャプテンはたちまち９本ほんを決きめ、10本ぽん目めのシュート体たい勢せいに入はいる。ここで花はな道みちが見みせた技わざが、分ぶん身しんディフェンスだ。花はな道みちは「フンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフンフン」と叫さけびながら、体からだを上じょう下げ左さ右ゆうに激はげしく動うごかし、すべてのシュートコースをふさぐ。コマの描びょう写しゃを見みると、花はな道みちは７人にんに分ぶん身しんしている！　これをきっかけに、ドタバタしながらもシュート１本ぽんを決きめ、赤あか木ぎに素そ質しつを認みとめさせたのだった。

　リアルなマンガで、たった一ひとつだけ描えがかれた超ちょう絶ぜつプレー。本ほん稿こうでは、この分ぶん身しんディフェンスから読よみ取とれる花はな道みちの素そ質しつに迫せまってみたい。




◆フンフン19回かいに何なん秒びょうかかるか？

　マンガのコマに描かかれた分ぶん身しんディフェンスは、すさまじい迫はく力りょくである。劇げき中ちゅうでも、観かん客きゃくや友ゆう人じんたちが「まるでカベだ！」「あれは花はな道みちの人にん間げんばなれした体たい力りょくと瞬しゅん発ぱつ力りょくがあってこそできる技わざだ!!」「まさに神しん技ぎ!!」と感かん動どうしていた。

　コマには７人にんもの桜さくら木ぎ花はな道みちが描かかれているが、これは実じっ際さいに分ぶん身しんしているのではなく、瞬しゅん発ぱつ力りょくがすごいことを表あらわす誇こ張ちょう表ひょう現げんと考かんがえるべきだろう。その瞬しゅん発ぱつ力りょくとは、どれほどだったのか？

　それを明あきらかにするカギは、花はな道みちの叫さけび声ごえ「フンフンフンフン」にあると筆ひっ者しゃはニラむ。これは全ぜん身しんに力ちからを込こめるために発はっせられたのだろうから、一回かいの「フン」で一ひとつのポーズを決きめていたのではないか。ここではそう仮か定ていして、話はなしを進すすめよう。

　数かぞえてみると「フン」は全ぜん部ぶで19回かい。これをできるだけ短たん時じ間かんで口くちにするとしたら、何なん秒びょうかかるだろうか。ストップウォッチを片かた手てに臍せい下か丹たん田でんに力ちからを込こめ、フンフンフンフン19回かい発はっ声せいしてみた。何なん度どかトライした結けっ果か、最さい短たんで３秒びょう６２であった。

　筆ひっ者しゃだって、中ちゅう学がく時じ代だいは水すい泳えい部ぶに所しょ属ぞくしていたし、肺はい活かつ量りょうにはそこそこの自じ信しんがある。そのワタクシの最さい高こうタイムが３秒びょう６２なのだから、花はな道みちもこのぐらいのスピードで「フンフン」言いったと考かんがえたい。すると「フン」一回かいの所しょ要よう時じ間かんは０秒びょう１９。わ、こりゃスゴイ！

　しかも驚おどろくことに、コマに描かかれている７人にんの花はな道みちは、それぞれ違ちがったポーズを決きめ、表ひょう情じょうも変かわっている。すなわち、①額ひたいや頬ほおにうっすらと汗あせをかいた花はな道みち、②歯はをむき出だした花はな道みち、③カッと目めを見み開ひらいた花はな道みち、④「思おもったよりタイヘンだ」と言いいたそうな花はな道みち、⑤目めを閉とじて歯はを食くいしばる花はな道みち、⑥気き合あいを入いれ直なおして赤あか木ぎを睨にらみつける花はな道みち、⑦でもやっぱり「もーだめ！」とギブアップしそうな花はな道みち……。細こまかく観かん察さつすると、疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしていくプロセスがヒシヒシと伝つたわってくるのだ。

　これで花はな道みちは疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが、わずか３秒びょう６２でこれほど疲ひ労ろうできる人ひとはいないだろう。やはり、花はな道みちは人にん間げんばなれした瞬しゅん発ぱつ力りょくを持もっている、と拍はく手しゅを贈おくるべきだと思おもう。




◆能のう力りょくが高たかすぎて活かつ躍やくできない！

　その瞬しゅん発ぱつ力りょくのすごさを、数すう字じで明あきらかにしてみよう。

　マンガのコマで、花はな道みちの頭あたまは赤あか木ぎの頭あたまより高たかい位い置ちにある。身しん長ちょうは赤あか木ぎのほうが高たかいので、50㎝はジャンプしているだろう。すると、一ひとつのポーズを決きめるまでに、彼かれは次つぎのような過か程ていをたどっていることになる。

　まず、体からだを沈しずめ、床ゆかを蹴けってジャンプする。一ひとつのポーズに使つかえる時じ間かんは０・１９秒びょうだから、半はん分ぶんの０・０９５秒びょうでジャンプしてポーズを決きめ、残のこり０・０９５秒びょうで着ちゃく地ちして次つぎに備そなえなければならない。腰こしを50㎝落おとした状じょう態たいから、片かた道みち０・０９５秒びょうの半はん分ぶんを使つかって足あしを伸のばし、ジャンプに移うつるとしたら、離り陸りくする瞬しゅん間かんの速そく度どは時じ速そく76㎞に達たっする。

　これを実じつ現げんするには、体たい重じゅうの45倍ばいの脚きゃく力りょくが必ひつ要ようだ。ウサイン・ボルトは、１００ｍ走そうの世せ界かい記き録ろく９秒びょう５８を出だしたレースで、最さい初しょの一歩ぽで時じ速そく16㎞に達たっしている。別べつのデータも合あわせて計けい算さんすると、この瞬しゅん間かんにボルトの脚あしが出だした力ちからは、体たい重じゅうの４・５倍ばいになる。これらを比ひ較かくする限かぎり、桜さくら木ぎ花はな道みちの瞬しゅん発ぱつ力りょくは、ウサイン・ボルトの10倍ばいだ！

　いやはや、恐おそろしか～。この瞬しゅん発ぱつ力りょくをフルに発はっ揮きして、時じ速そく76㎞でジャンプしてはピタッと止とまる動どう作さを繰くり返かえせば、確たしかに分ぶん身しんディフェンスも可か能のう……と書かきかけて、重じゅう大だいな問もん題だいに気きがついた。時じ速そく76㎞でジャンプした人にん間げんは、地ち上じょう50㎝でピタッと止とまることなどできません！

　花はな道みちに強きょう靱じんな脚きゃく力りょくがあり、時じ速そく76㎞で跳とび出だせたとしたら、勢いきおいは止とまらず、そのまま飛とんでいくだろう。まっすぐ上うえに跳とび上あがった場ば合あい、到とう達たつ高こう度どは22ｍ。おお、これほどのジャンプ力りょくがあったら、スラムダンクなど朝あさ飯めし前まえ！

　喜よろこんでいる場ば合あいではない。こんなに跳とび上あがったら、間ま違ちがいなく体たい育いく館かんの天てん井じょうでゴーン！　と頭あたまを打うつだろう。日にっ本ぽんバスケットボール協きょう会かいは「試し合あいを行おこなう体たい育いく館かんは天てん井じょうの高たかさが７ｍ以い上じょう」と定さだめているが、花はな道みちがこの技わざを披ひ露ろうするには、その３倍ばい以い上じょうの高たかさが必ひつ要ようということだ。

　仮かりに天てん井じょうがモノスゴク高たかくても、22ｍも跳とんだら、降おりてくるまで４・３秒びょうもかかる。そんなに長ながく地ち上じょうを離はなれたら、赤あか木ぎキャプテンはとっくにシュートを決きめているだろう。優すぐれたジャンプ力りょくは、バスケットに不ふ可か欠けつな才さい能のうだが、花はな道みちはその才さい能のうがありすぎて、バスケットでは活かつ躍やくできないということですなあ。

　しかし、『スラムダンク』でここまでの超ちょう絶ぜつプレーが出でてくるのは、このときだけ。以い降こうはリアルなバスケットボールマンガとして展てん開かいしていくので、ぜひ読よんでみてください～。
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　これまでのところ、日に本ほん映えい画がの最さい大だいヒットは、２００１年ねんに公こう開かいされた『千せんと千ち尋ひろの神かみ隠かくし』で、劇げき場じょうで観みた人ひとは２３５０万まん人にん。なのに、同おなじ宮みや崎ざき駿はやお監かん督とくがその15年ねん前まえに作つくった『天てん空くうの城しろラピュタ』は、観かん客きゃく動どう員いん数すうが77万まん人にんだったというから、ちょっと信しんじられない話はなしである。

『ラピュタ』は、その後ご２０１６年ねんまでにテレビで15回かいも放ほう送そうされ、いずれの視し聴ちょう率りつも12％以い上じょうというすごい結けっ果かを残のこしている。いまでは、ラピュタが空そらに浮うかぶ城しろであることはもちろん、滅ほろびの呪じゅ文もん「バルス」も、シータとパズーが食たべていたパンがおいしそうなことも、そして、ラピュタが浮うかんでいるのは「飛ひ行こう石せき」の力ちからであることも広ひろく知しられているだろう。

　ここで考かんがえたいのは「飛ひ行こう石せき」のナゾである。飛ひ行こう石せきがなぜ物ものを浮うかせるかは、劇げき中ちゅうでは一いっ切さい説せつ明めいされていないが、いったいどういうことなのだろうか。




◆恐おそるべき飛ひ行こう石せきの浮ふ力りょく

　モノを浮うかべる力ちからのある石いし。いいなあ。そんなものが本ほん当とうにあったら、どんなに素す敵てきだろう。

　映えい画がの公こう開かいに先さき駆がけて刊かん行こうされた『アニメージュ特とく別べつ編へん集しゅう　映えい画が「天てん空くうの城しろラピュタ」ガイドブック』（徳とく間ま書しょ店てん）で、宮みや崎ざき駿はやお監かん督とくは、飛ひ行こう石せきのアイデアの原げん点てんを語かたっている。それは、絵え物もの語がたり作さっ家か・福ふく島しま鉄てつ次じが昭しょう和わ20年ねん代だいに描かいた『沙さ漠ばくの魔ま王おう』という絵え物もの語がたりだという。

　小しょう学がく生せいの頃ころに熱ねっ中ちゅうしたという監かん督とくはこう述のべている。「そこに石いしを持もつと飛とべるという話はなしが出でてくるんです。ひとつの宝ほう石せきで、それを持もっていると飛とべるんです。だから、あんまりオリジナルを主しゅ張ちょうできないんですよ（笑わらい）。けど、福ふく島しま鉄てつ次じが飛ひ行こう石せきを考かんがえだしたのかといえば、それはちがいます。魔ま法ほうのじゅうたん、羽はねのはえた靴くつと、昔むかしからその種しゅのものはいくつでもあるわけです。つまり、通つう俗ぞく文ぶん化かはほとんどがアレンジにアレンジを重かさねていくのが特とく徴ちょうであって、（略りゃく）昔むかしワクワクしたものをいまそのまま持もってきてもダメだけど、いまのことばでそれをしゃべればいいんじゃないかと思おもうわけです」。なるほど、そうだったのか～。

　宝ほう石せきを持もつと飛とぶことができるとは、まことに胸むね躍おどる話はなしだ。しかし『ラピュタ』の場ば合あいは浮うかべるものの規き模ぼがとてつもない。なにしろ、巨きょ大だいな城しろを浮うかべてしまうのだから。

　劇げき中ちゅう、シータとパズーがラピュタに着つくと、城しろの全ぜん景けいが映うつし出だされた。いちばん下したが黒くろい半はん球きゅう、その上うえに円えん筒とう形けいの建たて物ものが２段だん重かさなり、さらにその下したに城しろをぐるりと一いっ周しゅうできる回かい廊ろうがある。２段だんの建たて物ものの屋おく上じょうはそれぞれ庭てい園えんになっている。庭てい園えんにもドーム型がたの建たて物ものが林りん立りつし、上じょう段だんの庭てい園えんには温おん室しつがあり、その中ちゅう央おうからは大おおきな木きが枝えだを広ひろげている。まことに壮そう麗れいな天てん空くうの城しろである。

　具ぐ体たい的てきな大おおきさは、どれほどだろう。それを探さぐる手て掛がかりは、パズーとシータが凧たこに乗のって降おり立たった、円えん形けいの見み張はり台だいのような建けん造ぞう物ぶつだ。パズーの身しん長ちょうを１ｍ40㎝と仮か定ていして、近きん景けいと全ぜん景けいのシーンから見み張はり台だいの直ちょっ径けいを計けい測そくすると、23ｍほどだろうか。これを元もとに、ラピュタ全ぜん体たいの大おおきさを割わり出だすなら、１段だん目めの建たて物ものの直ちょっ径けいは１・６㎞！　アンコールワットでさえ、南なん北ぼく１・３㎞、東とう西ざい１・５㎞だから、ラピュタはそれより大おおきいのだ。

　２段だん重かさなった円えん筒とう部ぶの体たい積せきは、推すい定てい５億おく２千せん万まん[image: ]だ。実じつ在ざいする高こう層そうビルの場ば合あい、全ぜん体たい積せきの15％をコンクリートが占しめるというデータがあるので、ラピュタも同おなじと考かんがえ、建けん材ざいの密みつ度どが大だい理り石せきと同おなじだと仮か定ていしよう。これに、最さい下か部ぶの半はん球きゅう（直ちょっ径けいは推すい定てい１・２㎞）や中ちゅう央おう部ぶに生おい茂しげる木きの重じゅう量りょうなどを加くわえると、天てん空くうの城しろの全ぜん重じゅう量りょうは、なんと２億おく４千せん万まんｔとなる！

　え、２億おく４千せん万まんｔとはどういう重おもさか？　う～ん、東とう京きょうスカイツリー６７００基き分ぶん。あべのハルカス８４０棟とう分ぶん。……などと、現げん実じつに存そん在ざいする巨きょ大だい建けん造ぞう物ぶつと比くらべても、ピンと来きませんなあ。

　ラピュタの重じゅう量りょうが２億おく４千せん万まんｔだとすれば、これを浮うかべる飛ひ行こう石せきの力ちからも２億おく４千せん万まんｔのはずである。人じん類るいが空くう中ちゅうに浮うかべたもののなかでもっとも重おもかったのは、全ぜん長ちょう２４５ｍ、直ちょっ径けい41・２ｍの飛ひ行こう船せん・ヒンデンブルク号ごう。重おもさは２３０ｔだった。ラピュタはその１００万まん倍ばいも重おもい！

　比ひ較かくのために実じっ験けんしてみると、縦たて30㎝、横よこ26㎝のヘリウム風ふう船せんは、９・５ｇのおもりを吊つり下さげられた。するとラピュタを浮うかべるには、この風ふう船せんが25兆ちょう個こ必ひつ要ようという計けい算さんになる。




◆反はん重じゅう力りょくで浮うかんでいたら？

　これほど重おもい天てん空くうの城しろを、飛ひ行こう石せきはどうやって浮うかべるのだろう。風ふう船せんと同おなじ原げん理りだろうか？

　風ふう船せんが浮うかぶのは、空くう気きにも重おもさがあるから。同おなじ体たい積せきの空くう気きと同おなじ重おもさのものは空くう中ちゅうに浮うかび、それより軽かるいものは上じょう昇しょうしていく。風ふう船せんの内ない部ぶには空くう気きより軽かるいヘリウムが入はいっていて、ゴムなども合あわせた重おもさが、同おなじ体たい積せきの空くう気きより軽かるいから、空そらへ上のぼっていくのだ。

　すると、飛ひ行こう石せきが風ふう船せんの原げん理りで２億おく４千せん万まんｔのラピュタを浮うかべるには、２億おく４千せん万まんｔの空くう気きと同おなじ体たい積せきがあればいいことになる。城しろを浮うかべる飛ひ行こう石せきは、ピラミッドを上じょう下げ逆さかさに合がっ体たいさせた「正せい八面めん体たい」の形かたちをしている。この形かたちで２億おく４千せん万まんｔの空くう気きと同おなじ体たい積せきがあるとしたら、その一いっ辺ぺんは８・２㎞。直ちょっ径けい１・６㎞のラピュタよりはるかに大おおきい。こんなモノを無む理りやり内ない部ぶに押おし込こもうものなら、その時じ点てんで、バルス！　ああ、天てん空くうの城しろが崩くずれ、落おちていく……。

　よし、ここは想そう像ぞう上じょうの力ちからに頼たよろう。昔むかしから、アニメや特とく撮さつでは、重じゅう力りょくとは逆ぎゃくに、物ものを上じょう空くうに持もち上あげる「反はん重じゅう力りょく」という力ちからが登とう場じょうしてきた。現げん実じつの世せ界かいには存そん在ざいしない力ちからだが、もし飛ひ行こう石せきに２億おく４千せん万まんｔの反はん重じゅう力りょくが働はたらき、その力ちからでラピュタを持もち上あげているとしたらどうだろう。天てん空くうの城しろは、つつがなく空そらに浮うかぶことができるのか？

　いやいや、大たい変へんなことになる。飛ひ行こう石せきに反はん重じゅう力りょくが働はたらいているとしたら、その力ちからで浮ういているのは「飛ひ行こう石せきだけ」だろう。物もの語がたりの冒ぼう頭とう、シータは飛ひ行こう船せんから落らっ下かするが、ペンダントにしていた小ちいさな飛ひ行こう石せきの力ちからで、ゆっくり降こう下かしていった。このシーンを「半はん重じゅう力りょくで飛ひ行こう石せきが浮ういている」と考かんがえると、落おちていくシータには重じゅう力りょくが働はたらき、首くびにかかった飛ひ行こう石せきだけが反はん重じゅう力りょくで浮うこうとすることになる。すると、ペンダントの鎖くさりでシータの首くびはキュ～ッと絞しまり、物もの語がたりの開かい始し早そう々そうヒロインがお亡なくなりに……などという、あってはならない可か能のう性せいが出でてくるのだ。

　ラピュタの場ば合あいも同おなじ。重じゅう力りょくで落おちていこうとする天てん空くうの城しろを、飛ひ行こう石せきが反はん重じゅう力りょくで浮うかべようとすると、飛ひ行こう石せきはその頂ちょう点てんでラピュタの全ぜん重じゅう量りょう２億おく４千せん万まんｔを支ささえざるを得えない。飛ひ行こう石せきはたちまちラピュタを突つき抜ぬけて、天てん空くうの彼方かなたへ飛とんでいくだろう。ラピュタ、やっぱりバルス！
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◆重じゅう力りょくが働はたらくのはなぜか？

　あらためてアニメを観かん察さつすると、飛ひ行こう石せきは、浮うかぶ力ちからを発はっ揮きするときに青あおく光ひかる。その光ひかりがシータやパズーの顔かおを照てらすと、２人ふたりは浮うかび始はじめるのだ。ひょっとしたら飛ひ行こう石せきは、その光ひかりが当あたった物ぶっ体たいを浮うかべる力ちからを持もっているということだろうか。

　これ、科か学がく的てきにまったく考かんがえられないわけではない。磁じ石しゃくの力ちからや静せい電でん気きの力ちからは、目めに見みえない光ひかりによって伝つたわると考かんがえられている。その場ば合あい、光ひかりはフォトンと呼よばれる。重じゅう力りょくも「グラビトン」という未み発はっ見けんの粒りゅう子しが伝つたえるとされている。

　宇う宙ちゅうには、重じゅう力りょく、電でん磁じ気き力りょく、強つよい相そう互ご作さ用よう、弱よわい相そう互ご作さ用ようという４つの力ちからがある。強つよい相そう互ご作さ用ようとは、原げん子しを作つくる陽よう子しと中ちゅう性せい子しを結むすびつける力ちからで、グルーオンという粒りゅう子しが伝つたえる。弱よわい相そう互ご作さ用ようとは、日にっ本ぽん人じんが同おなじテーマで２度どもノーベル賞しょうを受うける理り由ゆうとなった（02年ねんに小こ柴しば昌まさ俊とし博はか士せ、15年ねんに梶かじ田た隆たか章あき博はか士せ）ニュートリノを生うみ出だす力ちからで、ウイークボソンが伝つたえる。フォトン、グラビトン、グルーオン、ウイークボソンのなかで、グラビトンだけが発はっ見けんされていない。

　ということは、飛ひ行こう石せきの青あおい光ひかりの正しょう体たいはラピュトンで、ラピュトンは重じゅう力りょくを伝つたえるグラビトンの働はたらきを邪じゃ魔まするのでは!?

　……というシンプルな推すい測そくが当あたっているかどうかはともかく、グラビトンが発はっ見けんされれば、飛ひ行こう石せきのようなものが実じつ現げんする日ひも、いつか来くるかもよ。その日ひまで、魔ま法ほうのじゅうたんや、福ふく島しま鉄てつ次じ先せん生せいや宮みや崎ざき駿はやお監かん督とくが語かたり継ついできた「モノを浮うかせるもの」が織おりなすロマンを、われわれも豊ゆたかに想そう像ぞうし続つづけよう。







[image: ]

　前ぜん作さく『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑥』で、バイラス星せい人じんの怪あやしい合がっ体たい＆巨きょ大だい化かを検けん証しょうしたところ、予よ想そう外がいに好こう評ひょうだった（と思おもう）ので、調ちょう子しに乗のって本ほん書しょでもアッと驚おどろく巨きょ大だい化かを紹しょう介かいしよう。

　そいつの名なは、ジェットジャガー。１９７３年ねん公こう開かいの映えい画が『ゴジラ対たいメガロ』に登とう場じょうした正せい義ぎのロボットだ。大だい学がくで電でん子し工こう学がくを専せん攻こうする伊い吹ぶき青せい年ねんが一人ひとりで作つくり上あげた電でん子しロボットで、身しん長ちょう１・８ｍ、体たい重じゅうは１５０㎏であった。

　ところがこのジェットジャガーが、悪あくの怪かい獣じゅうメガロを前まえにしたとき、ググ～ッと身しん長ちょう50ｍに巨きょ大だい化かしたのである！　この場ば面めんを初はじめて見みたとき、筆ひっ者しゃはもう腰こしが抜ぬけるほど驚おどろいた。

　ロボットなのに、瞬しゅん時じに巨きょ大だい化か！　いったいどうなっているのだろうか？




◆そんなところに海うみはない！

　ジェットジャガーが登とう場じょうした映えい画が『ゴジラ対たいメガロ』は、昭しょう和わゴジラシリーズ全ぜん15作さくのなかでも、かなりマイナーな作さく品ひんだ。お話はなしはシリーズ屈くっ指しのスケールだったのに、なんでかな～。

　いまから３００万まん年ねん前まえ（万まんだよ、万まん！）、地ち殻かく変へん動どうで南みなみ太たい平へい洋ように沈しずんだレムリア大たい陸りくの人ひと々びとは、海かい底てい王おう国こくシートピアを築きずいて、生いき延のびてきた。海かい底てい王おう国こくは地ち下か３千ぜん㎞にあるが（㎞ですよ、㎞！）、人じん類るいの度たび重かさなる核かく実じっ験けんで存そん亡ぼうの危き機きに瀕ひんしたため、怪かい獣じゅうメガロを地ち上じょうに送おくり込こんで、人じん類るいを攻こう撃げきしてきた……というのが物もの語がたりの背はい景けいなのだが、ちょっと待まて。

　話はなしのスケールが大おおきすぎないか？　３００万まん年ねん前まえといえば、まだ現げん在ざいのような人じん類るいは誕たん生じょうしておらず、アウストラロピテクスなど猿えん人じんの時じ代だいだ。そんな時じ代だいに、もう国こっ家かを築きずいていた!?

　しかも、海かい底てい王おう国こくシートピアがあるのは、地ち下か３千ぜん㎞!?　地ち球きゅうでいちばん深ふかい海うみは、マリアナ海かい溝こうの１万まん９１１ｍであり、つまり深ふかさ10㎞。３千ぜん㎞とはその３００倍ばいも深ふかいわけだが、それはもう地ち下か２９００㎞まで続つづくマントルより深ふかく、「内ない核かく」というドロドロに溶とけた岩がん石せきと鉄てつが流りゅう動どうしている部ぶ分ぶんだ。そんなところに海うみはないッ！　人ひとも住すめないッ！

　などと、細こまかいことに気きを取とられている場ば合あいではないのだが、もうちょっとだけ細こまかいことを指し摘てきさせてもらいたい。というか、皆みなさんに紹しょう介かいしたい。

　伊い吹ぶき青せい年ねんが超ちょう音おん波ぱで命めいじると、ジェットジャガーは怪かい獣じゅう島とうまで飛とんでいって、ゴジラにメガロ退たい治じを依い頼らいしたのだ。

　仕し事ごとの依い頼らい！　そんなことロボットに頼たのむなよという気きもするが、もうメガロは暴あばれていて、他ほかに方ほう法ほうのない緊きん急きゅう事じ態たいだったから、まあそれは仕し方かたがない。

　すごいのはジェットジャガーがゴジラに意い思しを伝つたえた方ほう法ほう。怪かい獣じゅう島とうに着ついたジェットジャガーが選えらんだやり方かたは、なんと身み振ぶり手て振ぶり。腕うでや頭あたまをばたばた動うごかして、ゴジラに出しゅつ動どうを要よう請せいした！

　科か学がくの粋すいを集あつめたロボットのコミュニケーション手しゅ段だんが、身み振ぶり手て振ぶりかよ!?　とも思おもうし、それで理り解かいできたゴジラもすごいと思おもう。




◆体たい重じゅうまで増ふえちゃったのはなぜ？

　ああ、言いいたかったことを伝つたえられて、気きが済すんだ。さて、本ほん題だいの「ジェットジャガーはなぜ巨きょ大だい化かしたのか？」である。

　巨きょ大だい化かしてメガロと戦たたかっているジェットジャガーを見みた開かい発はつ者しゃの伊い吹ぶき青せい年ねんは、冷れい静せいに分ぶん析せきしていた。「ゴジラが来くるまで、自じ分ぶんがメガロと戦たたかわなくちゃならない。その強きょう力りょくな意い志しが、きっとジェットジャガーをあんなに巨きょ大だいにしたんだろうな」。

　いろいろ驚おどろくことの多おおい映えい画がだが、筆ひっ者しゃはこの青せい年ねんが驚おどろかないことにいちばん驚おどろいた。ロボットの巨きょ大だい化かという異い常じょう事じ態たいに、驚おどろかなくてどうする？　ある朝あさ、自じ分ぶんのスマホが長ながさ数すうｍになっていたら、誰だれもが腰こしを抜ぬかすほど驚おどろくだろう。ジェットジャガーはそれをやってのけたのだ。

　金きん属ぞくでできたものが大おおきくなることも、ないわけではない。金きん属ぞくは、熱ねつを加くわえると膨ぼう張ちょうするからだ。たとえば、鉄てつは、温おん度どが30℃高たかくなると０・０３５％伸のびる。高たかさ６３４ｍの東とう京きょうスカイツリーは、夏なつは冬ふゆより20㎝高たかくなるのだ。とはいえ、ジェットジャガーは大おおきくなりすぎである。身しん長ちょう１・８ｍから50ｍへ。その膨ぼう張ちょう率りつは28倍ばい＝２８００％！

　しかも質しつ量りょう保ほ存ぞんの法ほう則そくがあるから、膨ぼう張ちょうしても体たい積せきが増ふえるだけで、体たい重じゅうは変かわらないはずだ。すると、巨きょ大だいジェットジャガーは身しん長ちょう50ｍ、体たい重じゅう１５０㎏という風ふう船せんみたいなヤツになる。

　もちろんそんな体からだで、身しん長ちょう55ｍ、体たい重じゅう４万まんｔの怪かい獣じゅうメガロと戦たたかえるわけはないから、謎なぞの原げん理りで、身しん長ちょうに合あわせて体たい重じゅうも増ふえたのかもしれない。その場ば合あい、身しん長ちょうが28倍ばいになると、体からだの横よこ幅はばも前ぜん後ごの厚あつみも28倍ばいになるから、体たい重じゅうは１５０㎏×28×28×28＝３２００ｔになるはずだ。

　……と思おもったら、怪かい獣じゅう図ず鑑かんのジェットジャガーの項こうには、体たい重じゅう２万まん５千せんｔと書かいてある！

　わ～、どこまで科か学がくを無む視しするの!?　２万まん５千せんｔとは、３２００ｔの７・８倍ばいだ。そうなるともう、巨きょ大だい化かしただけでなく、体からだを作つくる物ぶっ質しつが重おもくなっちゃったとしか思おもえない。７・８倍ばいといえば、アルミニウムが突とつ然ぜん、金きんやプラチナになるようなもの。それ、どういうこと？　別べつの金きん属ぞくで作つくり直なおしたの？　うーん、うーん、わからないよー。




◆ロボットが巨きょ大だい化かする可か能のう性せい

　伊い吹ぶき青せい年ねんの発はつ言げんは、さらに筆ひっ者しゃを苦くるしめる。ゴジラの説せっ得とくから帰かえってきたジェットジャガーは、なぜか青せい年ねんの命めい令れいを聞きかなくなっており、自みずからの意い思しでメガロとの戦たたかいに向むかっていった。これに対たいして伊い吹ぶき青せい年ねんは、こう言いい放はなつ。「行こう動どうしているうちに、頭ず脳のう部ぶ分ぶんに何なにか刺し激げきを与あたえられて、意い思しを持もってしまったのだろう。きっとそうだよ」。

　ロボットが頭ず脳のうに刺し激げきを受うけて意い思しを持もつ!?　普ふ通つうのロボット工こう学がく者しゃだったら、自じ分ぶんのロボットが命めい令れいを聞きかなくなったら「故こ障しょうした」と思おもうだろう。だが、伊い吹ぶき青せい年ねんは「意い思しを持もった」と即そく断だん。なんて前まえ向むきなロボット工こう学がく者しゃ！　しかし彼かれの言いうとおりだとすると、すごい話はなしである。

　人にん間げんの脳のうがコンピュータと違ちがうのは、周しゅう囲いからの刺し激げきに応おうじて、自みずからを作つくり変かえていけることだ。勉べん強きょうしたり、トレーニングしたり、思おもい出でに残のこる経けい験けんをしたりすると、脳のうの細さい胞ぼうのあいだに新あたらしいネットワークができる。こうして人にん間げんは、自じ分ぶんの脳のうを作つくり変かえながら成せい長ちょうする。

　これに対たいして、ロボットの人じん工こう知ち能のうは、プログラムされたことしかできない。どんなに経けい験けんを積つんでも、それまでと違ちがう「頭あたまの使つかい方かた」をすることはできないのだ。

　ところが、ジェットジャガーはそれができるという。ロボットが自じ分ぶんの頭ず脳のうを作つくり変かえるとしたら、他ほかのコンピュータからプログラムをコピーするか、自じ分ぶんでプログラムを書かき換かえるか、新あらたなコンピュータを接せつ続ぞくするか。いずれにしても、すごいロボットだ。

　待まてよ。それができるなら、同おなじことを体からだについてもやれば、巨きょ大だい化かも可か能のうになる。自じ分ぶんの体からだに巨きょ大だいな胴どう体たいや手て足あしを増ぞう設せつすればいい。これは、人にん間げんや怪かい獣じゅうには不ふ可か能のうなことだ。つまり、ジェットジャガーには「なぜロボットなのに巨きょ大だい化かする!?」と驚おどろくのではなく、「ロボットだからこそ巨きょ大だい化かできたのか！」と感かん心しんするべきなのだ。瞬しゅん時じに大おおきくなったのは不ふ思し議ぎだけど。

[image: ]

　オマケのお話はなし。『特とく撮さつ秘ひ宝ほう』（洋よう泉せん社しゃ）というマニアックな雑ざっ誌しが、映えい画がでジェットジャガーを演えんじたスーツアクターの駒こま田ださんを２０１５年ねんに見みつけ出だし、インタビュー記き事じを載のせている。

　インタビュアーから『ゴジラ対たいメガロ』がＤディーＶブイＤディーになっていると聞きくと、駒こま田ださんは「え、なってるんですか？　レンタルビデオ屋やさんのゴジラのコーナーがありますね。『もしかしたら自じ分ぶんが出でたのがあるのかな？』って思おもっても、ジェットジャガーって名な前まえも、ゴジラ対たいナニナニってタイトルも忘わすれてて、どれかわからないから借かりられなくてね。（略りゃく）そうかそうか、メガロかァ。（略りゃく）同どう窓そう会かいで自じ慢まんしちゃおう」と豪ごう快かいなことをおっしゃるのだった。

　演えんじた人ひとにも忘わすれ去さられていたジェットジャガー！　思おもい出だしたから、同どう窓そう会かいで自じ慢まん！　なんともジェットジャガーらしい、心こころ温あたたまるエピソードではないか。これを読よんで、筆ひっ者しゃはジェットジャガーを少すこし好すきになってしまいました。


















　本書は『空想科学読本』シリーズなど著者の本から、原稿を厳選して、つばさ文庫向けに全面的に書き直し、書き下ろしをたくさん加えたものです。

　また、本書では、計算結果を必要に応じて四捨五入して表示しています。したがって、読者の皆さんが、本文に示された数値と方法で計算しても、まったく同じ結果にはならない場合があります。間違いではありませんので、ご了承ください。




『ジュニア空想科学読本』では、読者からの質問を募集しています。角川つばさ文庫公式サイトの『ジュニア空想科学読本』のコーナーからお送りください。
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